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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　真っ青な月が、ちょうど中天に昇っていた。

　一人の少年が、村外れの家に帰ろうと、真っ暗な森の小道を急いでいる。

　少年は、背に矢や筒づつ一杯の矢を背負っていた。片手には短たん弓きゆうを持ち、一見して狩人かりうどと知れる軽装である。

　獣けもの道みちに接した深い森の奥から、梟ふくろうの鳴き声が低く聞こえる。

　声はやや不気味ではあったが、少年にとっては慣れた日常のものだった。このあたりの森は人里も近いために、夜行性の危険な獣も少ない。人という獣に手を出すことの危険さを、多くの森の獣達はその身で知っているのだ。

　その少年──エンジュ自身も、獣に恐れられる狩人である。

　今日は村の弓ゆみ師しの下で、自分が使うための矢を作ってきた。作られたものを買うと高いが、材料を買い、作業道具を借りて自分で作れば安くあがる。また、親を亡なくした独ひとり身みの少年に、弓師の親父おやじも眼めをかけてくれていた。

　作ったうちのいくらかを親父に買い取ってもらい生活費の足しにし、自分がしばらく使う分を今、背に負っている。たとえ熊くまや猩しよう々じように襲われても、逃げながらその両目を射抜くだけの技量うでも、少年は持ち合わせていた。

　夜の森とて、慣れていれば庭も同然である。

　その晩はしかし、エンジュにとって一つ、〝日常〟と違うことがあった。

　森に接した小道を歩くうちに、大樹の木陰に建つ自分の家が見えてくる。そこは村の一番端、滅めつ多たに人も立ち寄らぬ寂さびしい場所だった。

　そんな地に建つ我が家の窓から──暖かい、オレンジ色の光が漏もれている。

　エンジュは首を傾かしげるより先に、びくりと身を竦すくませた。

　つい数年前まで、それは普通の光景だった。

　エンジュが無人の家に帰るようになったのは、共に暮らしていた母親が死んでからのことである。だからその明かりは、少年に母親のことを思いださせた。

　夢を見ているのかと錯さつ覚かくしかけたすぐ後に、しかしエンジュは気づく。

　窓辺に立つ、少女の影──

　それは見知らぬ娘だった。黒髪を短く切り揃そろえた、美しい顔立ちの娘である。

　ほんの数すう瞬しゆん、驚きに固まった後で、エンジュは弓を握る手に力を込め、一本の矢をつがえた。射る気はなかったが、相手が勝手に入り込んだ不ふ審しん者しやであることは間違いない。

　少女が窓から離れる。

　エンジュは濡ぬれ羽ば色いろの黒髪に指を通して額を押さえ、混乱する心を落ち着かせた。

　──泥どろ棒ぼう……まず浮かんだのはそのことだが、貧まずしいエンジュの家に盗とるようなものはない。なにより、明かりをつけて居座っている時点で、その可能性は低くなる。

　客人という線も薄い。心当たりもないし、窓から見えた少女は明らかに知らない顔だった。

　エンジュは森の側に回り、獣けものを相手にする時のように、気配を殺して家に近づいた。

　裏側に回って壁に耳をあてると、薄い壁を越して、小さな声が漏もれ聞こえた。

「……だめだな、イリス。ＧＰＳは相変わらず無反応だ。通信端末も役に立たん」

　それは野太い男の声だった。窓から見えた少女以外にも、中には人がいた。気配が読みきれず、他ほかに何人いるのかは定かでない。

　人が留守るすの間に、家で何を──

　エンジュは腹を立てながら、どうするかと迷った。相手が道に迷った旅人なら、まずは村に来るだろう。盗人ぬすつとらしくもないが、何か後ろ暗いところのある連中だと思ったほうがいい。

　人を呼びに戻ろうと思いながら、しかし男の呟つぶやいた耳慣れない単語が気にかかり、エンジュはしばらく、室内の声に耳を澄ました。

　少女のものらしい高い声が響いた。

「もう一度──機械を分解して試して。ムスカ教授」

　どこか痛いた々いたしい響きを感じさせるその声に、別の男の声が重なる。

「お嬢様。無む駄だです。機器は故障しておりません。信じ難いことですが、おそらくここは、例の──〝魔術師の軸メイガスシヤフト〟の向こう側、ということなのでしょう」

　若い男の澄んだ声に、エンジュは舌打ちをこらえた。もし女が多いようなら捕らえるのも楽だろうが、中年と若い男がいるとなると、いよいよ少年一人では危あやうい。他にも数人──声を発さない人間がいると、エンジュの鋭い五感は告げていた。

　少女が声を漏らす。

「けれど、あんな学説、誰だれも信用してな──」

「人が信じなくとも、地ち動どう説せつは覆くつがえりません。それと同じことです。我々が信じなかったからといって、彼らの言うことが間違っていたという根こん拠きよにはならないでしょう。〝昇しよう華か中〟だったとはいえ、お嬢様も、あれを御ご覧らんになったでしょう？　垂直に立ってはいましたが、〝あれ〟は魔術師の軸メイガスシヤフトと同質のものに見えました」

　中でのやりとりを、エンジュはじっと聞いていた。話の内容はよくわからなかったが、盗みなどの悪事を計画している様子でもない。むしろ彼らの会話には、彼ら自身の困こん惑わくする気配が強かった。

「バニッシュの言うことには、私も同感だ。参ったな──つまり我々は、別の世界に……」

「ムスカ教授、まだそうと決まったわけじゃないわ」

　少女の声が険けわしさを増した。

「この家の造りを見て。村の様子も、来る途中にあった街まち並なみも──まるで私達の──」

　少女のその声を、青年の声が遮さえぎった。

「……まるで、中世にかえったよう──ですね。お嬢様、これらの物は、我々の世界では仮か想そう空間か博物館の所蔵物、あるいは娯楽映像の中のものです。こんな家が普通に並んでいる時点で、ここはもう──いえ、それ以前に、あの窓の外の──」

　青年の声が、空むなしく響いた。

「青くいびつな衛星──どう見ても、我々の知る月とは別物です。ここは、少なくとも違う〝星〟なのでしょう」

　家の中で、何かがゆっくりと落ちるような音がした。

　エンジュはその音の正しよう体たいを想像する。おそらくは──娘が、床ゆかに膝ひざをついた音なのだろう。

　青年の言葉遣づかいは従者のそれである。娘は高貴な身分らしい。言っていることは今ひとつ意味不明だったが、どこかの国の要よう人じんが、お供ともの大部分とはぐれてここに迷い込んだか──

　結論を出す前に、ひとまず村長の元へ走るべく、エンジュは壁かべ際ぎわから身を起こした。

　振りかえろうとしたところへ、闇やみから声が飛んだ。

「──おぉ、振りかえるな、人の子よ──その動きを止め、我が声のみを聞け」

　歌うような旋せん律りつを伴ともなった男の声に、エンジュはびくりと背筋を震わせた。

　首筋に冷ひや汗あせが浮いた。まるで獣けものがそこにいるような、凶きよう悪あくな気配を背後に感じる。威い圧あつされた体は硬かたくなり、容よう易いには動かせそうになかった。

「おぉ、おぉ、素直な少年よ。それでよい。抗あらがう意思がなくば武器を捨てよ。恭きよう順じゆんの意を示す者を我は殺さぬ。しかる後に見るがよい。我が姿と我が刃──今、この時に、そなたの運命を握りし我を──」

　それは奇妙な言葉遣いだった。ふざけているようにも聞こえるが、一方で大おお真面目まじめにも聞こえる。

　言われたとおりに弓を捨て、エンジュは恐おそる恐おそる、ゆっくりと頭だけを振りかえらせた。

　三歩の先──

　そこにいたのは、巨大なかぼちゃを頭に被かぶった人間だった。目や口の部分だけを鋭えい角かく的てきにくり貫ぬかれており、一種異様な風ふう体ていである。

　かぼちゃのように見えるその被り物は、しかしよくよく見ればかぼちゃでもない。形も色も模もしてはいたが、その質感には金属に近いものがあった。

　いつ現れたのか、エンジュは気づかなかったが、完全に背後を取られている。互いに手を伸ばせば届きそうな距離で、その男は細い手足を広げていた。

　一見して、滑こつ稽けいな姿ではある。しかしエンジュは、笑うどころか恐怖に身を竦すくませた。

「汝なんじはこの家の者か、少年よ」

　かぼちゃ頭が歌った。

　エンジュは戸と惑まどいながら頷うなずいた。

「汝なんじから、我らは話を聞きたい。よろしいか？」

「……は、話？　何を聞きたいのか知らないけれど、俺おれはただの狩人かりうどだ。なんにも知らな──」

　わずかに怯おびえながら、エンジュはそう言いかけた。

　かぼちゃ頭が、被かぶったかぼちゃの下から忍しのび笑いを漏もらす。

「我らの問うことは、汝にとって常識ばかりであろう。だが、我らはその知識をこそ欲ほつしているのだ。与える者にとっての知識と、求める者にとっての知識──その価値が等価であることは滅めつ多たにない。それは世の常といってもいいだろう。おぉ、人の子よ。我らは……」

「やかましいぞ、パンプキン」

　裏口の戸が開き、禿とく頭とうの大男が姿を見せた。

　エンジュはいよいよ観かん念ねんする。男は、さきほど家の中から聞こえた声の主ぬしらしい。

　その体つきはやけに筋肉質である。見上げるほどの巨体に、ややサイズの小さい、薄うす汚よごれた服をまとっていた。農民の一般的な普ふ段だん着ぎだが、あまり似に合あってはいない。

　かぼちゃ頭が両手を広げた。

「おぉ、おぉ、教授よ。家主の帰き還かんである」

　中年男は、体格に似合わぬほど理性的な輝きを宿した眼めでエンジュを見た。穏おだやかで優やさしいその様子に、エンジュはやや困こん惑わくする。悪人には見えない。

「あぁ、わかっている。君、留守るす中に邪じや魔まをしてすまなかったな。中で話を聞きたいのだが……」

　丁てい重ちようなその物言いに、エンジュは自然と頷うなずかされてしまった。

　相手は得え体たいの知れない連中で、警戒心は解けていない。だが──彼らが、ただの悪党などではなく、何か事情を抱かかえた人々であることは間違いなかった。

　エンジュは招かれるようにして、自分の家に足を踏み入れた。背後はパンプキンと呼ばれた男が塞ふさいでいる。

　部屋に入ると、天井に吊つるされたランタンの下に、短い黒髪の少女がいた。窓で見た、あの少女である。

　壁かべ際ぎわには銀髪の青年が佇たたずみ、流し眼でエンジュを見ていた。その冷ややかな視線には多少の不快感をおぼえたが、この人数を相手に暴あばれる気にはなれない。エンジュはおとなしく、テーブルの席についた。

「お帰りなさい」

　少女が何気ない口調で呟つぶやいた。感情を籠こめぬ冷たいその声は、のこのこと家に帰ってきたエンジュを揶や揄ゆしているらしかった。

　しかし言われたエンジュの心は、その言葉に過か剰じように反応した。

〝お帰り〟──そう言ってくれる人間がこの家からいなくなって久しい。何年ぶりかに聞いたその懐なつかしさに、ふと心が痛む。

「……ただいま」

　エンジュは無意識のうちに、そう応こたえていた。傍はた目めには、揶や揄ゆを不ふ敵てきに返したように見えたに違いない。しかし当のエンジュにとって、それは寂さびしい独ひとり芝しば居いのようなものだった。

　少女は不ふ審しんそうな顔をした。

「……ずいぶんと落ち着いているのね。こんな怪あやしい連中が、あなたの留守るす中に入り込んでいたっていうのに」

　エンジュは、向かいの少女を真っ向から見返した。

　近くでみると、神こう々ごうしいほどに美しい娘だった。身に着けた衣服は庶民のものだったが、容よう姿しは村の娘などとは比べ物にならない。白はく磁じの肌はだと凜り々りしい眸ひとみは、物語に聞く姫ひめ君ぎみのようだった。

　筋肉質の中年男もテーブルについた。

　男は野太い声で問う。

「他ほかに家の方かたはいないのかね？」

　少年は、少女から眼めを逸そらして応えた。

「……いない。ここは、俺おれ独りだ」

「独り？」

　男が訝いぶかしげに声を漏もらした。

「両親はどうしたね？」

「もう死んだ」

　エンジュは努つとめて静かな声で応じた。

　少女の眼が、ふっと不自然に動いた。

　禿とく頭とうの大男が、小さく頷うなずく。

「そうか──パンプキンもさっき言っていたと思うが、我々は君から聞きたいことがある。別に君でなくてもよかったんだが……まぁ、たまたま人目につかない場所に家があったものでな。勝手に待たせてもらった。下手へたな真似まねさえしなければ害は加えない。少し、話を聞いてもいいかね？」

　エンジュは不ふ承しよう不ぶ承しように頷いた。殺されそうにはないことに気づき、恐怖は多少薄れたが、しかし警戒心は失っていない。

　筋肉質の中年男は、声と言葉遣づかいこそ優やさしいが、熊くまのような体たい軀くをしている。そんな人物から頼まれれば、多くのことに関しては頷くしかない。

「まず、一つ──この国は、なんという国だ？」

「……え？」

　エンジュは眼をしばたたかせた。

　質問の意い図とがよくわからなかったのだ。この国にいて、それでいてこの国の名を知らぬなどということがあるはずもない。

「この国、って……？」

「……〝国〟ではないのか？　ということは、この規模で国家に属さぬ集落が……」

　本気で困こん惑わくしているらしいその様子を見て、エンジュは慌あわてて首を横に振った。

「い、いや。この辺りはアルセイフの貴族、ローム家の管理する領地だ」

　少女が眉まゆをひそめた。

「アルセイフ？　……貴族？　じゃあ、やっぱり……」

　少女はくっと息を詰め、テーブルを見つめた。

　かぼちゃ頭がそこに歩み寄る。

「おぉ、ムスカ教授。私は地理に詳くわしくないのだが、アルセイフなどという国は……」

「少なくとも、私は知らんね。だいたいの国名は憶おぼえているつもりだったが──」

　ムスカと呼ばれた筋肉質の中年男は、溜ため息いき混じりに呟つぶやいた。

「知らないって……何いってるんだ、あんたらは？」

　エンジュは思わず腰を浮かしかけた。このアルセイフは、輝石セレナイトを生むフォルナム神殿を擁ようする国でもある。その国を〝知らない〟などと言われては、冗じよう談だんで遊ばれているようにしか思えない。

　中年男が掌てのひらでもってエンジュを制した。

「すまないね。不ふ審しんに思うのはもっともだが、今は我々の問いに答えてもらいたい。この国の諸もろ々もろのことと、この世界の諸々のことを──」

「からかっているのか？　さっきも言ったけど、俺おれはただの狩人かりうどで……」

　中年男が眼めを細めた。

「パンプキンも言ったことだが、君の知識は、我々にとって必要なものだ。無む論ろん、他ほかの者から聞いてもよいのだが……我々はここに来てしまって、今は地理どころか、自分達の置かれている状況すら把は握あくしかねている。もしよければ、君の力を借りたい」

　中年男は腕を組み、重い口調で言った。

　エンジュには訳わけがわからない。

　テーブルを見つめていた少女が、その時、そっと呟きを漏もらした。

「私達は──」

　顔をあげ、声を絞しぼる。

「信じてもらえないだろうけど、私達は、〝天てん上じよう〟からやって来たばかりなの。この世界のことは、何も知らない」

　一瞬、その場を静せい寂じやくが支配した。

「……天上？」

　エンジュは頓とん狂きような声で応じた。壁かべ際ぎわにいた銀髪の青年が、小さく頷うなずいた。

「……なるほど……お嬢様、それは妙案かもしれません」

　呟つぶやいておいて、青年は片手を軽くあげた。

「私の名はバニッシュ。そう、我々は天てん上じようから来たのです。人にはない力もある。カトル！」

　名乗った後で、別の何者かの名を呼ぶ。

　青年の前を、透明な影がよぎったように見えた。

　エンジュは眼めをこする。

　次の瞬間──天井に吊つり下げたランタンが、自然に外れて宙に浮いた。

　エンジュは呆ぼう然ぜんとして、その様子を見つめる。

　──見えない何者かが、ランタンを摑つかんでいた。

　その空間が、ぼんやりと人型に歪ゆがんでいるようにも見える。しかし、姿は透明で、向こう側の壁もくっきりと見えた。

　天井から外されたランタンは、見えない人物の手によって、ゆっくりとテーブルの上に置かれた。

　銀髪の青年が呟く。

「彼は聖せい霊れいです。我々の仲間の──」

　エンジュは息を吞のみ、絶ぜつ叫きようしそうな口を手で押さえた。ひゅうひゅうと喉のどが勝手に鳴る。

　かぼちゃ頭が軽快なステップを踏み、その肩を手で押さえた。

「恐れることはない、人の子よ。我らは意味もなく害がい為なす者にあらず。少々、自らの意思に反して暴走することもないわけではないが……」

「パンプキン！」

　少女が声を張った。かぼちゃ頭は軽く肩を竦すくめ、数歩を後ずさる。

　少女は眼に冷ややかな光を湛たたえ、エンジュを見つめた。

「私の名前はイリス──イリス・エリニュエス。天上から逃亡した、ある裏切り者を追ってきた使し徒と──貴方あなたは？」

　少女の声に、エンジュは我を取り戻す。

　震える喉から、掠かすれる声を紡つむいだ。

「エンジュ──エンジュ・シェパード──」

　辛かろうじて名前を応こたえた。

　少女は、無表情のまま頷うなずいた。彫ちよう像ぞう並みに整った顔立ちは、いかにも人ならぬ存在のような印象を醸かもしている。

「……よろしく、エンジュ。私達に、協力してくれる？」

　エンジュは周囲を見回した。

　部屋には四人──

　イリスと名乗った黒髪の少女。バニッシュと名乗った銀髪の青年。ムスカ教授と呼ばれていた禿とく頭とうの中年男に、かぼちゃのような被かぶり物をしたパンプキン──そしてもう一人、姿の見えないカトルという〝聖せい霊れい〟がいるらしい。

　エンジュは震えながら、これが夢である可能性を模も索さくしていた。

　本当の自分は古びたベッドで眠っていて、起きれば〝変な夢を見た〟と思いながら、その日の狩かりに出かけていくはずで──しかし、眼めが覚める気配はない。

　得え体たいの知れない者達に囲まれたエンジュは、呼吸を切迫させながら、少女を見つめた。

　イリスと名乗った彼女は、エンジュを見つめていた。

　その美び貌ぼうが、エンジュの思し考こうを麻ま痺ひさせる。

　少女が手を差し出した。

　エンジュは震えながら、その手を握り返した。やわらかく、温かい。一応は人の体温を宿している。

　イリスは頷うなずいた。

「ありがとう、エンジュ。仲間はもう一人いるの。まだ子供だから、今は貴方あなたのベッドで寝かせているけれど。後で紹介するわ」

　中年男、ムスカが、エンジュの肩を軽く叩たたいた。

「それではしばらく、我々の質問に答えてもらいたい。構わないね？」

　エンジュは言葉もまともに発せぬまま、ただ小さく頷いた。
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　ただならぬ不ふ審しん者しや達を前に、意識は震え、思し考こうは混乱していた。自分が感じているのが、恐怖なのか興奮なのか、それすらもよくわからない。

　しかし、これがそれまでの〝日常〟からはかけ離れた事態であることだけは、充分にわかった。

　この出会いが、自らの数奇な運命の始まりであることに──この時の少年はまだ、少しも気づいていなかった。
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　国王と皇太子の唐とう突とつな死は、国中に衝しよう撃げきを走らせつつあった。

　伝令の早馬が街道をひた走っている頃ころ、王の死を間近で見ていたフェリオは、まだフォルナム神殿に滞在していた。

　アルセイフの第四王子は、その剣けん腕わんをもって曲者くせものの一人を切り伏せたが、その後に自らも負傷した──そんな報も、王の死と共に諸方へ伝わりつつある。

　神殿の自室にて、フェリオは押し黙ったまま、思し案あんにふけっていた。

　父の死、兄の死──家族であるはずのその二人の死に、実感は乏とぼしかった。

　もともと、縁の遠い関係ではあった。兄とは口をきいてもらったことすらないし、父の王にしても、顔を合わせるのは年に数回程度だった。稀まれに言葉をかわしても、その内容は定型通りの挨あい拶さつくらいのもので、あまり〝哀かなしい〟という感情が湧わいてこない。

　血けつ縁えんとはいっても、つまりはその程度の関係だったということである。

　フェリオは机に片かた肘ひじをつき、紫むらさき色いろの髪に指を通しながら、自らの頭を支えていた。

　思案していることは、一つ──〝これから〟のことだった。だが、あまりに漠ばく然ぜんとしたその思し考こうは、像を結ぶことなく、とりとめのないものとなってしまう。

　そのまとまらない思考を遮さえぎるかのように、扉とびらが控えめに鳴った。

「どうぞ」

　フェリオは気の乗らない声を投げた。執しつ務む室しつに入ってきたのは、世話役の少年神しん官かん、エリオットだった。まだあどけない柔にゆう弱じやくな顔には、疲労か心労の色が濃い。

　彼の心中を思いやり、フェリオは努つとめて明るく声をかけた。

「おはよう、エリオット」

「はい、おはようございます」

　エリオットは丁てい重ちように頭こうべを垂たれ、フェリオを眩まぶしそうに見た。

　そして、その目許をやや歪ゆがめ、心配げに問う。

「……お体の具合は、いかがですか？」

　フェリオは微笑でもって応こたえた。

「もう大丈夫だ。心配をかけてすまなかった」

　安心させるための噓うそではなかった。

　先だって、御柱ピラーから現れた来訪者ビジター──そのうちの一人、不ふ可か思し議ぎな爆発を起こす少女に負わされたフェリオの怪け我がは、ごく軽傷だった。脳のう震しん盪とうは起こしたものの、後は擦かすり傷きずと切り傷ばかりで、今は体もきちんと動く。

　丸一日休んで、今は彼女らの襲撃から二日が経たっていた。

　まだ神殿の内外は騒がしい。そしてその騒がしさは、これから各地にも広がっていくことだろう。

　エリオットは心配げな顔のままに呟つぶやいた。

「まだ当分は、ご無理をなされませんように……ええと、戻られるのに必要そうな荷物は、先夜のうちに別室にまとめておきました。御ご出しゆつ立たつはいつになりますか？」

　まだ声変わりもしていない声で発せられたその問いに、フェリオはどうにか、作った微笑を向けた。

「明日あす、王都に向けて発つ。世話になったね、エリオット」

「明日とは……急ですね」

　エリオットが眉まゆをひそめた。フェリオは溜ため息いきで応じる。

「仕方がない。父上と兄上が同時に亡なくなったんだ。俺おれも早く戻らないと、この件は俺の暗殺だなんてことまで言われそうだよ」

「まさか、そんな──！」

　フェリオの言葉に、エリオットが眼めを剝むいた。

　フェリオは苦笑を返す。

「たとえばの話だ。だけど、まったくあり得ない話じゃない。だからこそ早く戻って、詳くわしい事情を説明しないとな」

　警備に加わっていた騎士団長のウィスタルは、すでに王都へと戻っていた。彼の口から事情は伝えられているはずだったが、フェリオ自身が自ら重ねて釈しやく明めいすべきこともいくつかある。

　フェリオはゆっくりと立ち上がり、エリオットに手を差し伸べた。

「本当に、世話になった。またすぐに、戻ってくることになるかもしれないけれど」

「お待ちしております──と、答えてしまっていいのでしょうか」

　エリオットは迷いながら応じて、フェリオの手を握り返してきた。フェリオはつい苦笑する。フェリオが戻ってくる、ということは、〝また閑かん職しよくに飛ばされる〟という意味でもあった。

　エリオットが困った顔をしたのは、フェリオの将来を思えばこそである。もっともそれは、フェリオ自身にとっては無用の気き遣づかいだった。フェリオは、この神殿での生活を気に入っている。

　二人が握手をほどくのとほぼ同時に、ドアにノックの音が響いた。

「フェリオ様、エリオット。よろしいですか？」

　澄んだ声と共に姿を見せたのは、体を緑色の鱗うろこに覆おおわれたコウ・シェルパ司し教きようだった。優やさしげな金の眼に、フェリオは目礼を送る。蛇へびのような姿をした彼は、シャジールと呼ばれる少数民族の出しゆつ自じだった。シャジールの民はもとから神しん聖せい視しされる存在ではあったが、彼は特に、神殿内でも信望が厚い。

　そのコウ司教の背後には、黒い髪をした来訪者ビジターの少女──リセリナも控えていた。顔色はあまりよくない。表情も冴さえないためか、白い肌はだがいつも以上に白く見えてしまう。

「これは、コウ司し教きよう。どうされましたか」

　フェリオが問うと、コウ司教は軽く頭こうべを垂たれた。

「いえ、私ではなく、リセリナ様が──フェリオ様に、お別れを言いたいと」

　コウ司教の手に押されて、リセリナが前に出た。

　フェリオは口を噤つぐむ。出しゆつ立たつのことはコウ司教には知らせてあった。その口から、彼女に伝わったものらしい。

　リセリナは口くち籠ごもっていた。

　かける言葉に迷ったのち、フェリオは肩の力を抜くように、溜ため息いきを吐ついた。

「──ごめん、伝えるのが遅おくれたけれど──明日あす、城のほうに戻ることになった。本当は、もう二、三日、いられるとよかったんだけれど──」

「──はい」

　リセリナは頷うなずいた。それきり、また口を閉ざしてしまう。

　困こん惑わくしたように二人を見ていたエリオットが、気を利きかせたつもりか、黙って執しつ務む室しつを出て行った。

　リセリナはひどく沈んでいた。先日の騒そう動どうがよほどに堪こたえているらしい。

　──無理もない。

　王を殺した来訪者ビジター達は、彼女の知る者達だった。

　彼らは彼女を追って、ここまでやって来た──そんなことも言っていた。それはつまり、王や皇太子の死は、間接的に彼女が招いた結果ともいえる。

　フェリオ自身はそんなことを思っていないが、リセリナがそう感じてしまうことは理解できた。

　今は、立ち直るまでの時間を置くしかない。

　コウ司教が胸に手をあて、フェリオに一礼した。

「フェリオ様。我々はこれから、先日、フェリオ様が斬きられた〝ガーゴイル〟という男の死体の検けん分ぶんに行くのです。もしよろしければ、フェリオ様も御ご一いつ緒しよにいかがでしょうか」

〝ガーゴイル〟とは、フェリオが一刀のもとに倒した黒い巨きよ漢かんの名だった。全身を金属の鎧よろいに包んだその大男は、王達を殺した〝かぼちゃ頭〟と共に柱から出てきた来訪者ビジターである。

　彼が死んだということは聞いていたが、フェリオ自身、そのすぐ後に気絶させられたため、その死を確認はしていなかった。

「検分に、ですか？」

　フェリオは躊躇ためらった。コウ司教の誘いに対してではなく、今のリセリナに〝死体〟などを見せることに対しての躊躇いである。

　コウ司教は、静かに応じた。

「内うち々うちには秘していることですが、あの〝ガーゴイル〟という者には、奇妙なところがありまして──リセリナ様が言うには、放っておくと、また時をおいて動き出す可能性があると──そのため、処理の方法をリセリナ様に御指導いただくことになったのです。来訪者ビジターの技術は、我々にとっては未知のものですから」

「動き出す──って、もう死んでいるのでしょう？」

「そのはずです。ただ、詳くわしいことは──見ていただいたほうが、早いかもしれません」

　コウ司し教きようは、蛇へびの眼めに困こん惑わくの色を見せて呟つぶやいた。

　それからフェリオの耳にそっと口を寄せ、

「──それにフェリオ様が御ご一いつ緒しよならば、リセリナ様も気が休まるはずです。私と二人では、息も詰まることでしょう」

　リセリナには聞こえぬよう、ごく細い声でそう言った。

　フェリオはリセリナを見た。

　彼女は、フェリオとコウ司教の会話も気にならぬ様子で、何かを思いつめたように顔を伏せていた。

　コウ司教も、彼なりにリセリナのことを気き遣づかっているのだった。

　その思いを察して、フェリオは頷うなずいた。

「わかりました。私もお供ともいたします」

　フェリオがそう応こたえると、コウ司教はどこか安あん堵どしたように微笑を見せた。

「ありがとうございます。では、さっそく参りましょうか」

　澄んだその声は青年のように若いが、彼は齢よわい六十を超えた老人でもある。リセリナの様子にも、年の功こうで何かを察しているのかもしれない。

　フェリオは細剣レイピアを腰にして、その二人と共に執しつ務む室しつを出た。

　リセリナの傍かたわらに立つと、彼女はフェリオと目を合わせようとはしなかった。

　その仕し草ぐさに、フェリオはやや息苦しさを覚える。彼女は明らかに自分を責せめていた。

　彼女が気に病やむことは、何もないはずだった。昨日も何度もそう言ったが、しかし彼女は思いつめたように塞ふさいでいる。

　フェリオはこれからしばらく、神殿を離れなければならない。その間、彼女の傍そばにいてやれないことが不安だった。もし可能なら城まで連れて行きたいくらいだったが、来訪者ビジターを外へ出すことに関しては、レミギウスもコウ司教も難しい顔をした。またリセリナ当人も、フェリオについていくことを了りよう承しようしなかったために、フェリオもそのことについてはもう諦あきらめている。

　どのみち、王都に戻る期間はそれほど長くないはずだった。次の王が決まれば、フェリオはまた、改めてフォルナム神殿における親善特使の任を拝はい命めいすることだろう。誰だれが王になろうと、フェリオの政治的立場が今以上のものになることは考えにくい。

　フェリオはコウ司教に先導されながら、リセリナと共に、神殿の地下にある霊れい安あん室しつへと歩いていった。

〝ガーゴイル〟の死体は、その霊れい安あん室しつへと運びこまれているらしい。厳重な警備の下で管理され、近く密ひそかに埋められるという話だった。

　何か余よ人じんには見せられぬ事情があることは、フェリオも薄々と察していた。だが、それがどんな事情なのかはまだ知らずにいる。

　傍かたわらを歩くリセリナは、変わらずに思いつめた顔をしていた。

　フェリオは彼女の横顔を盗ぬすみ見ては、内心で幾いく度ども、堂々巡りの思し考こうを巡らせた。

　考えなければならないことは山ほどあった。国のこと、神殿のこと、彼女のこと、来訪者ビジター達のこと──そして、自分のこと。

　一度に考えようとすると、すべてが絡からまり、訳わけがわからなくなる。となれば、目の前の一つ一つに対処していくしかない。フェリオにとっては肩のこりそうな問題ばかりだが、かといって放り出すわけにもいかなかった。

　隣の彼女は彼女で、またひどく考えこんでいる節ふしがある。

　その様子に不ふ穏おんな気配を感じつつ、フェリオは言葉に迷い、黙もくしてコウ司教の後を歩き続けた。
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　青年は窓辺に佇たたずみ、眼下の庭と、その先に広がる領地とを見み据すえていた。

　強さを増す日差しの中、小作人達が畑や果樹園に出て、のんびりと働いている。

　この時期は、農作業もさほど忙いそがしくない。元から豊かなアルセイフの土は、たとえ人が何もせずとも、良質の作物を育ててくれる。

　その恵みは、フォルナム神殿から産出される輝石セレナイトの効果である。

　青年──クラウス・サンクレットは、和なごやかな目許に微笑を浮かべ、外の光景を眺めていた。

　彼の細い眼めと穏おだやかな顔は、概おおむねいつも笑っている。その柔にゆう和わにすぎる人柄は、時として人に彼の立場を誤解させるほどだった。

　社交の席で、初対面の人々は、クラウスのことを三流貴族と勘かん違ちがいする。腰の低さと相手を立てる話し方がその理由だが、紹介を受けるや、大たい概がいの人々は驚き、慌あわてて体てい裁さいを取とり繕つくろう羽は目めとなる。

　彼は、アルセイフでも有数の大貴族、サンクレット家の長男だった。

　父親は軍ぐん務む卿きようのガートルード、すでに亡なくなった母親は王家に連なる血筋で、貴族としてはこの上なく恵まれた環境に生まれ育っている。

　小高い丘の上に建つ屋敷の窓から、クラウスはよく、外の景色を眺めていた。思し索さくにふけるようなその姿は、畑で働く領民達にとっても見慣れたものだった。

　そして──

　その窓から屋敷を抜け出す彼の姿もまた、見慣れたものである。

　その日もクラウスは、しばらく窓からの光景に眼めを細めた後で、おもむろに窓を大きく開け、外へと身を乗り出した。

　本来ならば、堂々と玄関から出ればいいのだが、窓からのほうが厩うまやに近いのだ。なにより、子供の頃ころからの悪あく癖へきなのである。

　もう二十六の歳としに達して、いまさらに彼の行動を咎とがめる家臣も少ないのだが、この子供じみた癖くせはなかなかやめられなかった。いちいち家臣に行き先を告げる必要がないという利点もあるし、ちょっとした運動にもなる。

　いつものようにガラス窓を開け放ち、目の前に張りだした階下の屋根に足を下ろした瞬間──けたたましい足音が廊下を走り、自室の扉とびらが跳ね開けられた。

　細い眼のままにクラウスが振りかえると、そこには見なれた顔の娘がいた。

　若葉を思わせる緑色の髪を美しく結ゆい上げ、貴族の子女らしく、自じ邸ていの中でも窮きゆう屈くつそうなドレスに身を包んでいる。そんな格好でいながら、廊下を走ることには無む頓とん着ちやくなのを、クラウスはいつも不思議に思っていた。

　不意に現れた彼女は、窓に半身を乗りだしたクラウスに向け、いきなり甲かん高だかい声を張った。

「兄様！　何をなさっているんですか！」

「やぁ、ニナ。今日も可愛かわいいですよ」

　八つ年下の妹に、クラウスはわざとらしい微笑を向けた。

　なにやら怒っているらしいことは理解できる。心当たりは数えるほどしかないが、それにしても今日の彼女は、いつにも増して迫力があった。

　その迫力を受け流そうとした微笑と軽口は、しかしいつもと同じく火に油を注ぐ結果となる。

「兄様！　ふざけている場合じゃありません！」

　つい先日に十八歳になったばかりの妹は、可か憐れんなまなじりを逆さか立だてて喚わめいた。

　クラウスは思わず肩を竦すくめた。

「ごめん。ニナ、今日もすごく可愛いです。だから、ここは見逃してください。今日は社のほうに行って打ち合わせをしたいことがありますので、話は帰ってから──」

「だめです、すぐにいらしてください！　大変なことが起きたんです！」

　ニナは緑色の髪を揺らしながら窓にかけより、細指でクラウスの腕を摑つかんだ。

　そのただならぬ様子を見て、さすがにクラウスも奇き異いに思った。しかし内心の思いとは裏うら腹はらに、口は自然といつもの軽口を紡つむぐ。

「なんですか？　ニナがとっておいたタルトのことなら、食べたのは私ですよ」

「そんなことわかっています。そんな意い地じ汚きたない真似まねをするのはこの家で兄様だけですから。それより、早くあがってきてください！」

　ニナは苛いらついた口調でまくしたてた。

　クラウスは、仕方なく窓から自室に戻る。のそのそとしたその動きを見かねてか、ニナはその腕を胸に抱かかえて乱暴に引いた。

「はやく！　お爺じい様さまがお待ちです」

「ニナ、胸があたって──」

　ニナは慌あわてて手をほどき、真っ赤になってクラウスを睨にらんだ。

「兄妹で何を言っているんですか！　とにかく、はやく──」

　腕は外したものの、ニナはぴたりとその脇わきに張りついて、兄を扉とびらに導いた。

　クラウスは閉口しつつ、襟えりを正して歩き始める。

「わかりましたよ、別に逃げませんから……それよりニナ、年とし頃ごろの男の部屋に、ノックもなしに飛びこんでくるのは感心しません。もしこっそり恋人でも連れこんでいたらどうするんですか？」

「もしそんなことがあったら、引っぱたいて放り出しますわ」

　ニナは憮ぶ然ぜんとした口調で即答した。クラウスは肩を竦すくめる。

「それは荒っぽい。相手は女の子ですよ？」

「勘かん違ちがいなさらないでください。私が引っぱたいて放り出すのは兄様のほうです」

　響くようなニナの答えに、クラウスは苦にがい笑みを浮かべた。

「いや、手て厳きびしいですね、これは──」

「冗じよう談だんはこれまでにしてくださいませ。今のお爺様の前でそんな態度を見せたら、兄様は本当に放り出されてしまいます」

　廊下を急ぎながら、ニナは真ま顔がおでクラウスを窘たしなめた。

　妹の切迫した様子に、クラウスはまた首を傾かしげる。

「一体、何があったのですか？　ただごとでないことはわかりますが……」

「それは、お爺様から直接おうかがいください」

　ニナはそう応じて、祖父の寝室の扉を開けた。

　クラウスは、やや薄暗い室内に入る。屋敷の北側に位置するその部屋は、いつも総じて薄暗かった。

　とうに政界を引退した祖父、アトナーグ・サンクレットは、寝台ベツドの上に半身を起こしていた。クラウスを迎えるその顔色は、ひどく険けわしい。

　病やまいによってやつれた体は細かったが、往おう年ねんの威い厳げんは衰おとろえていない。鷹たかのように精せい悍かんな眼まな差ざしに強い光を湛たたえて、アトナーグはクラウスを睨んだ。

　祖父の眼めつきにさして怯おびえることもなく、クラウスは堂々とその眼前に立った。妹のニナも、傍かたわらにそっと控える。

「お爺じい様さま、お呼びですか」

　寝台ベツドの上で、アトナーグはゆっくりと頷うなずいた。

「うむ──たった今、ガートルードから伝でん書しよ鳩ばとでの急報が届いた」

　祖父のしわがれた声に、クラウスは耳を澄ます。

　クラウスの父、ガートルード・サンクレットは、この国、アルセイフの軍ぐん務む卿きようを務つとめている。現在の彼は執しつ務むのため王都におり、クラウスと祖父が、この屋敷のある領地を守っていた。

　祖父は、クラウスを睨にらみながら低く呟つぶやいた。

「酷ひどい知らせだ──国王陛へい下かと皇太子殿下が、フォルナム神殿での参拝中、何者かに殺害されたらしい」

　その事実を聞かされるや、クラウスはぴくりと眉まゆを跳ねさせた。

　祖父のアトナーグが、届いた手紙を差し出した。

　薄暗い部屋の中、クラウスは紙の上に踊った文字に素早く眼めを走らせる。

　手紙は王都にいる父からのものだった。

　国王と皇太子が死亡したことを受け、王都の政局は混乱しているらしい。万が一の有事に備え、サンクレット家が擁ようする兵達の態勢を整えておくようにと綴つづられていた。

　領地にいるクラウスらにとっては、まさに青せい天てんの霹へき靂れきである。

　祖父は気難しげな顔をさらに険けわしくし、八つ当たり気味にクラウスを睨んだ。

「事実とすれば、まったくもって嘆なげかわしい……事情はわからぬが、陛下と殿下を揃そろって──警護の者達は、いったい何をしておったのか」

「お爺様。これは──暗殺ということで、よろしいのでしょうか？」

　クラウスが問うと、祖父は首を横に振った。

「それさえもまだわからん。その可能性が高いとは思うが──誰だれがその黒幕かとなると、現時点ではなんともいえぬ」

　手紙に詳しよう細さいは綴られていなかった。おそらくは、王都でも情報が錯さく綜そうしているに違いない。これから数日のうちには続報も送られてくるだろうが、しかしその報を待ってから動いたのでは、有事に際して遅おそすぎる。

　国王不在の混乱が拡大すれば、それは内乱や他国の侵しん攻こうをも招きかねない。ことに西北に接する大国、タートムは、フォルナム神殿の利権を狙ねらい、アルセイフの隙すきを常にうかがっていた。

　アルセイフの軍部を束たばねるサンクレット家としては、今こそ、その職しよく責せきが問われる事態である。

　祖父のアトナーグは、寝台ベツドの上から掠かすれがちな声をよこした。

「誰の仕し業わざかは、おいおい明らかになるだろう。ひとまず我々は、このことが元で起きそうな混乱を未然に防がねばならん」

　祖父の言葉に、クラウスの眼めが、す──と細く据すわった。

「内乱に発展するとお考えですか？」

「貴き様さまはそうは思わぬのか？」

　祖父は病床から鋭い視線を返してきた。クラウスは、軽く肩を竦すくめる。

「いえ。珍しく意見が合いましたので、驚いたのです」

　祖父のアトナーグは、かすかに鼻を鳴らした。

「わしやガートルードのような、旧来の型にはまった貴族を、貴様が内心で馬ば鹿かにしていることはわかっておる。だが、こと政局を見る眼に関しては、貴様のような青あお二に才さいにひけは取らんつもりだぞ」

　やや剣けん吞のんな響きを内包したやり取りに、脇わきに立つニナが困こん惑わくの顔を浮かべていた。

　クラウスは、その背を軽く押した。

「ニナ、外に出ていてください。お爺じい様さまと少々、込み入った話をします」

　緑色の髪をした少女は、小さく頷うなずいたものの、部屋を出る前に念ねんを押す。

「喧けん嘩かはなさらないでくださいね。お爺様も、兄様も」

　クラウスは曖あい昧まいに頷いておいた。アトナーグも苦にがい顔である。

　ニナが部屋を出るのを見届けてから、クラウスは祖父の枕ちん頭とうに寄り、小声で呟つぶやいた。

「……政局に関しては見解が一致しましたが、君主を見る眼に関しては、私は同意しかねます」

　サンクレット家は、第二王子のレージク・アルセイフと懇こん意いである。

　しかしクラウス自身は、彼かの王子のことをどうも好きになれずにいた。傲ごう岸がん不ふ遜そんなところは国王に向いているようにも思うが、臣下の仕える心を惹ひきつけないという点で、指導者としては致ち命めい的てきに向いていない男である。

「家を滅ほろぼす気か、貴様」

　アトナーグは、いかにも呆あきれたように溜ため息いきを吐ついた。

「カリウス家の馬鹿どもが皇太子側を仕切っておる。我々までが皇太子に取り入ってしまえば、均きん衡こうがとれぬだろう。事実、この難局に際し、レージク様を支える我がサンクレット家の発言力は、無視できぬほどに高まってきた。今ではあの方かたが、次の王の最有力候補だ」

　クラウスはしかし、その言葉を受けて首を横に振った。

「たとえ我々の発言力が増したところで、あの方に国王などをやらせたら、三年で〝倒産〟しそうです」

　クラウスは、祖父達の嫌う商売の言葉をもって、第二王子をそう批判した。

　彼は貴族の身でありながら、自ら貿易会社を経営している。十代で会社を起こした頃ころには、特産の蜂はち蜜みつを商あきなうだけの小さな会社だったが、すぐにクラウスの類たぐい希まれな商才がものを言い始め、今ではアルセイフ国内でも一、二を争う交こう易えき会社に成長している。

　クラウスのやり方は、傍はたから見れば単純だった。他の中小商人達を取りまとめ、自らの傘さん下かに次々と吸収し、ごく短期間で商売の〝網あみ〟、流通網を整備したのである。

　かかる経費の削さく減げんと利便性を追求し、質の良い品を適正な価格で商あきなう──たったそれだけの理念が、サンクレット交こう易えきを短期で大会社へと押し上げた。

　そして、成長のための看かん板ばんとして、名門、サンクレット家の家名を彼は大いに活用した。サンクレット家がこの国で積み重ねてきた伝統と信頼をそのまま商売に利用し、その御おん曹ぞう司したる自分を前面に出して、各地の有力者をも取り込んだ。

　そのことが、祖父や父にはおもしろくないのである。

〝貴族ともあろうものが、直接、下げ賤せんの民を相手に商売をするなど──〟

　そこにあるのは、古い貴族の理り屈くつだった。

　初めはただ苦にが々にがしく黙もく認にんしていた祖父達も、商売が大きくなり、領地で得られる税を超える収入が得られるようになると、クラウスの商売を〝遊び〟や〝趣味〟とは決め付けられなくなってきた。

　今ではクラウスが何もせずとも、傘さん下かで選えりすぐった商人達が中心となって、堅実な経営をしてくれている。

　できた暇ひまを使って、ここしばらくは読書の日々を過ごしていたが──国王と皇太子が亡なくなったとなれば、悠ゆう々ゆうと構えているわけにもいかない。

　家の方針に対しては、長男として意見をするつもりもある。

　クラウスは小声で祖父に話しかけた。

「過去に我が家がレージク様を選んだことについては、仕方がないこととも思います。ですが、成長なされたあの方かたは、王としてふさわしくありません。今の状況において、あの方を担かつぐことに私は反対です」

　クラウスにしては珍しく、それは強い口調だった。

「──それでは、皇太子の長男か、第三王子を担げと言うのか？」

　祖父の言葉に、クラウスは頷うなずいた。

「担ぐのであれば、皇太子の長男がよろしいでしょう。皇太子の派は閥ばつでは、カリウス家が幅を利きかせていますが、向こうにしても、今は内乱を恐おそれているはずです。レージク様を支える派閥の筆ひつ頭とうたる我々が、率そつ先せんしてその下もとに行けば、乱も避けられますし、人心もまとまることでしょう。現在の首長たるダスティア卿きようは分ふん別べつのある方ですし、同じ名門として、我々を無む下げにはしないはずです」

　アトナーグは、首を左右に振った。

「馬ば鹿かなことを言うな。本来の王位継けい承しよう権けんは、レージク様にあるのだぞ。それを飛ばして、亡なくなった皇太子の幼い息むすこを担ぐなど──」

「レージク様のことは、このあたりで見捨てるべきかと思います。正当な王位ということであれば、皇太子の息のほうがましでしょう。今の政権の実体は、王位の委い譲じようを前提として、数ヶ月前から皇太子派で固められていました。ここでレージク様がいきなり王となれば、今の地位を保持したい貴族達は過か剰じように反応を起こすはずです」

　クラウスはあっさりと言い捨てた。

　アトナーグは目許を歪ゆがめる。

「貴き様さまは、どうしてそれほどにレージク様を……ニナのためか？」

　クラウスは眼めを背そむけた。

「……ニナのことは関係ありません。あの男に、仕える気になれないだけです」

「いいや。ニナがレージク様に嫁とつぐことが我が慢まんならんのだろう。おまえがあの方かたを嫌うのは、そのためだな」

　アトナーグは低い声で言った。

　クラウスの妹、ニナは、生まれた時からレージクの許婚いいなずけと決められていた。

　クラウスは背けた眼をやや険けわしくして、再び祖父に向き直る。

「お爺じい様さま、ニナのことは分けてお考えください、レージク様は、王としてはあまりに危険なのです。多少の権力濫らん用ようには眼を瞑つぶりましょう。しかしあの方かたは──この国を、憎にくんでおられます。そんな人物を王に据すえるというのは──」

　言いい募つのるクラウスに、アトナーグが睨にらみを利きかせた。

「いい加か減げんにしろ、クラウス。兄として妹を想おもう心はわかる。だが、我がサンクレット家はレージク様を支持する。現当主であるお前の父がそう決めたのだ。この決定には従え。従えぬのならば、家名を捨てるがよい」

　アトナーグの声は厳きびしかった。

　クラウスは口を閉ざした。これ以上は、何を言っても無む駄だである。

　アトナーグは、軽く咳せきをした。

「──わしはこのとおりの老おいぼれだ。王都を警護する兵の編成は、お前に任せたい。一族の者に通達を出す際には、わしの名を使え」

　そう呟つぶやいて、アトナーグはまた咳せき込こんだ。クラウスは、そっとその背をさする。

「──情けない。かつての軍ぐん務む卿きようも、老いればこの様ざまか。クラウスよ。お前の父も、じきに老いる。その跡あとを継つぐことができるのは、やや頼りないがお前しかおらぬのだ」

　溜ため息いきの混じった声だった。

「レージク様にしても、今はああだが……これから、王としての自覚をもたせ、責せき務むを負っていただく。お前がその補ほ佐さをしろ。レージク様を王として育てられるかどうかは、お前とガートルード次し第だいだ。将来のため、国に対して忠実となれ。譜ふ代だいの名門、サンクレット家の名を継ぐ者として、恥はずことのない振る舞いを──」

　言葉の途中で激しく咳き込みはじめた祖父を、クラウスは急いで横にした。アトナーグは呼吸器系に病やまいを得ている。あまり喋しやべらせることはできない。

　クラウスは、深ふか々ぶかと一礼した。

「──お爺じい様さまは、お休みになっていてください。父上の手紙にあった指示は、私が処理しておきます」

　アトナーグは寝そべったまま小さく頷うなずき、それ以上は声を発さなかった。

　クラウスは祖父の寝室を出た。

　廊下に出るなり、真正面にはニナの不安げな眼まな差ざしがあった。ずっと立ち尽くして待っていたものらしい。

　クラウスは意識して微笑を返した。

「お爺様は大丈夫です。私が全権を預かりましたから、しばらくは忙いそがしくなりそうですよ」

　そして、溜ため息いき混じりに呟つぶやいた。

「このままいけば、レージク様が国王ですか──その場合には、ニナが正せい妃ひ様ですね」

　ニナは表情を歪ゆがませた。

「陛へい下かと殿下が亡なくなられたのに、なにを不ふ謹きん慎しんな……それより兄様。まさか、このアルセイフで、内乱が起きるのでしょうか？」

　クラウスは、妹の肩を軽く撫なでた。

「心配しなくても大丈夫です。内乱を牽けん制せいするために、サンクレット家が軍ぐん務む卿きようの権限で兵を出すのですから。皇太子が即位前だった以上、正当な継けい承しよう権けんはレージク様にあります。問題はありません」

　祖父にぶつけた本ほん音ねを、クラウスはニナの前では隠かくした。彼女に言っても、不安にさせるだけである。

　──あるいはこれから、厄やつ介かいなことになるか──

　クラウスはその覚かく悟ごを決めると、深々と嘆たん息そくした。

　アルセイフでは、長く平和な時が続いていた。そして長い平和は、人に戦乱の悲ひ惨さんさを忘れさせる。その結果、一部の権力者の手によって、戦争というものが簡単に起こされてしまうことは、数々の史し書しよが実証していた。

　読書を趣味とするクラウスにとって、それは自じ明めいの理だったが、まともに過去を学ぶことさえしない貴族達には理解し難いらしい。

　そんな貴族達をとどめて乱を抑おさえることは、酷ひどく困難な仕事に違いないが──哀かなしいかな、父のガートルードなどは、むしろ乱に心を躍おどらせる口である。軍を指揮する者にとって、乱は晴れ舞台ともなる。

　止めるのに奔ほん走そうするのは、政せい務む卿きようのダスティア・カリウスを筆ひつ頭とうとする文官達だろう。彼らは軍の発言力が増すことを善よしとはしないはずだし、戦争がいかに金かねのかかるものか、そのことも理解している。

　文官達に止め得る範囲で、混乱が収まってくれればいい。しかし、もし乱に拍はく車しやがかかれば──事態がどう推移するのか、クラウスにはわからなかった。

　この国の行く末を案じつつ、クラウスは窓の外に視線を向けた。

　季節は初夏である。彼方かなたのセブラズ山地を越えて、真っ青な空が広がっていた。

　空を眺めていて、ふと思いだす。この国には、第二王子と皇太子の息子むすこの他ほかにも、二つの火ひ種だねがあった。

　第三王子のブラドーと、第四王子のフェリオである。

　どちらも現状での政治的な影響力は弱いが、無視もできない火種だった。ブラドーは体も気も弱いが、カリウス家につながる名門貴族の母をもち、皇太子派とも結びつきかねない。

　一方で、フェリオの背後には王宮騎士団、団長のウィスタル・ベヘタシオンがいる。彼らが単独で乱を起こすことは考えにくいが、仮かりに内乱となった場合、彼らがどの勢力に与くみするかは、決して小さな問題ではなかった。

　クラウスは、亡なくなった国王と皇太子の面おも影かげを思い浮かべ、内心で溜ため息いきを吐ついた。

　なんとも悪い時期に、気苦労の多い死に方をしてくれたものだと思う。

　その冥めい福ふくをひっそりと祈いのりつつも、クラウスとしてはつい、恨うらみ言ごとの一つも言いたいのが本ほん音ねだった。
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　その男の死体は、神殿の地下にある霊れい安あん室しつへと運びこまれていた。

　来訪者ビジターリセリナが、〝ガーゴイル〟と呼んだ黒い巨きよ漢かん──

　フェリオの刃に半身を裂かれた彼は、すでに物言わぬ屍しかばねへと転じていた。

　否いな──それが〝屍〟と呼べるものなのかどうかは、見解の分かれるところかもしれない。

　フェリオ・アルセイフは、薄暗い中にその体を見下ろし、ただ呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていた。

　黒い鎧よろいに覆おおわれた巨漢は、祭殿の前でフェリオに討うたれた。その時、フェリオは彼のことを、怪かい力りきを持つ、全身鎧に覆われた〝人間〟だと信じていた。

　しかし今、目の前に横たわった死体に、肉や骨といった組織はない。黒い鎧を剝はがそうとしたところ、彼はその鎧を〝着ている〟のではなく、鎧そのものが、体と一体化していることがわかった。

　彼の体には継つぎ目めがあり、その部分ごとに解体され、今は胴どう体たいと四し肢しとが離れた位置に置かれている。

　フェリオはランプの明かりの下、石いし畳だたみに並べられたその姿を、まじまじと見つめた。

　ガーゴイルの肩と腕の付け根には、銀色の金属による接合部分があった。それは間違っても、人の体には見えない。

「──なんなんだ、これは？」

　息を吞のみこんで、やっとの思いでその問いを口にした。

　コウ司し教きようは応こたえず、代わりに、傍かたわらにいたリセリナが消え入りそうに小さな声を紡つむいだ。

「──〝ガーゴイル〟は、生き物と機械を合わせた、人形みたいなものです」

　彼女の声は沈んでいた。

　地下の霊れい安あん室しつには、フェリオとリセリナ、そしてシャジールの民であるコウ司教がいる。死体の周囲には、念ねんのためにと警備の兵達も控えていた。

　リセリナはわずかに肩を震わせていた。

「この子は、生きている人形──命令を実行するためだけに作られた生命です。脳も機械でできていますから、まともな感情はありません」

　その言葉に、フェリオはすかさず疑ぎ念ねんを返す。

「これが人形だって？　でも、俺おれが斬きった時には血が出たけれど──」

　リセリナは頷うなずいた。

「生き物と機械の融ゆう合ごう体たいですから──血ではなくて血に似た体液が流れていますし、いくつかの人工臓ぞう器きもあります。ただ、それ以外の部分は──見ての通りです」

　フェリオは言葉を失った。紫むらさき色いろの髪に指を突っ込み、軽く頭をさする。二日前の戦いにおいて、フェリオは気を失い、そのせいか記憶にやや曖あい昧まいなところがあった。現実離れしたものを見せられた今は、まだ夢の中にいるような心持ちがしている。

　目の前にあるものは、フェリオの知らない知識と技術で構成されたものだった。

　リセリナはガーゴイルの体に歩み寄り、その首筋に位置する装そう甲こうへ細指を這はわせた。

　指先には、薄い金属片が握られている。背の溝みぞにそれを差し込み、器用に回すと、その部分がばっくりと開いた。どうやら蓋ふたのようになっていたらしい。

　周囲の兵達が、その様子に好奇の眼めを向けていた。同席していたコウ司教もまた、不思議そうに覗のぞきこむ。

　背後から近づいたフェリオは、開いた蓋の向こう側に、白く濁にごった、ごく小さな石が嵌はめ込まれているのを見た。サイコロのような立方体で、雰囲気としては石せき英えいのようにも見える。

　リセリナは、指先でそれをつまみ出した。

　コウ司教が金色の眼を細める。

「リセリナ様、それは──？」

「──この石が、この子を動かしていたんです」

　リセリナは呟つぶやき、自らの腕うで輪わを指先でいじった。白く飾かざり気けのない腕輪の一部が開き、彼女はそこに石を嵌め込む。

「これで、しばらくは私の武器も使えます──」

　低く押し殺した声で呟つぶやくと、彼女はフェリオに向け、深ふか々ぶかと一礼をした。

「──フェリオさん。短い間でしたけれど、お世話になりました。最後に一言だけ──面と向かって、お礼が言いたくて──」

　呟くリセリナは、優やさしげに微笑していた。その眼めの端に光るものがある。

「──リセリナ？」

　彼女の言葉の意味するところを、フェリオが質ただそうとするより早く──

　リセリナは身を翻ひるがえし、衛兵達に訝いぶかしむ隙すきさえ与えず、霊れい安あん室しつの扉とびらを走り抜けた。

　それは一瞬の隙を突いた、獣けものじみた早はや業わざだった。

　神しん官かんの衣ころもをまとい、おとなしく、しとやかに振る舞っていた可か憐れんな少女の容よう姿しに、誰だれもが油ゆ断だんをしていた。彼女の身体能力の一端を知るフェリオでさえ、ここ数日は彼女の動きの早さを失しつ念ねんしていたほどである。

　否いな──彼女は、腕うで輪わと、そこにいれる〝ある品〟によって、特殊な力が得られると言っていた。たった今、石を入れるまでの彼女は、それこそほとんど普通の少女だったのかもしれない。

　ガーゴイルの残ざん骸がいから、その力の元を手に入れる機会を、彼女はうかがっていたらしい。

　油断した──その思いは、声となって喉のどから溢あふれた。

「リセリナ！　待てっ！」

　フェリオは大声を張り、慌あわててその背を追った。背後から、コウ司し教きようもよく響く声を張り上げる。

「リセリナ様!?　衛兵！　彼女を捕らえてください！　逃がしてはなりません！」

　号令は一いつ拍ぱく遅おそい。リセリナに対しては無警戒だった衛兵達は、槍やりを構える余よ裕ゆうさえなく、彼女をあっさりと通してしまった後だった。

　衛兵達を責せめることはできない。少女の動きは、人よりも獣に近く、薄暗い地下道では眼で捕ほ捉そくすることさえ困難だった。フェリオ自身、霊安室の扉から出た直後には、もう彼女の姿を見失っていたほどである。

　歯は嚙がみしつつ、フェリオは石いし畳だたみの地下道を駆け抜けた。

　霊安室はさほど深い位置にはなく、すぐに地表に通じる石段に出る。

　リセリナから数秒遅れで駆け上がったそこには、数人の兵が呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていた。

　空を滑すべるように駆けるリセリナの背が、一瞬だけ、廊下の角に見えた。

　フェリオは衛兵達を無視して、その背を追いながら叫ぶ。

「リセリナ！　何を考えて……」

　角を曲がった先で、リセリナの長衣ローブの端が、窓の外にひらめいた。

　一階の窓である。外は中庭に面しており、その先には石壁があったが──彼女は数日前に、その壁をあっさりと飛び越えていた。今日に限って、都つ合ごうよく越えられないはずもない。

　フェリオも窓から飛び出し、中庭に彼女を追う。

　常じよう人じんの脚力では、あの瞬しゆん発ぱつ力りよくに追いつくことは無理だとわかっていた。それでもフェリオは、懸けん命めいに後を追って走る。

　二人の間の距離は、少しずつ開くばかりだった。衛兵達にも、まだ通達が行っていない。

　内うち堀ぼりに掛かる橋を抜け、神殿の外周を囲む高い石壁が目の前に迫ってきた。

　少女がその壁に手をかける。

　手元が一瞬だけ、ぼんやりと光った。次の瞬間、リセリナの身は跳ねるようにして、あっさりと壁の頂点にまで達している。

　まるでその瞬間だけ体重がなくなったかのような早はや業わざに、フェリオは眼めを見張った。

　石壁の下から、フェリオは声を張り上げた。

「リセリナ！　どうしてだ！」

　少女が振り向いた。

　その眼に薄く涙が溜たまっているのを、フェリオは確かに見た。

「──ごめんなさい」

　かぼそい声が降ってきた。

　そしてリセリナは、そのまま壁の向こう側に姿を消した。

　フェリオは壁に沿って走りだし、しかしすぐに脚あしを止めた。神しん域いきの街まちにでるための門は、ここから位置が遠い。まともに追っても、追いつけるとは思えなかった。
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　頭の中では疑問が渦うずを巻いていた。

　彼女にはまだ、聞かなければならないことが数多くあった。王達を殺した来訪者ビジター達の中には、彼女とそっくりの顔をした少女がいた。そのことについても、まだまともな返答を得ていない。

　そもそも──どうして今、彼女が逃げなければならないのか──

　フェリオには、その理由さえわかっていなかった。

　推測することはできる。神殿に迷めい惑わくをかけていたたまれなくなったか、あるいは、自分がここにいては、またあの来訪者ビジター達が襲ってくるとでも思ったのか──おそらくその両方とも、理由としてはそれほど外れていないはずだった。

　だが、フェリオが今の瞬間にもっとも危き惧ぐしていることは、もう一つの可能性である。

　彼女が一人で、来訪者ビジター達を倒しに行く可能性──

　まさか、とは思ったが、否定することができない。彼女は、〝最後に一言だけ〟と言っていた。その言葉は不ふ吉きつな響きをもって、フェリオの耳にこびりついている。

「──冗じよう談だんじゃない」

　フェリオは、固く握った[image: 拳]こぶしで石壁を叩たたいた。

「無む茶ちやだ──あんな連中を相手に、一人で──」

　襲ってきた来訪者ビジターの数は多かった。リセリナは、その彼らに命を狙ねらわれているらしい。

　司し教きようや兵達の死しに様ざまは、今もフェリオの脳のう裏りに焼きついている。あっという間の出来事だったが、あれは確実にあったことなのだ。父のラバスダン王も、そして兄のウェイン皇太子も、彼らによって軽々と殺されてしまった。

　もし、あのリセリナという少女も、そんな運命を辿たどるとしたら──

　背筋に、ひどく冷たいものがつたった。

　フェリオは顔色を険けわしくして、抜けるような青い空を見上げた。

　今から門を出て追いかけても、おそらくはもう彼女を見つけられない。数日前に逃げ出した彼女を街まちで見つけた時、彼女は理性を失った状態だった。だが今の彼女なら、身を隠かくすことに細心の注意を払い、素早くフェリオの眼めの届かぬ場所まで行ってしまうだろう。

　無む論ろんのこと、放っておきたくはない。

　しかしフェリオは今、容よう易いには動けない状況にあった。

　王と皇太子がこの神殿で殺された事実に対して、フェリオは自身と神殿、その双そう方ほうの潔けつ白ぱくを証明しなければならない。ここで行方ゆくえをくらましたりすれば、途と端たんに謀ぼう略りやく説せつが信しん憑ぴよう性せいを増してしまう。

　そうなれば、神殿にはもちろん、フェリオの後こう見けん人にんのような立場にいるウィスタル・ベヘタシオンにも嫌けん疑ぎが及んでしまうはずだった。

　騎士団長のウィスタルは今、王達の遺い体たいと共に、王都へと戻っている。この件が神殿による暗殺などではなく、発はつ覚かくしていない他の第三者の陰いん謀ぼうか、あるいは無差別の殺人であったことを主張するためだった。

　神殿の鐘しよう楼ろうから、異常を知らせる鐘かねの音が響いた。

　いまさらに鳴ったその音に反応するように、フェリオは再度、石壁に[image: 拳]こぶしを叩たたきつけた。

　見上げた壁は高く、その上の蒼そう天てんはなお高い。

　手の届かないその高さが、まるでリセリナと自分との距離を示しているような気がした。

　フェリオは強く唇くちびるを嚙かみ──やがてゆっくりと、石壁に背を向けた。

　──今は、彼女を追うことができない。

　その無事を祈いのりながら、フェリオは自らの責せき務むを果たすべく、神殿へと足を向けた。
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　神殿の一いち隅ぐう──

　ウィータ神殿からの使者にあてがわれた宿舎にて、司し教きよう、カシナート・クーガは会合を開いていた。

　中央のウィータから付き従ってきた神しん官かん達数名と、さらには諜ちよう報ほう活動を行う〝名無し〟が二人、そしてフォルナムの神殿騎士団、団長のベリエもが、小さなその一部屋に揃そろっている。

〝名無し〟達は、神官の衣ころもで変装をしていた。

　彼らは信しん教きよう監かん査さ院いんに直属する特殊な間諜スパイである。大陸の要所要所に散って、神殿に関かかわる諸もろ々もろの仕事をこなしていた。

　同席するその二人は、どちらもそれほど特徴のない顔をしていた。背せ丈たけは標準的で、一人は細め、一人は太めだったが、街まちによくいる体型でもあり、少なくとも怪あやしい人物には見えない。畑を耕していても、店先で商あきないをしていても、また衛兵として見回りをしていても、誰だれにも怪あやしまれそうにない容よう姿しだった。

　ウィータ神殿からついてきた少女の司し祭さい、ウルク・ティグレーだけは、この場に呼ばれていない。

　彼女は信教監査院の人間ではないために、カシナートは出張の目的すら知らせていなかった。神しん姫きからの依頼でもあり、仕方なく連れてはきたが、カシナートも本心では邪じや魔まにさえ思っている。

　カシナート・クーガは、内ない密みつの話ができる部下達だけを前に、低く押し殺した声で呟つぶやいた。

「──予想外の事態となりました」

　居並ぶ部下達の顔は、唯ただ一人、神殿騎士団長のベリエ・バーミリオンを除いて、一いち様ように硬かたい。

　彼らを見渡して、カシナートは呟く。

「あの妙な来訪者ビジターの方かた々がたによって、神殿側はすっかり、警戒を強めてしまいました。余よ計けいなことをしてくれたものですね」

　その述じゆつ懐かいに、騎士団長、ベリエが薄く嗤わらって応じた。

「そうか？　俺おれはなかなか楽しかったがね。久々に歯ごたえのある連中だった。こっちの歯が折られそうなくらいだったが、懐なつかしい戦場を思いだしたよ」

　独ひとり言ごとじみた呟つぶやきを漏もらすベリエの表情は、妙に晴れやかだった。そのくせ、先日の戦いの余よ韻いんが残っているのか、まだ殺気のようなものを身にまとっている。

　整せい髪はつ油ゆで撫なでつけた黒髪に指を通しながら、ベリエは鼻を鳴らした。

「カシナート司し教きよう、一つ、聞きたいんだがな」

「なんでしょうか？」

　カシナートは、涼すずしいというよりは冷たい視線で同どう盟めい者しやを見た。ベリエの側は、慣れたその視線を軽く受け流す。

「おまえは、あいつら──来訪者ビジターのことを、知っていたのか？　あんなおもしろそうな連中だってことを」

「いいえ」

　カシナートは、素直に首を横に振った。

「あんなに横おう暴ぼうな方かた々がたは、記録にも見たことがありません。過去の来訪者ビジターに、ああした方かたがいなかったとする証しよう拠こもありませんが、私の知る限りではあれは特別です」

　事実──来訪者ビジター達が〝妙な知識〟を持っていることは知っていたが、あの桁けた外はずれの戦闘力は、二夜を経た今でも信じ難い。まるで物語にある魔法のような力だった。

　ふぅん、とベリエは頷うなずき、

「──あの力──欲しいとは、思わなかったか？」

　試ためすような口調で、そう言った。

　カシナートは、ぴくりと眉まゆをはねさせた。

「正直に言えよ、カシナート。俺は、おまえらの追っている獲え物ものより、あっちのほうがおもしろそうだと思ったね。こっちの騎士も何人か殺されたが、仇あだなんざどうでもいい。俺は、あいつらに興味を持っている」

　ベリエの言葉に、その場にいた神しん官かんの一人が苦にがい声を漏もらした。

「あの戦力は確かにすさまじいものでした。ですから、お気持ちはわからないでもないのですが──彼らはこの国の王と皇太子を殺しています。捕らえれば、いかに来訪者ビジターといえど、死罪は免まぬかれないでしょう」

　ベリエはその言葉を鼻先で嗤った。

「馬ば鹿かか、あんたは。だから俺らで保護する旨味があるんだろうが。フォルナム神殿にもこの国にも黙って、こっそり見つけて、信しん教きよう監かん査さ院いんにでも引き入れればいい。おまえならそれができるんじゃないのか？　カシナート司教様？」

　椅子にふんぞりかえったベリエは、カシナートに顎あごをしゃくって見せた。

　顔は無ぶ愛あい想そうなまま、カシナートは内心で嗤わらった。

　ベリエが考えていたことは、カシナートとまったく同じだった。彼らをこのままむざむざと殺させるのは、確かに惜しい。

　カシナートが求める〝力〟──逃げた彼らは、その力として、申し分のない逸いつ材ざいかもしれない。

　ただし、問題が一つある。

　カシナートは試ためすつもりで、その問題点を指摘した。

「そうは言いますが、そもそも彼らを極ごく秘ひのうちに〝捕らえられなければ〟、我々にもどうしようもないのではありませんか？」

　その当然すぎる疑問に、ベリエがくっくっと嗤って応じた。

「来訪者ビジターってのは、言葉は通じるんだろう？」

　カシナートは頷うなずいた。ベリエは満足げに眼めを細める。

「戦うばかりが戦いくさじゃない。言いくるめるのも戦術のうちさ」

「──貴方あなたの口から、そんな言葉が聞けるとは思いませんでした」

　カシナートは正直な感想を口にした。カシナートの知るベリエは、荒あら事ごとばかりが得とく意いの男である。〝話し合いで解決〟など、とても本ほん意いとは思えない。

　ベリエは肩を竦すくめる。

「馬ば鹿かにしてくれたもんだ。確かに、俺おれとしてはそういう策ては苦にが手てだがね。おまえさんは知らんだろうが、俺の手下には、相手をだまくらかすことにかけては天下一品の優やさ男おとこがいる。副団長のリカルド・バーゼスって男だ。もし剣の腕がなかったら、詐さ欺ぎ師しにでもなっていただろう。そいつに捜そう索さくと説せつ得とくを任せてみたい」

　テーブルに同席していた神しん官かんが、口を開いた。

「しかし、返かえり討うちにでもされたら……」

　ベリエは椅子から立ち上がり、その神官に向けてふざけて片目を瞑つぶってみせた。今日はやけに機嫌がいいらしい。滅めつ多たにないことではある。

「なぁに。こういうのはだめでもともとさ。だがな──」

　ベリエの声が、低く深みを増した。

「どんな軍人も、補給がなければ戦えない。連中はどうだかわからんが、食い物や寝る場所が必要なら、この世界の誰だれかと手を組む道を選ぶはずだ。今いま頃ごろ、知らない世界に迷い込んだことに気づいて、途と方ほうに暮れている頃だろうさ」

　カシナートは頷いた。

　記録にある来訪者ビジターの多くは、この世界に着いた時、ここが〝自分達のいた場所〟とは違う場所であることを知らない。何かの勢いで国王と皇太子を殺してしまった彼らは、この国の中では、ひたすら追われる存在になってしまう。

　そのあたりの理ことわりがもし通じれば、仲間に引き込むことは、さして難しいことではないような気がした。

　ベリエあたりは、純粋に彼らの力が欲しいわけではないだろう。彼らの力の、その秘密を知り、あわよくば自分がその力を手に入れたいとでも願っているはずだった。

　それならそれでいい。同どう盟めい者しやのベリエが強くなることは、カシナートにとっても利となることである。

　ベリエは権力そのものに興味を持たず、戦うことだけにその欲望が特化している質たちの男だった。その意味では、神じん師しを目指すカシナートと目的が被かぶることもない。

　立ち上がったベリエが、カシナートをじっと見下ろした。

「どうする？　あんたがうんというなら、俺おれ達がこっそり、連中を連れてきてやってもいい。約束はできないが、どのみち神殿騎士団は奴やつらの捜そう索さくのために動いている。ここの神殿か国に引き渡して処しよ刑けいさせるか、それとも、見つからなかったと噓うそをついて、こっそりあんたの所にまわすか──どっちがいい？」

　問われたカシナートは、口の端に微笑を浮かべた。

「──迷える小鳥を、我々が導くことにいたしましょう。ベリエ司し祭さい、よろしくお願いをいたします」

　ベリエが大きく頷うなずいた。司祭という立場にある聖せい職しよく者しやとしては、あるまじき物ぶつ騒そうな凄すご味みをその眼めに湛たたえ、カシナートにくるりと背を向ける。
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「それでいい。任せておけ」

　黒こく衣いを翻ひるがえし、ベリエは悠ゆう々ゆうと部屋を出て行った。

　その足音が完全に遠ざかった後で、カシナートの隣に控えた司し祭さいの娘が口を開いた。栗くり色いろの金髪を短く揃そろえた、物静かな印象の娘である。

「カシナート様、よろしいのですか」

「なにがです？」

　その司祭、ヴェルジネ・ラティアスの懸け念ねんは、カシナートにもわかっていた。わかっていながら、あえてとぼけてみせる。

「来訪者ビジターから、知識を引き出す行為は──」

「ヴェルジネ。これから、時代が変わるのですよ」

　カシナートはそう窘たしなめて、その先を言わせなかった。ヴェルジネはたちまち口を噤つぐむ。

「我々には、護まもらねばならないものがあります。そのために必要なものを彼らが持っているとしたら、それをしばらく借り受けましょう。これも、〝生ウイータ〟と〝死アービタ〟のお導きというものです」

　カシナートは天井を仰あおぎ、片手で祈いのりを捧ささげた。

　周囲にいた神しん官かん達が、ぶるりと肩を震わせた。

　彼らは今、神殿の規律に違反しようとしているのだった。

　カシナートは、来訪者ビジターを神殿ではなく、自らの下もとで管理しようとしている。今回に限っていえば、国王殺しの犯罪者を匿かくまおうというのだ。発はつ覚かくすれば、ただでは済まされない。

　カシナートは〝名無し〟達を振りかえった。

　神官に変装した二人の男は、恭うやうやしく頭こうべを垂たれている。

「貴方あなた達は引き続き、〝北方民族〟とつながる者達を注視していてください。ここに潜ひそむ、彼らを援助する裏切り者を──変わった動きがありましたら、こちらに報告を。我々はしばらく、この神殿に滞たい在ざいします。それと来訪者ビジターの行方ゆくえについても、合わせて探っておいてください」

「は──」

　二人は立ち上がると、足音を立てずにするすると部屋を出て行った。

　カシナートは思し案あんする。

　少々、予定外の事件はあったが──もし、〝来訪者ビジター〟達を味方につけることができれば、それは思わぬ収穫となるはずだった。騎士団長のベリエがその気になったことも心強い。

　カシナートは傍かたわらのヴェルジネに向けて、小さく頷うなずいて見せた。

　栗色の髪をした女司祭は、ただ黙って頭を垂れる。

　カシナートは、重ねてまた頷いた。

　予定外の騒そう動どうも、カシナートの方針を変えさせるには至っていない。

　必ずしも順調ではないにせよ──大きな問題は、何もなかった。
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　ウルク・ティグレーは、フォルナム神殿、神じん師しの執しつ務む室しつに立っていた。

　彼女がウィータ神殿からやってきて、まだ数日──

　まだフェリオと満足に話もできないうちに、とんでもない騒そう動どうが起きてしまった。

　当のフェリオは明日、王宮に帰るらしい。そのことを知らされた後で、ウルクは今、ウィータの司し祭さいとして、ここに呼ばれて来ていた。

　目の前には、憔しよう悴すいしきった顔の神師、レミギウス・バルトレーが座っている。老おいた身に一連の騒動は堪こたえたらしく、心なしかその頰ほおも、数日前よりこけていた。予定されていた聖せい祭さいも延期となり、避けられない一部の行事を除いて、全体に自じ粛しゆくする方向で動いている。

　ついさきほど、リセリナという来訪者ビジターの少女が逃亡した報告は、神師にも届いていた。それも心労に拍はく車しやをかけたであろうことは、想像に難かたくない。

　レミギウスの体調を内心で気づかいながら、ウルクは空色の長髪を揺らし、深ふか々ぶかと一礼をした。

「レミギウス様、御用というのは……？」

　レミギウスは力のない微笑を見せ、小さく頷うなずいた。

「……ウルク様──せっかくいらしてくださったばかりで申し上げにくいのですが──ウィータ神殿に、お戻りいただけないでしょうか」

　その言葉は、ウルクにとって、充分に予想しえたものだった。

　この騒動に巻き込みたくない──そんなレミギウスなりの気き遣づかいに違いない。

　しかしウルクは、微笑して首を横に振った。

「お気遣いはありがたいのですが、カシナート司し教きようの御用事も済んでおりませんし、私も一人では帰れません」

　やや困ったような表情をつくって、ウルクはそう答えた。

　しかしレミギウスは、諦あきらめずに説せつ得とくを重ねる。

「では、護衛をおつけいたしましょう。私の孫娘も、ちょうどウィータ神殿に行きたがっておりましたので、もしよろしければ共に──」

「……レミギウス様？」

　ウルクは、老人の声が奇妙に細いことに気づき、そのことを訝いぶかしく思った。

「お話の途中に失礼ですが、お体の具合が悪いのではありませんか？　お顔の色も優すぐれませんし──」

　ウルクの言葉に、レミギウスは言葉を詰まらせた。

　しばらく口くち籠ごもった後に、レミギウスは自らを納なつ得とくさせるように、大きく頷いた。

「──ウルク様。恥はじをしのんで、お願いしたき事がございます」

　発せられたその声には、真しんに迫るものがあった。

　ウルクは首を傾かしげてしまう。

　レミギウスが声を潜ひそめた。

「……当神殿は、国王陛へい下かと皇太子殿下を死なせてしまいました。私はおそらく、責任者としてじきに逮たい捕ほされることでしょう。私一人の首で済めばよいのですが、こうなればもはや、神殿の自治権も──」

　その気弱すぎるレミギウスの言に、ウルクは眼めを丸くした。

「まさか！　それはあり得ません」

「……いえ、ウルク様。これも、さだめというものでしょう。じきにアルセイフの軍が来るはずです。ですがその前に、若き神しん官かん達だけでも、当神殿からウィータ神殿に籍せきを移し、その身を守ってやりたく……ウルク様、恐おそれ多いことながら、そのことをウルク様からウィータ神殿のほうに……」

　呟つぶやくレミギウスは悄しよう然ぜんとしていた。

「レミギウス様、一体、何をおっしゃっているんですか？」

　ウルクは思わず、神じん師しの机に近づき、レミギウスの傍そばにまで寄った。

　生き真面目まじめなレミギウスが心労を抱いているであろうことには、想像がついていた。しかしそれが、まさかここまで深しん刻こくなものだとは思っていなかったのである。

　今の言によれば、レミギウスはすでに覚かく悟ごを決めているかのようだった。しかしウルクは、彼のその心配が、ひどく的まとを外したものであることを知っている。

　やや勢い込んで、ウルクは遙はるか年上の老ろう司し教きように詰め寄った。

「レミギウス様、どうやら、ひどい誤解があるようです。少々、お時間をいただけますか」

「……誤解、と申されますと？」

　レミギウスは顔を上げ、ウルクを見た。

　ウルクは、その眼を真正面から見つめ返す。青く澄んだレミギウスの眼は、いかにも善良な光を湛たたえていた。

　ウルクは思う。ウィータ神殿の世せ故こ長たけた神官達に比べ、この地の人々はなんと純じゆん朴ぼくなのだろう──と。

　長く争いから身を離していた地方だけに、それは当然のことともいえたが、まさか神師までもがそうだとは思っていなかった。

「レミギウス様──まず、一つはっきりとさせておきますが……アルセイフ側は、たとえ〝国王と皇太子を殺された〟のだとしても、神殿を敵に回したくないはずです」

　ウルクは率そつ直ちよくに言い放った。

　聞き方によっては危険とも言えるその言葉に、レミギウスは眼をしばたたかせる。

　ウルクは説明を続けた。

「もちろん、実際にこれが〝神殿側の陰いん謀ぼう〟ということになれば、アルセイフはフォルナム神殿に対して、その責任を求め、場合によっては国王の仇あだを討うつために、侵しん攻こうせざるを得なくなるでしょう。でも、そんな事態は王家の側としても絶対に避けたいはずです。その理由をご説明します」

　レミギウスは、ただ呆ぼう然ぜんとしてウルクの言を聞いている。

　ウルクは説明の順番を考えながら、老人に対してゆっくりと説いた。

「ご存知の通り、このソリダーテ大陸の東部では、アルセイフはさして大きな国ではありません。小さな国でもありませんが、他国より遙はるかに優位なわけでもないのです」

　レミギウスが曖あい昧まいに頷うなずいた。

　ウルクは言葉をつなぐ。

「つまり、もしアルセイフがフォルナム神殿を敵に回せば、周囲の国からここぞとばかりに侵攻を受けるのが目に見えています。どの国も、神殿の産出する〝輝石セレナイト〟にまつわる利権が欲しいのです。これまで、アルセイフに対する侵攻は、そのまま同どう盟めい関係にあるフォルナム神殿への侵攻をも意味していました。つまり、フォルナム神殿がアルセイフに護まもられているのと同様、アルセイフもフォルナム神殿によって護られてきたのです。そんな神殿と彼らが事を構えれば、周囲の国──特に西北の大国、タートム辺りは、神殿の味方につくといって、アルセイフの領地に堂々と侵攻してくることでしょう。そうなったら──アルセイフの歴史は、おそらくそこで終わります」

　ウルクは声を潜ひそめ、淡たん々たんと言い放った。

　戸と惑まどうレミギウスが問いを発する。

「し、しかし、それでは──亡なくなった国王陛へい下かと皇太子殿下のことは──」

　ウルクは頷く。

「これは私の勘かんですが……神殿に責せきはなく、これは異常者による無差別殺人か、あるいは他国が、アルセイフと神殿の蜜みつ月げつを終わらせようと仕組んだ謀ぼう略りやくである、と──そんな形で決着をつけたいというのが、アルセイフ側の本ほん音ねではないでしょうか」

　ウルクには、その確信があった。王家の側がよほどに愚おろかでない限り、それ以外の選せん択たく肢しはどれも選択に値あたいしないのだ。内乱の続く南方の例を見るまでもなく、神殿との敵対関係は国を滅ほろぼす元となる。ましてや今回の件では、神殿側に敵対する意思が初めからない。

「今回の事件が、神殿による暗殺でないことは、現場にいたフェリオ様達がよくご存知です。現に神殿側の司し教きよう、司し祭さいも多く殺されたわけですし──現実的に考えて、アルセイフと神殿とが争うことに、利はありません」

　ウルクはそう断言した。

　言葉の理解度を探るように、神師の眼めを見つめる。

　レミギウスは呆ぼう然ぜんとしていた。

　念ねんを押すように、ウルクは重ねて語りかけた。

「ですから、神殿が今回の件を〝暗殺ではない〟と明確に否定する限り、アルセイフから神殿に侵しん攻こうすることはあり得ないと思います。警備に不備があったことは事実ですから、輝石セレナイトの供給などに関して、多少の優ゆう遇ぐう措そ置ちは与えて然しかるべきとも思いますが──向こう側からこちら側に、責任を求めるようなことはしないはずです。おわかりいただけましたか？」

　ウルクが説明を終えてしばらくすると、レミギウスは執しつ務む室しつの椅子に、どっと背を預けた。

　ウルクはレミギウスを気き遣づかい、机の端にあった水差しをその前に差し出した。

「……そんなことでお悩みと知っていたら、もっと早くに申し上げればよかったのですが……てっきり私は、神殿の方々を失った哀かなしみに沈んでおられるものとばかり、思っていたものですから……」

「い、いえ──その……なんと申しますか」

　震える手で水差しの水を飲みながら、レミギウスは嘆たん息そくした。

「ウルク様──今のお言葉は、ウルク様個人のお考えでは……」

「もちろんです。ですが……ウィータの者なら、誰だれでもそう判断することでしょう。レミギウス様、貴方あなた様が思っているよりも、各国にとって、〝神殿〟というのは大きな存在なのです。そしておそらくフェリオ様も、神殿の無実を訴うつたえるために、急いで戻られるおつもりなのだと思います」

　ウルクはそう言って、レミギウスを見つめた。

　レミギウスは低く唸うなり、そして深ふか々ぶかと溜ため息いきを吐ついた。

「いやはや……ウルク様は見けん識しきに優すぐれておられますな。私などは浮世離れしすぎて、そうした物事がよくわかりませぬ……」

　レミギウスは自じ嘲ちよう気味に言った。しかしその顔には、明らかに安あん堵どに近い表情が浮いている。

　ウルクは念ねんのために、もう一つ──おそらくはフェリオ達も危き惧ぐしているであろうことを、レミギウスに指摘しておくことにした。

「レミギウス様──これは、差し出がましいことかもしれませんが……今後のことについて、一つ、ご助言を申し上げておきます」

　態度を改めての申し出に、レミギウスは怪け訝げんそうな顔をした。

　ウルクは細い声で呟つぶやく。

「おそらく、今から数十日のうちに──他国から〝アルセイフを制せい圧あつするための誘さそい〟が来るはずです」

　ウルクは簡かん潔けつにそう告げた。

　レミギウスは、言葉の意味を咀そ嚼しやくするのに数すう瞬しゆんを要した。

　そして理解が及ぶや、青い眼めを剝むいて机に身を乗り出す。

「裏切りの誘さそいということですか!?　そのような──」

　その可能性をまるで予想していなかったらしく、声は今にも裏うら返がえりそうだった。

　レミギウス・バルトレーは〝聖せい職しよく者しや〟であって、〝政治家〟ではなく、ましてや〝権力者〟とも言い難い。彼はいかにも純じゆん朴ぼくで高こう潔けつな司し教きようで、なればこそ、この地方の神しん官かん達の支持を得ている。

　政治的野や心しんをもたないそんな人物が、神じん師しという要よう職しよくに就ついた背景には、アルセイフとフォルナム神殿とが築いてきた長い平和の歴史があるはずだった。平和な時代に必要とされるのは、穏おだやかな人格者であって、好戦的な危険人物は排除されるものである。

　しかし、フォルナム神殿はそうであっても、中央にあるウィータ神殿は、常に四方の状況に気を配っていた。南方の内乱や、西方の大国家、ラトロアの脅きよう威い、セブラズ山地奥深くに棲すむ北方民族──彼らに対たい処しよするために、ウィータの神官達は常に神経を尖とがらせている。

　その立場の違いが、レミギウスとウルクとの認識の差にもなっていた。

　ウルクは言葉を重ねた。

「北西の大国、タートムは、現在、西方のラトロアと北方民族、その双そう方ほうと小こ競ぜり合あいを続けています。彼の国には火を司つかさどるザカード神殿がありますが、更さらなる戦力の増強を狙ねらって、アルセイフの豊かな領地とフォルナム神殿の輝石セレナイトを欲しがっているはずです。国王陛へい下かと皇太子殿下の急死の報が届き次し第だい、すぐに動きを見せるかもしれません」

　ウルクには、その確信があった。

　根こん拠きよとなるほとんどの情報は、ウィータ神殿で暮らしていればいくらでも耳に入ってくる。

　隣りん国ごくのタートムはアルセイフを狙い、過去には幾いく度どかの争そう乱らんもあったと聞く。ここ数十年は北方民族への対処に明け暮れて、アルセイフへの表立った軍事行動を見せていないが、国王と皇太子が不自然な形で死去したとなれば、必ず何らかの動きを見せる。

　その時に、アルセイフとしては隙すきを見せるわけにはいかないはずだった。

　ウルクの指摘を受けたレミギウスは、またしばらく呆ぼう然ぜんとしていた。

　やがて大きく息をつき、いかにも苦にがい笑みを浮かべる。

「──やれやれ──ウルク様、助かりました。私一人では、混乱のためにとんでもない間違いを犯おかしていたかもしれません──」

　その言葉を、ウルクは黙って聞いた。

　レミギウスをはじめとする神官達は、閉へい鎖さされた神殿内で、アルセイフに護まもられる形で信仰の日々を送っている。その日常が、事態の本質を見み誤あやまらせていた。

　アルセイフの領地に比すればごく小さなフォルナム神殿は、しかしアルセイフよりも遙はるかに強い立場にある。彼らには、その自覚が少ない。

「……我々は、どうするべきでしょうな」

　とうに結論の出ているらしいゆっくりとした口調で、レミギウスは呟つぶやいた。

　問われたウルクは、首を傾かしげてみせる。

「──参考までに、申し上げておきますが……南方での内乱は、隣りん国ごくからの反乱の誘さそいにネディア神殿が乗ってしまったために勃ぼつ発ぱつし、今なお、国内の諸勢力がせめぎあっています」

　ウルクの回答に、レミギウスは深い頷うなずきを返した。

「我々は、この国との緊きん密みつな関係を、今こそ周辺国に対して見せつける必要がある、と──そういうことですな」

　そしてレミギウスは緊張の解けた視線で、ウルクを見つめた。

「しかし、何故なぜ……ウルク様は、こんなにもアルセイフやフォルナムの情勢について、お詳くわしいのですか？　それに、アルセイフ側に対して、とても親しん身みになられているように思えます」

　その問いに、ウルクは微笑を返した。

「私は以前、一年ほど、この国に滞在していたものですから……その時に、フェリオ様と出会ったのです。この国にも、そしてあの方かたにも、特別な思い入れがありますわ」

　レミギウスが眼めをしばたたかせた。

「そういえば……何年か前に、お父上のマディーン様が、アルセイフの王宮に滞たい在ざいされておられましたな。その折にご一いつ緒しよだったのですか」

　ウルクは頷いた。

「はい。数年ぶりに参りましたのも、フェリオ様にお会いしたく、無理を言って連れてきてもらったのです」

「左さ様ようでしたか──では残念ですな。フェリオ様は、明日あす、お発たちになるそうです」

　レミギウスは同情したように言った。

　ウルクはしかし、にっこりと微笑する。

「そのことについて、レミギウス様に折り入って、ご相談しておきたいことがありまして──」

　レミギウスが首を傾げた。

　ウルクは虫も殺さぬ笑みを見せ、楚そ々そと口を開く。

　彼女が用件を語るうちに、神じん師しの顔は次し第だいに青ざめていった。

　その日──善良なる神師、レミギウス・バルトレーは、また新たなる心労から、独ひとり眠れぬ夜を過ごす羽は目めとなった。
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　一夜が明けて、早朝──フェリオは、フォルナム神殿を離れる馬車の前にいた。

　見送りには、世話役だったエリオットや施せ療りよう師しのクゥナをはじめ、コウ司し教きようなどの主だった神しん官かん達も姿を見せている。

　その中には、神師のレミギウスも加わっていた。

　フェリオは世話になった礼を告げ、その後にこう続けた。

「次の王が決まり次し第だい、私もまた親善特使の任を拝はい命めいすることになると思います。その折には、またよろしくお願いいたします」

　レミギウスは名残なごり惜しげに頷うなずいた。寝不足なのか心労のためか、その目の下には不健康な隈くまが見える。

「はい。神殿の者一同、お待ちしております」

　神じん師しは応じながら、皺しわだらけの細い右手を差し出した。

　フェリオは応こたえて、その手を握る。老人の手には、細いわりに力が籠こもっていた。

　握手をしながら、フェリオはレミギウスに対し、周囲をはばかり小声で呟つぶやいた。

「レミギウス様。これは、個人的なお願いなのですが──」

「なんでしょう？」

「もし、リセリナが──あの来訪者ビジターの少女が、この神殿に戻ってくることがありましたら、私にも連絡をいただきたいのです。お願いできますか」

　逃げ出したリセリナの行方ゆくえは杳ようとして知れなかった。彼女以外の来訪者ビジター達についても、それは同様である。今は神殿騎士達が捜そう索さくにあたっているが、たとえ見つけられたとしても、戦力次第では返かえり討うちにされる可能性さえあった。

　フェリオの願いに、レミギウスはしばらく考えてから頷いた。

「わかりました。もし無事にあの方かたが戻られたなら、ご連絡いたしましょう」

　リセリナの突然の逃亡に対して、フェリオとレミギウスの見解はほぼ一致していた。

　彼女は、他ほかの来訪者ビジター達に命を狙ねらわれていたらしい。ここにいれば、神殿の者をまた巻きこんでしまう──そんなふうに考えた可能性は高い。

　そして彼らの行動に責任を感じたリセリナは、単身で他の来訪者ビジター達を追っている。

　無む茶ちやには違いない。だが落ち着いた今、フェリオには、彼女の心がわかるような気もしていた。決して正しい行動だとは思わないし、もし今、彼女がここにいたら、縛しばり付けてでも止めるはずだが──仮かりにフェリオが同じ立場であれば、同じことをしてしまったかもしれない。

　数日前の夜に、リセリナが言っていたことをフェリオは思いだしていた。

　彼女はバルコニーで空を見上げながら、フェリオと彼女とが〝似た者同士なのかもしれない〟と言っていた。今ならフェリオも、その言葉に同意できる。

　安あん否ぴは気になった。しかし時期が時期だけに、今は不用意に動くこともできない。

　レミギウスが、小さな声で囁ささやいた。

「フェリオ様。コウ司し教きよう麾き下かの〝守もり人びと〟達も動いております。他の来訪者ビジター達はともかくとして、害意のないリセリナ様に関しては、彼らでも対たい処しよができるでしょう。見つけて説せつ得とくができれば、連れ戻すことも充分に可能かと思います」

　レミギウスの言葉は、フェリオにとって心強いものだった。

　リセリナが消えたことは誤ご算さんだったが、一つだけ、よいこともあった。

　神殿騎士達は、現れた来訪者ビジター達の中に、リセリナとよく似た者がいたことを確認していた。その関連を疑って、彼らは近くリセリナを取り調べるつもりだったらしい。その場合、またフェリオと神殿騎士達の間で、一ひと悶もん着ちやくが起きていたはずだった。

　するべき話が終わったところで、フェリオは神じん師しに一礼を残し、馬車に乗り込んだ。

　見送りに立ったエリオットや、施せ療りよう師しのクゥナ達が、揃そろって頭こうべを垂たれる。

　親友のウルクは、ウィータ神殿の神しん官かん達と共にいるのか、見送りの中にはいなかった。彼女に対してはしかし、王都へ戻ることを昨日のうちに伝え、別れも告げてある。

　一ヶ月前──フェリオが王都を出た時には、見送りは知り合いの騎士達だけだった。

　ウィスタルは別の用で王都を離れていたし、他の家臣達に至っては、フェリオの出しゆつ立たつさえ知らなかった者も多いはずである。その時とは比較にならぬほど、神殿の見送りは顔かお触ぶれが賑にぎやかだった。フォルナム神殿がいかに居心地のよい場所だったかを、改めて実感した気もする。

　これから戻る王都は、神殿とは正反対の伏ふく魔ま殿でんといっていい。信頼できる家臣もいるにはいるが、それ以上に油ゆ断だんのならない相手が多すぎる。

　王都に戻るフェリオの乗った馬車は、決して豪ごう奢しやなものではなく、ただの大きな乗合い馬車だった。

　急ぎの帰途でもあり、また先日の戦いで負傷した王宮騎士達を乗せる場所も必要とあって、フェリオが神殿に頼んで借り受けたものである。

　馬車には他ほかに、神殿から王都近くの教会に向かう神官達も同乗していた。彼らは、王都にいる神殿の関係者達を安心させるために、また王宮の内部にいる貴族達に対して、神殿の無実を訴うつたえるために、フェリオと共に馬車へ乗っていた。

　四台ほども連なった馬車の最後尾に乗ったフェリオは、見送りの人々に軽く手を振りながら、神殿の門をくぐった。

　すぐ脇わきには、騎士のライナスティがにやにやと笑いながら座っていた。短い金髪が涼すずしげな青年は、フェリオの肩を気安く叩たたき、からかうように耳元で言う。

「フェリオ様。ずいぶんと、名残なごり惜しそうな顔をしてるじゃないですか。さては、神殿に気になる娘こでもいましたか？」

　その軽口に眉まゆをひそめたのはフェリオではなく、向かいに座っていた女騎士のディアメルだった。

　鎧よろいを外している彼女は、袖そでのない短衣シヤツを着ている。浅黒く引き締まったその腕は、細いながらも筋肉質で、見る者に健康的な美しさを感じさせた。しかし、その容よう姿しに堂々と見み惚ほれるほど豪ごう胆たんな者は、この場にはいない。

　そのディアメルは、軽口を叩いたライナスティの耳を指先で摑つかみ、強く引っ張った。

「フェリオ様とおまえを一いつ緒しよにするな。失礼だぞ」

「ちょ、ちょっと待て。それは俺おれが女たらしってことか？」

　ライナスティが痛みに顔をしかめながら抗こう議ぎする。

　フェリオは笑って、二人を放置しておいた。

　ディアメルの説せつ教きようじみた毒どく舌ぜつが続く。

「いいや。女たらしというのは、女を口く説どくのに成功している奴やつを言うんだ。おまえはそもそも成功していないから、ただの間ま抜ぬけだろう」

「待て待て。おまえがどうして、俺の遍へん歴れきを知っているんだよ」

　二人のやりとりは喧けん嘩かのようでも、フェリオにとっては聞き慣れた質のものである。彼らにとっては、これは単に暇ひま潰つぶしの会話なのだ。

　ディアメルが冷さめた声で言い返す。

「なら言わせてもらうが、おまえが女連れで歩いているところを見たことがないぞ」

「ディアメルが見ていない場所では、恋人がいるかもしれないじゃないか！」

「へぇ？　いるのか？」

「……いや、いないけどな」

「だろうな。私が知っているおまえの恋人は、宿舎の裏を寝ね床どこにしている猫ねこぐらいなものだ」

「まぁ。猫がお好きなのですか？　私もです」

「あぁ、猫はいいですよね。特に普ふ段だん、こういう黒くろ豹ひようを相手にしているものですから、可愛かわいい猫を見ると心が和なごみますよ」

「ライナスティ、それは私にとっては褒ほめ言葉だぞ」

「私、黒豹って見たことがありません。南方のほうにお住まいなのですよね？」

「お住まい、って──まぁ、そうですねぇ。こっちでも時々、物好きな奴が飼かい慣ならしてますが、危ないですよ。人も襲うし気は強いし口より先によく手が出るし──」

「念ねんのために確認しておくが、それは〝黒豹〟の話だな？」

「もちろんですよ、やだなぁ、姐あねさん。[image: 拳]こぶしなんか握っちゃって──」

「……待った。ちょっと待ってくれ」

　フェリオは後ろを振りかえらないままに、その不毛な会話を止めた。

　いつもの聞き慣れたやり取りの合間に──聞こえるはずのない声が、混ざっていたような気がする。

　フェリオは恐おそる恐おそる、馬車の中を振りかえってみた。

　左右に割れた座席の間に、負傷した騎士が二人、並んで寝そべっていた。他の騎士達は、思い思いの姿勢で座席に座っている。神殿から派は遣けんされた神しん官かん達も、その中に混ざっていた。

　馬車の隅すみにいるフェリオの隣には、ライナスティがいる。

　そして、向かいのディアメルの隣には──

　フェリオは眼めを疑った。

　空色の髪を束ねた少女が、白い長衣ローブのフードを剝はいで、にっこりとフェリオに微笑を向けていた。清せい楚そな神しん官かんの衣ころもを身にまとい、さも当然のように、ちょこんとディアメルの隣に居座っている。

「──ウルク!?　どうして君がここにいるんだ！」

　驚いたフェリオは、その名を大声で呼んだ。続いて御ぎよ者しやに向け、慌あわてて声を張り上げる。

「おい！　馬車を止め──」

「止める必要はありません」

　ウィータ神殿から来た昔馴な染じみの少女は、いかにも涼すずしい顔でさらりと言ってのけた。

　フェリオは言葉を失い、口をぱくぱくとさせる。

　にこやかに小首を傾かしげたウルクが、はにかみながらフェリオを見つめた。

「申し訳ありません。ご迷めい惑わくとは思いましたが、フェリオ様のお傍そばにいたかったので、ついてきてしまいました」

　ウルクの率そつ直ちよく過ぎる言葉に、苦笑混じりのどよめきが起き、馬車の奥にいた騎士の誰だれかが冷やかしの口笛を吹いた。日ひ頃ごろは生き真面目まじめな神官達も、これには苦笑するしかない。

　唯ただ一人、フェリオだけは頰ほおを引きつらせる。

「ついてきたって……だって、ウルク、神殿のほうは──」

「もともと、フェリオ様に会うことが目的でこちらに参りましたので、特に問題はありません。神じん師し様にもカシナート司し教きよう様にも、ご許可は戴いただいてますわ」

　肝かん心じんのフェリオにとっては初はつ耳みみである。わざと黙っていたと見て間違いない。

　咄とつ嗟さにフェリオは、ウルクを説とき伏ふせにかかった。

「ウルク、だけど──」

「フェリオ様。ここは冷静にお考えください」

　ウルクは涼しげな眼まな差ざしをフェリオに据すえ、諭さとすように呟つぶやいた。

「私は中央のウィータ神殿の司し祭さいです。その私がフェリオ様と共にあることには、不ふ都つ合ごうよりも便利なことのほうが多いのではないでしょうか」

　ウルクは、フェリオを試ためすようにそう言った。

　事実、司祭であるウルクが持つ影響力は、決して小さくない。彼女の見聞きしたことがそのままウィータ神殿に伝わると思えば、貴族達も軽はずみな真似まねはできなくなる。そのうえ、もし内乱のために彼女が行方ゆくえ不明にでもなれば、それこそ一大事だった。

　しかし、フェリオがまず気にしたのも、そのことである。

「でも、君の身に何かあったら……」

「でしたら、フェリオ様が護まもってくださいませ」

　ウルクの微笑に、フェリオは詰まった。

「それにフェリオ様。勘かん違ちがいをなさっているかもしれませんが、これが私にとっても、もっとも安全かもしれないのですよ。カシナート司し教きよう様の用事が終わっていない以上、一人でセブラズ山地を越えてウィータに戻るわけにもいきませんし、かといって神殿に残れば、またいつ、例の来訪者ビジターの方かた々がたが来るとも限りません。フェリオ様は、私をそんなところに置いておくおつもりですか？」

　ウルクはわざと、もってまわった言い方をしていた。

　フェリオは眉まゆをしかめる。

「それでも、神殿なら護まもってくれる人間が多い。アルセイフは、下手へたをしたらこれから王位を巡って内乱に……」

「フェリオ様は、それを止めに行かれるのでしょう？」

　ウルクが声を低くした。

「ならば、私の存在を存分に利用なさってください。私はそのために、自分の意思で、フェリオ様についていくことを望んでいるのです」

　ウルクの声は柔やわらかいが、その言葉には芯しんの強さが感じられた。

　フェリオは目許を歪ゆがめる。

　脇わきからライナスティが茶ちや々ちやをいれた。

「フェリオ様、別にいいんじゃないですか？　そちらのお嬢さんは本気のようですよ。例の怪あやしい連中が柱から出てくるような神殿も、それほど安全な場所じゃなさそうですし、この際、しばらく──」

　その軽い言葉に、フェリオは頷うなずくことができなかった。

「ライナスティ。この子が誰だか、わかって言っているのか？」

「フェリオ様のご友人でしょう？　この若さで司祭なんて、たいしたもんじゃないですか」

「……この子は、今の〝神しん姫き〟の妹だ」

　馬車の中に、さきほどとは質の違うどよめきが起こった。

　当のウルクは少しも動どうじずに、馬車の面々を振り返ってにこやかな会え釈しやくを送る。

〝神姫〟は、ウィータ神殿の象しよう徴ちようにして、大陸にある五つの神殿の信仰を等しく受ける存在だった。その任に就つく者は、人ではなく、神の御み子ことして扱われる。

　神姫は一度選ばれてしまえば、死ぬまでその役目からは離れられない。

　ウルクの姉も、ウルクが生まれる以前から、その任に就いていた。

　その神姫には、人の家族は存在しないことになっている。御子である彼女は、神々の中に生きる存在であって、建たて前まえとしては人ではないのだ。

　そうはいっても、実際に親から生まれる以上、血族の関係はつきまとう。神姫を出した家は、神殿内でも厚こう遇ぐうされ、ウルクもその影響を大きく受けていた。

「ちょっと前までは、神姫の〝弟〟だと思っていたんだけれど──そういう立場だ。フォルナム神殿にいるならともかく、独ひとりで俺おれについてくるなんて、無む茶ちやもいいところだよ」

　フェリオは呆あきれて言ったが、ウルクはくすくすと笑う。

「フェリオ様に無む茶ちやとまで言っていただけるなんて、思い切った甲斐かいがありました」

　どこか嬉うれしそうに言うウルクを、フェリオは軽く睨にらんだ。

「神じん師しの許可なんて、本当はもらっていないんだろう？」

「いいえ。ちゃんと戴いただきました。年とし頃ごろの娘が、と、止められはしましたけれど──私の決意をお話しましたら、レミギウス様にも納なつ得とくしていただけましたわ」

　平然と応こたえるウルクに、フェリオは真ま顔がおで問い返す。

「決意？」

「はい。〝力ずくでお止めになりますか〟と、問いましたら、快こころよく送り出してくださいました」

「……脅おどしているじゃないか」

　フェリオは頭を抱かかえた。神しん姫きの血族がその立場を利して我わが儘ままを言えば、大たい概がいのことは通ってしまう。

　ことに今回のウルクの場合には、内乱を止めたいという大たい義ぎ名めい分ぶんがあるだけに、レミギウスとしてもきつくは言えなかったに違いない。あるいはそれこそ、いつ来訪者ビジターが現れるか知れない神殿より、フェリオの傍そばのほうが安全だとでも判断したのかもしれなかった。

　彼女の存在は、フェリオにとっても確かに心強い。

　中央にあるウィータ神殿の権力は強大だった。他の四神殿が、一つの国の中の自治区として存在しているのに対し、ウィータ神殿はそのまま〝ジラーハ〟という国を形成している。その国土はアルセイフの三倍ほどもあり、この大陸でも西のラトロア、北のタートムに次ぐ、三番目の大国である。

　ジラーハ、及びその中枢であるウィータ神殿は、いわゆる宗教国家といっていい。その国の司し祭さいたるウルクがフェリオの背後につくことは、少なからず政治的な意味を持つ。

　フェリオはやや苦にがい思いを抱きながら、空色の髪の少女を見つめた。

「ひょっとしたら……危険があるかもしれない」

「わかっています」

　ウルクは微笑で応こたえた。その表情こそ柔やわらかいが、それは覚かく悟ごを決めたゆえの柔らかさである。

「多分、迷めい惑わくをかけることも──」

「何があっても、迷惑なんて思いません。私が勝手についていくのですから」

　ウルクがフェリオの手をそっと握った。しっとりと柔らかいその手から、ウルクの優やさしさが伝わってきた。

　フェリオは罪ざい悪あく感かんを抱きながら、低く彼女の名を呼んだ。

「……ウルク」

「はい」

　フェリオは強く歯をくいしばった後、ウルクの手を握り返した。

「……すまない。君の力を借りる」

「はい」

　ウルクは嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

　今のフェリオには、その厚こう意いに感謝することしかできない。

　ライナスティが雰囲気を無視して、フェリオの肩をぽんぽんと叩たたいた。

「そんな難しい顔をするもんじゃないですよ。フェリオ様にしたって、むさ苦しい野や郎ろう共どもより、こういう可愛かわいい子が傍そばにいたほうが楽しいでしょう？」

　青年の軽口に、フェリオは眉まゆを寄せた。

「ライナスティ、仮かりにも司し祭さいに向かって、そういう……」

「あら、お世せ辞じでも私は嬉しいです。フェリオ様なんて、私のことをずっと男の子だと勘かん違ちがいしていらっしゃいましたもの」

　ウルクが口元を手で隠かくして、くすくすと笑った。娘らしい仕し草ぐさでそうしていると、とてもウィータの司祭には見えない。

　ライナスティがわざとらしく眼めを剝むいた。

「そりゃひどい。こんな美人をつかまえて、フェリオ様の眼は節ふし穴あなですか」

　フェリオは慌あわてて弁解をする。

「子供の頃ころの話だし、ウルクが男の振りをしていたからだ。だいたい、ウィスタルだって騙だまされていたよ」

「だって団長の眼は、こと女に関しては節穴ですからね。自じ慢まんじゃありませんが、このライナスティ、剣と精神力では団長に及びもつきませんが、女を見る眼についてだけは、勝まさっている自信があります」

　胸を張るライナスティを、ディアメルが冷さめた眼で見み据すえた。

「なるほど。それで身みの程ほども弁わきまえずに高望みで玉ぎよく砕さいし続けた結果、未いまだに独ひとり身みというわけか」

　手て厳きびしい一言に、同乗していた騎士達がどっと沸わいた。

　ライナスティがディアメルに食ってかかり、狭せまい馬車の中はまた騒そう々ぞうしさを増す。

　懐なつかしい空気に、フェリオはふと頰ほおを緩ゆるめた。

　王宮にいた頃も、気のいい彼らといる時は楽しかった。

　国王と皇太子が死んだというのに、彼らは不ふ謹きん慎しんなほどに明るい。王宮騎士団は、近衛このえ騎士団と違い、王族個人と間近に接することもほとんどない。そのために実感が薄いという側面も確かにある。

　同時に、彼らは騎士ではあるが、そもそも王家に従じゆう属ぞくする意識が薄いのだ。

　近衛騎士団の構成員には、下級貴族や官かん僚りようの子弟が多いが、王宮騎士団の騎士達は、そのほとんどが平民の出しゆつ自じである。

　王宮騎士団は、かつて近衛このえ騎士団の数と質が足りなくなった時代に、臨時の措そ置ちとして立ち上げられた部隊だった。今でこそ部隊として定着しているが、その元を辿たどれば、王家専属に雇やとわれた傭よう兵へいにも近い。現在は団長であるウィスタルに人事の権限が一任されているため、流れ者の剣士が加わることさえある。

　ライナスティやディアメルも、ウィスタルに導かれて騎士団に入った口だった。

　ライナスティは、祭りの催さい事じでやっていた武術会に優勝し、そこでウィスタルの眼めに止まった。ディアメルの場合は、彼女の父親がウィスタルと過去に懇こん意いだったらしく、その縁えんで騎士団に入った。

　二人とも、フェリオにとっては兄あに貴き分ぶんと姉あね貴き分ぶんのような存在である。

　続く騎士達の軽口に、ウルクは笑いすぎて、目許に涙まで浮かべていた。その姿を見ていたフェリオと、不意に視線が合う。

「す、すみません。はしたないところを──」

　ウルクは細い指で眼を拭ぬぐいながら、年とし相そう応おうの娘の顔をフェリオに向けた。

　ふと、その顔に──行方ゆくえをくらました少女、リセリナの顔が重なった。

　いまは何処どこにいるのかもわからない。しかし、彼女のことも放っておくつもりはなかった。

　不意に押し黙ったフェリオを見て、ウルクは不思議そうに小首を傾かしげた。

　フェリオは何も言わずに、ただ曖あい昧まいに、小さく頷うなずいておいた。
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　アルセイフの王都からやや離れた地に、カペラという商業の盛んな街まちがある。

　そこは古くから交こう易えきの拠きよ点てんとして栄え、フォルナム神殿から輝石セレナイトを運ぶ中継地としても知られていた。王都よりも賑にぎ々にぎしい街道には、多くの商店が立ち並び、東西のさまざまな品が取引きされている。

　そしてその街は、夜を迎えると、昼間とはまた別の顔を見せ始める。

　表通りの店は戸を閉め、裏通りの店が狭せまい入り口にぼんやりとした明かりを点ともす。それらの店々もまた、さまざまな品を商あきなっている。

　頒はん布ぷの禁じられた書物を商う店、高価な阿片アヘンを吸わせる店、娼しよう婦ふを使い客をもてなす店──中には、男だん色しよく家かの欲求に応こたえる店さえあった。

　裏うら街まちと呼ばれるその界かい隈わいには、貴族達の出入りも多い。

　その街の一角に、貴族や豪商を専門に顧客とする、ある高級妓ぎ館かんがあった。

　アルセイフの第二王子、レージクが贔屓ひいきにしている店でもある。

　初老の軍ぐん務む卿きよう、ガートルード・サンクレットは、その日、久々にその妓館を訪れた。

　とはいえ、彼には女遊びの趣味はない。若い頃ころから身を律りつしていた彼は、そもそも妓館で遊ぶことを好んでいなかった。

　彼がこの店を訪れるのは、遊ぶためではなく、概おおむね諫かん言げんのためである。

　だから細身の体に剣を携たずさえ、武官が着る軍服姿のままで店を訪れていた。皺しわの深いその顔は険けわしく、店に対する露ろ骨こつな嫌けん悪おが浮いている。

　軍ぐん務む卿きようガートルードは、館やかたの奥へと続く廊下を店の者に導かれながら、深ふか々ぶかと嘆たん息そくした。

（こんな折にも、あの方かたは──）

　内心で思ったその言葉は、決して口にはしない。

　あの方とは、第二王子たるレージクのことである。彼は今、この妓ぎ館かんに一人で来ているはずだった。

　国王と皇太子が死んでから、まだ三日しか経たっていない。そんな時期に邸てい宅たくを抜け出して妓館に入いり浸びたるなど、まともな神経の持ち主にできることではなかったが、レージクにとっては普通のことらしい。

　細い両肩をいからせるようにして、ガートルードは妓館の狭せまい廊下をすり抜けていった。

　ガートルードは、今年で五十八歳になった。彼には、レージクと歳としの近い長男がいる。貴族のくせに商魂がたくましく、ついに自ら事業を起こして、しかも成功してしまった変り種だった。

　ガートルードから見れば、彼は今一つ将来の不安な長男坊だったが──しかしレージクと比べると、ひどく出来のいい息子むすこに思えてくるのが不思議でもある。

　やがてガートルードは、奥まった一室に案内された。

　ノックもせずに、両開きの大きな扉とびらを開ける。

　すぐ目の前で踊っていた半はん裸らの女が、蠱こ惑わく的てきな微笑を不意の客たるガートルードに向けた。

　漂ってきた阿片アヘンの匂においに顔をしかめながら、ガートルードは薄暗い部屋の奥に、頽たい廃はい的てきな宴うたげに興きようじる主あるじの姿を探した。

「よう、軍務卿。なにか動きがあったか？　やっと下げ手しゆ人にんでも捕まったか──」

　その眠たげな声がした方向に、ガートルードは眼めを凝こらす。

　ぼんやりとした薄明かりの下、脇わきに娼しよう婦ふを侍はべらせた青年が、にやけた顔を向けていた。南方の強い酒を傾けながら、傍かたわらの女の体にしつこく手を這はわせている。レージクも女も半裸で、それがガートルードの眼にはひどく見苦しい。

　吐はき気けを堪こらえて、ガートルードはよく響く声を張った。

「下手人については、鋭えい意い捜そう索さく中ちゆうです。神殿騎士団も動いておりますし、近日のうちには──」

「もう捕まらんだろうさ。この大陸が、どれだけ広いと思っている？」

　レージクの薄笑いに、ガートルードは鼻筋を歪ゆがめた。

「無む駄だな労力を使うなよ。どうせ死んだ連中は生きかえらないぜ。適当な死体をもってきて、そいつを犯人に仕立てあげるといい。そういうのはお得とく意いだろう？」

　レージクの言葉はあまりに乱暴だったが、しかし一面の真理を突いていた。

　国王殺しから数日が経過し、すでに犯人捜そう索さくは絶望的だった。

　神殿にいた第四王子がたまたま仕し留とめたという巨きよ漢かんは、王宮騎士団によってその死が確認され、神殿側で遺い体たいを処理したと聞く。しかし肝かん心じんの王殺しは別の男で、その仲間も含めて、彼らの行方ゆくえは摑つかめていなかった。

　王家も手をこまねいているわけではない。各貴族の領地に通達を出し、怪あやしい者を探させている。

　しかし、もしその刺し客かくが他国の者だとすれば、国境を越えられればもう捕まえようがない。

　王を殺された、その現場で抑おさえなければならなかったのだ。相当な使い手が揃そろっていたとも聞くが、騎士達が揃いも揃って出し抜かれたというのは、情けない限りだった。剣けん聖せい、ウィスタル・ベヘタシオンも、とんだ醜しゆう態たいを演じたものである。

　犯人捜索の手を緩ゆるめるつもりはなかったが、今はそれよりも大事なことがあった。

　次の王──それが決まらないことには、政局が安定しない。

　レージクの言うとおり、死んだ人間はどのみち蘇よみがえらないし、仇あだを討うつのは後でもよい。極端な話、面めん目もくを保つだけなら、レージクの言うように偽にせの犯人を仕立てあげてもよいのだ。それで民衆は納なつ得とくするし、見せしめ的な体てい裁さいも整う。そうした事例そのものは、それほど珍しい話でもない。

　ガートルードは、次の王に向けて厳きびしく声を投げた。

「レージク様。王都にお戻りください。貴方あなた様は次の国王ですぞ。陛へい下かと殿下の葬そう儀ぎを執とり行った後には、即そく位いの式典も行わねばなりません。このような遊びは、しばらくお控えください」

「硬かたいことを言うな」

　レージクは、嘲あざけるような眼めでガートルードに笑いかけた。

「次の国王は俺おれなんだろう？　だったら、俺の権限でこの妓ぎ館かんを俺の執しつ務む室しつにしよう。それがいい。なぁ？」

　甘あまえてしなだれかかる娼しよう婦ふに口付けながら、阿片アヘンに酔よったレージクはそう言った。

　レージクの冗じよう談だんに、ガートルードは厳きびしい顔で応じた。

「レージク様。国王になるということは、その責せき務むを負うということです。これまでとは生活も変えざるを得ません。そろそろ、そのことを御ご自じ覚かくいただきたく……」

「自覚しているさ。これを遊び納めにすればいいんだろうが」

　レージクは、相変わらずのにやけた顔で応こたえた。しかし、そんな言葉に騙だまされるガートルードでもない。レージクの放ほう蕩とう癖へきは、すでに病やまいの域いきに達していた。王になれば、それこそ後こう宮きゆうを妓館にでも改造しかねない。

　レージクはグラスを傾けながら、吐き捨てるように呟つぶやいた。

「まったく、親父おやじも兄あに貴きもいい時に死んでくれたよ。兄貴の餓が鬼きに継けい承しよう権けんが移る直前だった。なぁ、軍ぐん務む卿きよう？」

「──レージク様。ご冗じよう談だんでも、そのような言動はお控えください。陛へい下かはご立りつ派ぱな王でした」

　同意を求める声を、ガートルードは窘たしなめた。レージクは鼻で嗤わらう。

「おまえもお袋ふくろも、本心じゃそう思っているくせに──俺おれが王になったら、サンクレット家は安あん泰たいだぜ。政治はおまえらに任せるからな。俺は──」

　レージクは傍かたわらの娼しよう婦ふを抱き寄せ、その頰ほおに舌を這はわせた。

「女と遊んでいたほうが楽しい」

　ガートルードは眩暈めまいを覚えつつ、レージクを睨にらんだ。

「──今宵こよいはもう遅おそくなりましたので、私も別室にて泊まります。明日あすの朝には、共に王都へと戻っていただきますぞ。葬そう儀ぎについても、正せい妃ひ様達だけに取り仕切られては、なにかと不ふ都つ合ごうです」

「わかってる、わかってる。いい夢を見ろよ、ガートルード」

「私は妓ぎ女じよは呼びませぬ。大事の前です」

　ガートルードは扉とびらを閉じ、深ふか々ぶかと溜ため息いきを吐ついた。

　レージクはまだ二十六歳と若い。放ほう蕩とう癖へきはいずれおさまってもらわねば困るが、今の姿を見ると、不安だけが胸を埋めた。

　母である第二妃が、彼を甘あまやかしすぎたことも原因である。また、幼い頃ころから皇太子の悪口を常に吹き込まれ続け、尊そん大だいで嫌味な性格に育ってしまった。

　ガートルードは、いまさらに第二妃のレヴィーアを恨うらんだ。

　彼女はガートルードの妹である。つまり続柄としては、レージクはガートルードの甥おいにあたるのだ。

　そこまで濃い関係がある以上、サンクレット家としては、レージクの味方をするのが当然のことだった。

　正当な継承権も、今はレージクにある。しかし皇太子の長男を支持する派は閥ばつは強く、レージクの資質を理由に、貴族達の議会が揉もめる可能性は充分にある。その背後には、正妃と第二妃の対立もあった。

　──あるいは、内乱になるのかもしれない。

　ガートルードは、場合によってはそれも仕方ないと思い極めていた。後にしこりを残すよりは、どちらかを滅ほろぼして、後こう顧この憂うれいを断つのも一策である。

　無む論ろん、負けて滅ぼされる側にまわるつもりはない。

　ガートルードは、領地に手紙を送っておいた。今頃は、祖父と息子むすこが一族を束たばね、兵を出す準備をしていることだろう。譜ふ代だいの名門として、サンクレット家は、その名にふさわしい働きを見せなければならない。

　運よく内乱が起こらずに済んだとしても、警備の名目で兵を集め、その威い容ようを他ほかの貴族達に見せつけておくことは無意味でないのだ。

　ガートルード・サンクレットは、今後の政局に思いを馳はせつつ、静かに英えい気きを養っていた。
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　こうるさい軍ぐん務む卿きようが消えた後、レージク・アルセイフはしばらく笑いを嚙かみ殺していた。

　傍かたわらにいた馴な染じみの娼しよう婦ふが、阿片アヘンのパイプを吸いながら、不思議そうにレージクを見る。

「〝国王陛へい下か〟、何がそんなにおかしいの？」

　鼻にかかった甘あまえ声で、女は呟つぶやいた。

　レージクは、その耳元に囁ささやき返す。

「うるさいおっさんだったろ？　堅かた物ぶつでなぁ。えらぶってて扱いにくいんだ、あれがまぁ」

　愚ぐ痴ちっておいて、レージクは唇くちびるを舌で湿しめらせた。

「……なぁ、いいこと、教えてやろうか？」

「なぁに？」

　レージクは、女の耳元で声を潜ひそめた。

「俺おれは、この国の王家を憎にくんでいるんだ」

　レージクの言葉に、女は嗤わらった。

「そうなの？　どうして？」

「さぁな。物心ついた時には、まわりの全部がもう嫌いだった。この国が兄あに貴きのもので、俺は指をくわえてそれを見ているだけだってのが嫌だったのか……いや、違うな。そんなことを思ったのよりも、もっと前に嫌いになったんだ。どうしてだったかな……」

　レージクは薄笑いを浮かべながら、女の体をまさぐった。

「そんな俺が、王になる、か──運命ってのはわからない。なぁ？」

「そんなこと言って──どうせ、いずれはそういう運命になる予定だったんでしょう？　ちょっと予定が早まって、いくつかの手て間まが省はぶけただけで──ねぇ、陛下？」

　女の言葉に、レージクはくっくっと嗤った。

「おまえも、俺の側そく室しつにしてやろうか？」

「ふふっ……悪くないお話。でも、私なんかが入れる場所じゃないんでしょ？」

「俺が国王になれば、それくらいどうとでもなるさ」

　レージクは阿片のパイプを女から受け取り、中の気体を軽く吸った。

「……そう。どうとでもなる。国王ってのは、一番上だ。やりたいことはだいたいできるぜ。たとえば──この国を滅ほろぼしたりとか、な」

　レージクは冗じよう談だんめかして呟つぶやき、薄く嗤わらった。

「あら、怖こわい……」

　娼しよう婦ふはしなだれかかって、レージクの首筋に唇くちびるを這はわせた。

　レージクは眼めを細め、そしてソファに身を横たえた。

　これからしばらく、この妓ぎ館かんに出入りするのも難しくなる──そんなことは、ガートルードに言われるまでもなくわかっていた。だからこそ、今日はここに来たのだ。

　ただし、忙いそがしくなるその理由は、ガートルードとは少し違っているかもしれない。

　レージクは女を抱きながら、恍こう惚こつの表情で眼を閉じた。

　一いち期ごは夢だという。

　ならば、自分の夢はどんなものなるのか──レージクはそんなことを考えながら、今宵こよいの夢を貪どん欲よくに貪むさぼった。

[image: ]







[image: 六．若キ司祭ノ選択]
















　ウルクはよく、夢を見る。

　その内容はだいたいが昔の思い出だったが、夢だけにところどころが入り乱れて、不自然な部分が目立つことも多い。

　フェリオと遊んでいたはずが、いつの間にか姉の傍そばでティータイムを過ごしていたり、神殿にいた次の瞬間には、アルセイフで住んでいた懐なつかしい家に移っていたり──

　その夜にウルクが見た夢は、比較的に見慣れたものだった。

　王宮から離れた閑かん静せいな場所に建つ、騎士団の宿舎──

　その周辺を囲む森の奥に、フェリオがいた。

　幼い体たい軀くに不ふ似に合あいな剣を構え、陽光の下、素振りを繰り返している。

　ウルクは木陰から、遠目にその姿を眺めていた。

　幼い頃ころの記憶に強く刻まれたその情景は、アルセイフにいた頃のものだった。

　フェリオはウルクの存在に気づいていない。

　ウルクの耳には、刃が風を切る音が聞こえていた。

　風がそよいでいる。

　木こ漏もれ日びの下を縫ぬうようにして、ウルクはフェリオを見ながら、ゆっくりとその周囲を巡った。

　なんとなく、声をかけるのが憚はばかられる雰囲気だった。汗だくになって剣を使うフェリオの姿は、ウルクの眼めに眩まぶしく映った。

　神殿育ちのウルクは、まともに体を鍛えたこともない。何が楽しくて、わざわざ苦しい思いをしているのかとさえ思う。

　だがフェリオは、その鍛たん錬れんを楽しんでいるようだった。表情は真剣そのものだが、楽しんでいなければ、そもそも続けていないはずである。

　そんなふうに打ち込める何かを、ウルクは持っていなかった。神しん官かんとしての学習は、嫌いではなかったが面白くもなかったし、それは日常の義務になっていた。

　ウルクはフェリオを眺めながら木の下を巡り、やがてある一本の木の下で立ち止まった。

　頭の上で、耳みみ障ざわりな音がした。

　ウルクは一瞬、フェリオから視線を外して、頭上を見上げた。

　そこにあったのは虫の巣だった。

　ウルクはその頃、まだ〝蜂はち〟という虫を見たことがなかった。蜂はち蜜みつを集める、人にとって便利な虫であることは知っていたが、彼らが持つ毒どく針ばりと、その危険性についての知識が欠けていた。

　ウルクは好奇心をもって、頭上にある大きな巣を見つめた。

　黄色と黒に彩いろどられた虫が、たくさん飛び交っていた。

　幼いウルクは、首を傾かしげてそれを見上げる。

　巣より上の枝に、数羽の鳥がいた。鷹たかのように大きな、黒い鳥である。漆しつ黒こくの羽毛と黒光りする鋭い嘴くちばしは、不ふ吉きつな印象を醸かもしていた。

　玄げん鳥ちようと呼ばれる種だが、アルセイフの辺りに生息するのは、それでもごく小さなものだった。北方の山岳地帯には、人よりも熊くまよりも大きな玄鳥が棲すむという。

　不幸を呼ぶとして、神殿からは忌いまれているが、ウルクは樹上の彼らを美しいと思った。

　その彼らは、何故なぜかフェリオをじっと見ていた。

　やがて、甲かん高だかく一声鳴き──飛び立った拍ひよう子しに、枝が落ちた。

　ウルクは慌あわてて身を避よける。

　落ちてきた木の枝は、幾いく度どか他の枝に跳ねて、そして蜂はちの巣を叩たたいた。

　ウルクは眼めをしばたたかせた。

　ぶら下がった大きな巣が左右に揺れ、下部についた穴から、たくさんの蜂が飛び出してきた。

　驚いて、ウルクは手をかざして退しりぞいた。

　虫の羽音がうるさいほどに勢いを増し、怯おびえたウルクは逃げようとした。しかし数歩を駆けたところで、木の根に脚あしがもつれ、その場に転んでしまう。

　虫の群れが迫ろうとしたその矢先に、刃が風を切る音がした。

　汗に濡ぬれたフェリオの背が、目の前に飛び出してきた。

「ウルク！　動くな！」

　そう叫びながら、フェリオは剣を振り回した。

　一いつ閃せん、二閃とするうち、たちまちに小さな蜂が叩き落とされた。しかし、いかにもその数が多すぎる。蜂達は黒い塊かたまりになって、フェリオの身を包もうとしていた。

　ウルクは悲鳴を上げそうになった。

　その次の瞬間、フェリオは片手でウルクの身を軽々と肩に担かつぎ上げ、一いつ散さんに走り出した。

　森を横切って小川を飛び越え、王宮騎士達の宿舎に飛び込む。

　そして扉とびらを閉めるや、フェリオはウルクを床ゆかに降ろした。

　ウルクは、そのままかくんと膝ひざを折った。

　──怖こわかった。ほんの一瞬の恐怖だったが、ウルクは確かに、〝恐怖〟というものを感じた。間近に迫った蜂の黒い複ふく眼がんが、脳のう裏りに焼きついている。

「刺されなかったか？」

　その問いに、ウルクは言葉もなくただ頷うなずいた。

　フェリオは安あん堵どしたように微笑を見せ、そして自らの腕をつねり始めた。

　フェリオは蜂に刺されていた。傷をつねって毒どくを出し、そして桶おけに汲くんであった井戸水で洗い始める。痛みにやや顔をしかめながらも、フェリオは微笑を浮かべていた。

「あんなところに立っていたら危ないよ、ウルク。ウィータ神殿には、蜂はちもいないのか？」

「……は、はい……いえ。いるにはいるはずですが、巣を見たのは初めてで……」

　少し声を震わせながら、ウルクはやっとそう答えた。

　──フェリオの微笑が、不意に固まった。石せき像ぞうのようになって、その肌はだが黒く変色する。

　ウルクは呆ぼう然ぜんと、その様子を見ていた。

　足元が、沼に転じていた。

　固まったフェリオが、その沼に沈んでいく。ウルクは慌あわててその手を摑つかもうとした。しかし何故なぜか、脚あしが動かず、近づくことができない。

　フェリオの姿は、子供の頃ころのそれではなく、〝今〟の成長した姿に変わっていた。ウルクもまた、今の自分になっていた。

　剣を片手に、フェリオが沈んでいく。ウルクは必死に手を伸ばすが、ひどく二人の距離が遠い。

　石像となったフェリオの微笑は、どこか哀かなしげだった。

　その笑顔に、ウルクは胸が締め付けられるような痛みを感じた。

　フェリオの名を叫んだ。何度も何度も呼んだ。

　世界が暗転し、沼が広がり、そしてフェリオは顔まで沈んで、残るは手だけになった。

　ウルクは手を伸ばす。届かない。それが悔くやしく、そして哀しい。

　ウルクは悲鳴をあげた。

　沼が血の色に転じた。

　そこかしこに、死体が浮かび上がってきた。

　首や腕を刎はねられた司し祭さい達──

　その中に、火傷やけどを負ったフェリオの姿も見えた。

　ウルクは眼めを閉じ耳を塞ふさいで、その場に座り込むや、大声で泣き始める──
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　なかば弾はじかれるようにして、ウルクは寝台ベツドから跳ね起きた。

　半身を起こして、激しく肩で呼吸をする。

　その全身には、びっしょりと冷たい汗をかいていた。

　心音は気味悪いほどに速く、そして大きい。乳房の下で、心臓が別の生き物のように跳ねていた。

　ウルクは、額の汗を掌てのひらで拭ぬぐった。

　──嫌な夢だった。だが、その悪あく夢むはここ数日、ずっと続いている。

　寝乱れた空色の髪が、冷たく肌はだにまとわりついていた。ウルクは呼吸を整えながら、その髪を手て櫛ぐしで整えた。

　目許には、涙が浮いていた。

　夢の最後の光景は、数日前、フォルナム神殿の祭殿で見たものだった。

　御柱ピラーから突然に現れた、かぼちゃ頭の来訪者ビジターが、その場にいた神しん官かんや衛兵達を次々と殺した場面である。

　祭殿から逃げ出した後、脚あしが竦すくんで動けなくなってしまったウルクを、フェリオは昔と同じように、安全な場所まで運んでくれた。

　ただ──蜂はちに刺された時は、ずっとウルクの傍そばにいたが、フォルナム神殿での彼は、すぐに戦場となっていた祭殿に駆け戻ってしまった。

　そして、ウルクが次に彼を見た時──フェリオは、寝台ベツドの上で包帯を巻かれていた。

　閉ざした眼めは石せき像ぞうのように動かず、ウルクはその顔を見た瞬間、背筋にひどく冷たいものを感じた。

　怪け我が自体は、ごく軽傷だった。脳のう震しん盪とうでも起こしたらしいが、ともあれ今は無事である。

　だがウルクは、その時、確かに〝恐怖〟を感じていた。蜂のような怖こわさとは、また質の違った恐怖である。

　──フェリオは無む茶ちやをする。

　それが怖かった。

　いつか、取り返しのつかないことになって、そして彼は、自分の前から永遠にいなくなってしまうような気がした。

　彼は一国の王子である。本来なら安全なところに隠かくれて、戦うのは部下達に任せておけばいいのだ。だが、彼の気き性しようはそれを善よしとしていない。護まもりたいものを護るためなら、フェリオは平気で無茶をする。そんな彼の性格は、人を惹ひきつける反面、ひどく危険な気配もはらんでいた。

　ウルクはそれが不安で、彼に無理を言って同行した。

　具体的に何ができるかはわからないが、ウィータ神殿の司し祭さいであり、また神しん姫きの妹である自分の肩書きが、フェリオを護れることがあるかもしれない。

　悪あく夢むから眼を覚ましたウルクは、心音を鎮しずめようと、両腕で自分の体を抱いた。

　震えはまだ止まらない。

　レースのカーテン越しに、窓から朝の光が薄く差し込んでいた。

　ウルクは自らの体をさすりながら、寝台から脚を下ろし、その窓辺に寄る。

　カーテンをめくると、朝あさ靄もやの向こうに深い緑が広がっていた。

　ここは神殿ではない。アルセイフの王都にある、ウィスタル・ベヘタシオンの邸てい宅たくである。

　ウルクは今、フェリオと共に、その邸宅に住み暮らしていた。王子であるフェリオは、本来ならば城の一角に住むべきなのだが、今は万事が微妙な時期である。

　王と皇太子の葬そう儀ぎを控え、フェリオは今、この屋敷で表向きは〝静養〟をしていた。

　神殿を襲った謎なぞの敵と戦い、その戦闘で負った軽傷を癒いやすための静養だったが──当のフェリオの怪け我がは、擦かすり傷きずと軽い火傷やけどが主で、静養が必要なほどではなかった。

　つまるところ、静養というのはただの建たて前まえで、実のところは謹きん慎しんである。王の死に関かかわっていないという身の潔けつ白ぱくさえ、まだまともに証明されていない。政治的な動きを封じる理由もあってか、フェリオは王都に戻るなり、城ではなくウィスタルの屋敷で葬儀までの日々を過ごすことになった。

　国王と皇太子の死亡に際しては、フェリオとウィスタルの関かん与よを疑うあらぬ噂うわさまで出ているという。嫌けん疑ぎのもう一方の対象であるウィスタルは、謹慎どころか、有力な貴族達との折せつ衝しように忙いそがしい。

　その差はそのまま、アルセイフにおける、フェリオとウィスタルの存在感の差でもあった。

　窓の下、木々の拓ひらけた場所に、その二人がいた。

　互いに剣を手にして、正面から睨にらみあっている。

　じりじりとその脚あしが動いてはいたが、ごくゆっくりとした動きだった。

　ウルクはその姿を見つめながら、服を着替えはじめた。借り物の寝しん衣いを脱ぎ、神しん官かんの衣ころもを身にまとう。髪を整え、鏡で姿を確認した後で、また窓辺に寄った。

　着替えが終わっても、なおフェリオとウィスタルはそのままでいた。

　ウルクは首を傾かしげる。剣の鍛たん錬れんをしているように見えるが、二人はただ、構えをとって睨みあっているだけだった。

　部屋を出て階下に降りると、食堂に騎士のライナスティとディアメルがいた。テーブルを挟はさんで向かい合うように座り、広い窓から外のフェリオ達を眺めている。

　ウルクは小さな声で挨あい拶さつをした。

「おはようございます。ライナスティ様、ディアメル様」

　二人が揃そろって振りかえった。金髪の青年は、ウルクを見るや相そう好ごうを崩くずした。

「や、ウルク様。おはようございます。よく眠れましたか」

「はい、おかげさまで──それより、何を御ご覧らんになっているのですか？」

　黒い肌はだの娘が、苦笑を見せる。

「ウルク様も御覧の通りです。フェリオ様とウィスタル様の手合わせを」

「でも、動いてらっしゃらないようですが──」

　ライナスティが肩を竦すくめた。

「あのお二人の域までいくと、俺おれらにはもう何がなんだか──とっとと打ち合えば決着もつくはずなんですけどねぇ。どっちが勝つかはわかりませんが」

　ウルクは眼めを丸くした。

「フェリオ様は、そんなにお強いのですか？」

　ライナスティの眼めが宙ちゆうを泳いだ。

「えぇと……十回戦ったら、一回か二回はフェリオ様が勝ちそうかな？」

「そんなものだろう。まだウィスタル様のほうが腕は上だが、いざという時のフェリオ様の速さは神かみ懸がかり的だ」

　ディアメルはライナスティに向けてそう応こたえた後で、ウルクを見つめ、

「フェリオ様はお強いですよ。私達でも、もう滅めつ多たに勝てません。昔はよく、フェリオ様の鍛たん錬れんに付き合ったものですが、今ではこちらが鍛錬されているような気分ですね」

　自じ嘲ちようするように、そのくせ、どこか嬉うれしそうにそう言った。

　ライナスティも笑う。

「まったく。ちょっと前までは、ちっこいただの子供だったのになぁ……そういや、団長も十六、七の時には、もういっぱしの剣士だったらしいですよ。あの二人、こうしていると、まるで親子みたいです」

　ウルクも窓から二人を見た。

　紫むらさき色いろの髪をしたフェリオと、白髪しらが頭あたまのウィスタルとでは、見た目は似ていない。体格も、ウィスタルは滅多に見ないほどの巨きよ軀くだが、フェリオは筋肉質ではあるものの、線が細く背も平均的である。

　しかしライナスティの言うとおり、二人が並んで向かい合った様さまは、どこか似ているようにも見えた。構えがほとんど同じというせいもあるが──なにより、眼つきが似ているのだ。

　ライナスティはしみじみと嘆たん息そくした。

「フェリオ様も団長も、筋がよかったんでしょうね。才能ってのはあるもんです」

「ライナスティ、それは違う。倦うまず弛たゆまずの鍛錬があればこその、あの腕前だ。それに、飲み込みの早い子供のうちから、良き師について剣を始めたこともよかっ……」

　ディアメルが呟つぶやくうちに、森の中で変化が起きた。

　ウィスタルの剣が、するすると伸びるようにしてフェリオに近づいた。実際に伸びたわけではない。ウィスタルの足あし捌さばきが滑なめらかすぎて、食堂のウルクからはそう錯さつ覚かくして見えたのである。

　フェリオがそれに反応して、脇わきに数歩を跳ねた。

　ウィスタルは剣先を巡らせてそれを追う。

　弓から矢が弾はじかれるようにして、フェリオがその懐ふところに飛び込んだ。

　ウィスタルの剣が動き、フェリオはそのまま、脇をすり抜けてウィスタルの背後に出る。

　それと同時に、両者が構えを解き、揃そろってその顔に笑みを浮かべた。

　どちらが勝ったのか、それとも引き分けだったのか、ウルクにはさっぱりわからない。

　ライナスティとディアメルも、顔を見合わせていた。

　ライナスティが顎あごをしゃくって問う。

「どっちだ？」

「……よく見えなかった。ウィスタル様が有利だったように見えたが──」

「フェリオ様の動きも悪くなかったか。態勢は微妙ってとこだな」

　やがて勝手口を通り、フェリオ達が食堂に入ってきた。ウルク達は二人を出迎える。

　あまり動いていないように見えたが、フェリオはひどく汗をかいていた。

　ライナスティがにやけて問う。

「で、今日はどっちが勝ちました？」

　フェリオは力の抜けた苦にがい笑みを見せて、ウィスタルのほうに視線を送った。

「今日も俺おれの負け。ウィスタルの勝ちだ」

　さばけた調子で応こたえたフェリオは、ウルクに向き直った。

「もう起きていたのか。眠れなかった？」

「いえ、よく眠りました」

　本ほん音ねをいえば、少し体はだるかった。だが、今日は国王と皇太子の葬そう儀ぎがある。フェリオに余よ計けいな気を遣つかわせたくない。

　フェリオは首を傾かしげて、ウルクの額に手を伸ばしてきた。

　ウルクはびくりとした。フェリオの熱い手が額に添そえられ、その熱が肌はだに移る。

「……顔色があんまりよくないと思ったけど、熱はないみたいだ。慣れない環境だろうから、無理しないでくれよ」

　フェリオの優やさしい言葉に、ウルクは微笑を見せて頷うなずいた。

「無理も何も、私はここで何もしておりません」

　ライナスティが、わざとらしくウルクを指差した。

「……あんなこと言ってますよ、ディアメル姐ねえさん」

「……お前も少しは見習え」

　ディアメルがライナスティの頭に[image: 拳]げん骨こつを落とした。

　ウルクは、この邸てい宅たくで家事の一切をしていた。

　独身のウィスタルは日ひ頃ごろ、騎士団の宿舎で暮らしているため、用意された邸宅はいつも無人だった。手伝いの家政婦すらおらず、フェリオがここに謹きん慎しんと決まった折には、王宮から手を借りてくる予定だったほどである。

　しかし、ウルクがその役を買って出たため、その必要もなくなった。

　フェリオはしきりに、そんな真似まねはさせられないとごねたが、意外にもウィスタルがウルクの願いをすんなりと聞き入れてくれた。

　苦労人のウィスタルは、フェリオの役に立ちたいというウルクの心を汲くんでくれたらしい。

　肩書きはともかく、ウルクも本質は十六歳の娘である。司し祭さいになってからはともかく、ただの神しん官かんだった頃ころには、よく神殿の賄まかないを手伝っていた。年とし相そう応おうに、そうした仕事を楽しむ素地もある。

　今、この邸てい宅たくには、フェリオとウィスタル、ウルクだけでなく、護衛役としてライナスティとディアメルも同居していた。

　女騎士のディアメルは、料理がからっきしだった。その方面はウルクが一人で受け持ち、洗せん濯たくなどでは彼女も手伝ってくれている。

　ほんの二日三日のことだったが、それは噓うそのように平へい穏おんで、和なごやかな日常だった。

　嵐あらしの前の静けさとは陳ちん腐ぷにすぎる言葉だが──ウルクは、そんなことを考えずにはいられない。

　ウィスタルの館やかたにいると、外の情報はほとんど入ってこなかった。乱が起きたという話もなく、表向きは国王の葬そう儀ぎに向けて、順調に準備が進んでいるらしい。

　だが、今日──その葬儀が終われば、自じ粛しゆくしていた策さく謀ぼう家か達が動き始める可能性は高い。その策謀が内乱を阻そ止しする方向へと向かえばいいが、派は閥ばつが分かれている以上、どちらかの勢力にとってはおもしろくないことになるはずだった。

　そしてウルクは、今朝の悪あく夢むを思い返す。

　目の前にいる少年は、純粋で真っ直ぐで、優やさしい性格をしていた。剣の腕もあり、誰だれかのために危険な場所へ突っ込むだけの勇気も備えている。

　そんな人物が、戦乱では生き残れないことぐらい、世間知らずのウルクでも想像がついた。

　今のフェリオの勇気は、無む謀ぼうや無む茶ちやと紙一重なのだ。

　彼自身に、その自覚があるのかどうかもわからない。

　目の前のフェリオは、ライナスティと冗じよう談だんを交わし、無む邪じや気きに笑っていた。

　ウルクは顔で微笑を見せながら、心の奥底で震える。

　こんな日々は、決して長く続かない──そんな予感があった。
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　アルセイフの王都であるセイラムは、歴史と伝統が色濃く残る古都だった。

　かつては戦争で荒こう廃はいしたこともあったが、アルセイフという国が成立してからは、ここまで敵に攻め込まれたことはない。もっとも、王都陥かん落らくなどという事態になれば、それはそのまま国の滅めつ亡ぼうをさえ意味しかねないだけに、当然のことではある。

　その王都に古くからあるセイラム第一教会は、古都の中でも特に歴史のある建物だった。

　長く風雨に耐えてきた石造りの建物には、蔦つたが一面に這はっている。

　一見すると廃はい墟きよのような印象ながら、外壁以外の場所、庭や建物の内側などは、小こ奇ぎ麗れいに整っていた。

　そのセイラム第一教会は、フォルナム神殿の直ちよつ轄かつする教会でもある。大地を信しん奉ぽうするフォルナム神殿では、植物は神しん聖せいなものであり、外壁を這はう蔦つたさえも教会の設計のうちだった。

　この日は、王宮にて王と皇太子の葬そう儀ぎがあり、それに伴ともなって第一教会でも二人の冥めい福ふくを祈いのる式典が行われていた。

　その場に王室の関係者などはいないが、王宮に入れない民は、こうした教会で祈りを捧ささげるのが慣例である。

　常よりも遙はるかに多いその参拝者の列を、一人の女おんな神しん官かんが、教会脇わきの宿舎から見下ろしていた。

　その二階の窓は、木戸でもって目め隠かくしがされている。

　女神官は、わずかな隙すき間まから列を覗のぞき見し、彫ちよう像ぞうのように立ち尽くしていた。

「おもしろいものでも見えますか」

　その背後から、別の神官の声が響いた。

　女神官は姿勢を崩くずさないまま、ぽそりと答える。

「──あぁ。王家とやらに忠実な、不思議な連中が見えるな」

　その答えに、若い神官は苦笑した。

「人には信仰の対象が必要なのです。神殿もその一つ、王家もその一つ──貴方あなたがたにしても、〝玄げん鳥ちよう〟を神聖なものとして扱うでしょう？　同じようなことですよ」

「神殿が信仰されるのはなんとなくわかる。けれど王家は──私には、やっぱりよくわからないな。税金を取られるだけだろう？」

「王家があることで、民は他国から守られます」

　女神官は、冗じよう談だんを聞かされたように笑った。

「その王家のせいで内乱の危機が起きているのに？　ジラーハでは王家がなくてウィータ神殿が治めているだろう。ここもフォルナム神殿で治めればいいんだ。隣のシビュラを見てみろ。こことは逆に、正当な後継者がいなくて悩んでいる。王家が治める仕組みなんてものが、時代遅おくれな証しよう拠こだ」

「……参りました。貴方を説せつ得とくするのは、容よう易いなことではなさそうです」

　その神官は苦笑して、部屋の椅子に座った。

　窓の傍そばにいた女神官も、その向かいに腰を下ろす。

　銀色の髪を短く切り揃そろえた女神官──シルヴァーナは、にっこりと神官に笑みを向けた。

「貴方と会うのはひさしぶりだな」

　神官は深ふか々ぶかと一礼した。

「えぇ。ごぶさたしております。さっそくですが、コウ司し教きようからの伝言です。〝カシナート司教の間諜スパイが動き回っている。しばらく輝石セレナイトの供給は先延ばしに〟とのことでした」

　神官の言は、シルヴァーナにとっては充分に予想のついていた内容だった。

「承うけたまわった。長老連に伝えておこう。なに、一年や二年、供給が止まっても、どうにかなるくらいの蓄たくわえはある。心配は要らない」

「しかし、そちらではタートムの侵しん攻こうも──」

　神しん官かんは心配げにそう呟つぶやいた。

　女神官に化ばけたシルヴァーナは、窓の外に親指を向けて見せる。

「今はむしろ、この国のほうが危ないくらいじゃないのか？」

　フォルナム神殿から臨時に派は遣けんされてきた神官は、怪け訝げんそうに眉まゆをひそめた。

「ついさっき、仲間達から連絡が届いた。タートムの軍勢が、国境付近を目指して動いている。表向きは、私達への備えらしいが──この機会を狙ねらっているとしても、不思議はない。連中は領土に対して貪どん欲よくだ。タートムの王も怖こわいが、国境付近の領主、カルバイも充分に危ない相手だぞ」

　神官の目許が、険けわしさを増した。

「国王と皇太子の死による混乱を狙って……？　いかにタートムが悪あく辣らつでも、そこまでは……」

「だから神殿の人々は甘あまいといわれる。タートムの王なら、それくらいは平気でやる。猛もう獣じゆうの前で隙すきを見せるほうが馬ば鹿かなんだ。あんな枯れた土地を治めていれば、フォルナムの加か護ごを受けたこの大地は、宝物に思えるだろうな」

　シルヴァーナは溜ため息いきを吐ついた。彼女自身、カシナートという猛獣から身を隠かくすため、心ならずもこの教会に身を寄せていた。

　今、アルセイフという獲え物ものを前にして、隣りん国ごくのタートムは爪つめと牙きばを研といでいる。シルヴァーナはカシナートの眼めから一時的にせよ逃れられたが、アルセイフという国は動けない以上、簡単に身を隠すというわけにもいかない。

　神官は呻うめいた。

「──しかしそれは、我々、フォルナム神殿側としてはどうしようもありません。この国の王家と貴族達の問題です」

「まぁね。お手並み拝見、というところか」

　冷たく言い放つシルヴァーナに、神官が不思議そうな視線を向けた。

「もし、アルセイフが制せい圧あつされるようなことがあれば──それはそのまま、フォルナム神殿がタートムの庇ひ護ご下かに入るということでしょう。貴方あなたがたも、それでは困るのではないですか？」

「あぁ、困るよ」

　シルヴァーナはあっさりと認めた。

「困るけれど、どうしようもないだろう？」

「……はぁ。確かに」

　神官のその素直な反応に、シルヴァーナはくすりと笑った。

「困らないで済むように、多少のことはするつもりだ。結局は長老連の判断次し第だいだけれどね。さて──」

　シルヴァーナは、神しん官かんの衣ころもを脱いだ。その下には、街まちの人間と同じような、目立たない木も綿めんの服を着込んでいる。

「私はすぐにここを出る。なんでも、逃げた来訪者ビジター達の片方が、ここらに来ているらしい。そっちも探してやらないといけない」

「落ち着いて潜せん伏ぷくしている暇ひまもありませんね」

　神官が同情するように言った。

「どうせ身一つだし、せわしないのはいつものことさ。それじゃあ、また近いうちに」

　シルヴァーナは軽く片手をあげて、神官を部屋に置いたまま、扉とびらを出て行った。

　教会の敷地を出たところで、一台の馬車が、目の前の石いし畳だたみをゆったりと通り過ぎた。

　さりげなく振り仰あおいだその窓に、どこかで見たような顔が見えた。

　記憶を手た繰ぐるまでもなく、シルヴァーナは咄とつ嗟さに顔を伏せる。馬車には、深ふか紫むらさきの髪をもつ少年が乗っていた。

　この国の第四王子、フェリオ・アルセイフ──二週間ほど前に、シルヴァーナは彼ともう一人の少女を、神殿騎士達から助けたことがあった。気づかれて困る相手でもないが、強しいて気づかれる必要もない。

　シルヴァーナは顔を隠かくすようにして背を向け、足早に馬車とは逆方向へ歩み去った。
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　国王ラバスダンと皇太子ウェインの葬そう儀ぎは、合わせてしめやかに進んだ。

　王宮に併へい設せつされた教会の大だい聖せい堂どう──

　多くの貴族達が整然と並ぶ前に、二つの棺ひつぎは並べられ、その前列に王家の面々が並んでいる。

　アルセイフ王家の葬儀は、代々、控えめに行われるのが慣例だった。婚こん儀ぎは盛大に、葬儀は簡かん略りやくにという国民性が、王家にも表れている。

　葬儀の間、フェリオは聖堂の端に座り、棺の傍そばに控える身み内うちの姿を眺めていた。

　いずれも黒い喪も服ふくを着ている。

　棺にもっとも近いのは、正せい妃ひのマリーベルだった。皺しわの深い険けわしい顔立ちには、哀かなしみよりも威い厳げんが目立つ。政せい務む卿きようを務つとめるカリウス家につながる出しゆつ自じで、家柄も申し分のない妃きさきである。

　そのすぐ脇わきには、皇太子の妃、ラウナと、その息子のアーベルトがいた。未亡人となったラウナはまだ二十七歳、アーベルトに至っては二歳である。彼などは立つのがやっとで、とても父と祖父の死を理解しているようには見えない。

　もし皇太子が即位していれば、すぐにも彼が、王位継けい承しよう権けんの一位を得ていたはずだった。

　そしてやや離れて、第二王子のレージクと、その母である第二妃、レヴィーアがいる。さらに第三王子のブラドーと、第だい三妃ひロデリア、政せい務む卿きようダスティア・カリウス、軍ぐん務む卿きようガートルード・サンクレット、外がい務む卿きようのラシアン・ロームと続いて、フェリオはやっとその脇わきにいた。

　フェリオの傍そばにいる要よう職しよくの三名は、そのまま正妃や第二妃、第三妃と関係の深い親族でもあり、ひいては国王の親族にもあたる人物である。

　フェリオからは、父の棺ひつぎも兄の棺も遠い。その距離はそのまま、生前の疎そ遠えんな関係を示しているかのようだった。

　あからさまにフェリオを無視していた長兄のことは苦にが手てだったが、父のラバスダンに関しては、その息子むすことして死を悼いたむつもりもあった。

　だが、どうにも涙が出てこない。

　所しよ詮せんはその程度の関係だったのだろうとも思う。わざとらしく泣く皇太子妃や、第二妃や第三妃を見ていると、逆にひどく冷さめた心持ちにさえなった。

　正妃のマリーベルは、泣いてはいなかった。背筋を伸ばして毅き然ぜんと立ち、心に秘めたことがあるかのように、じっと沈ちん思ししている。齢よわい五十五に達して、夫と息子とを同時に亡なくしたその婦人は、硬かたい表情のまま棺に華はなを添そえた。

　そして残された二人の兄達も、泣いてはいなかった。神妙な面持ちではあるものの、レージクのそれは明らかに演技で、ブラドーはただ呆ぼう然ぜんとしている。

　献けん花かが進む中、その二人の兄を、フェリオは交互に見た。

　顔に濃い化け粧しようを施ほどこしたレージクは、一種異様な気配を醸かもしていた。唇くちびるに暗い色の紅べにを差し、不健康な肌はだの色を塗ぬり物ものでごまかしている。遠とお目めにはともかく、近くから見れば首を傾かしげてしまう化粧だった。

　器用に隠かくしてはいたが、時折、その顔が欠伸あくびで不自然に歪ゆがむ。どうやら寝不足らしい。

　第三王子のブラドーは、まったくいつもの通りである。生気の欠けた細いうりざね顔に、気弱げな表情を乗せ、何度も大きな溜ため息いきを吐ついていた。身み内うちの死を嘆なげいているというよりは、たんに病弱な身が疲れて、そのために呼吸が大きくなっている様子である。

　いずれも、冷めたものだった。

　それは身分の低い臣下達の眼めには、哀かなしみを毅然として耐える姿として映るのかもしれない。しかし、王家内部の複雑な事情を知る貴族達などにとっては、いたって当然の光景でもあった。

　フェリオはこっそりと溜め息を吐く。

　事実、自分達の関係は、〝家族〟などといえるものではないのだ。兄達からも他人扱いされることの多かったフェリオは、特にそう思っている。

　この場にいる者達の関係の複雑さは、身内であるフェリオでさえ混乱しがちなほどだったが、なんのことはない、要するに〝それぞれ仲が悪い〟のだった。

　程度の差はあれ、完全に信頼しあえるような関係が、この場の者達には欠けているのである。そしてそのことが、そのまま権力闘争や打だ算さんにも直結している。

　その輪から外れがちなフェリオからすれば、いずれも我が身が可愛かわいい、権力に狂くるわされた人々だった。特に、各王子の母親達にはその傾向が強く、まともな貴族達からも懸け念ねんされている。

　フェリオや他の有力貴族達が献けん花かを済ませる中、棺ひつぎの傍そばに立った司し教きようが、教きよう典てん通りの別れの言葉を紡つむいでいった。

　席に戻ろうとしたフェリオを、第三王子のブラドーが見ていた。視線が合った瞬間に、ブラドーはすぐ視線を棺へと戻したが、フェリオはそこに、兄の一瞬の目め配くばせを感じたような気がした。

　その兄だけは、フェリオを弟として認識してくれていた。それでも母親達に遠えん慮りよして、さほど親しい仲になることもなかったが、フェリオも彼のことだけは一応の兄だと思っている。

　その視線で何を言わんとしていたのか──フェリオには、自然と察せられるものがあった。

　ブラドーもまた、微妙な立場である。

　現在の王位継けい承しよう権けんはレージクにあり、それに対抗する勢力として、皇太子の息子むすこを担かつごうとする正せい妃ひ達の一派がある。

　一方でブラドーは、母である第三妃が正妃とやや近い関係にあるため、本人の意思とは無関係に、必然的にレージクと対立していた。

　フェリオとしては、同情を禁じえない。

　ブラドーは、母親にはもちろん、臣下達にさえ逆らえないほど精神の弱い王子だった。レージクのように放ほう蕩とうをする気力さえなく、フェリオより三つ年上の十九歳ながら、もう老人のような印象を醸かもしている。生まれつき体が弱いせいもあるが、活力に欠けるその姿は、平時から見ていて痛いた々いたしいほどだった。

　その周囲には、皇太子の閥からも第二王子の閥ばつからも頼みにされない、出来の悪い一部の貴族達が、彼を利用しようと集つどっている。

　さまざまな人々の毒どく々どくしい思おも惑わくに彩いろどられながら、葬そう儀ぎはゆったりと、静せい粛しゆくに進んでいった。

　棺の中の死者二人は、もうすでに灰となっている。

　本来ならば、その棺ごと火葬にするのがアルセイフの風習だった。しかし、遠いフォルナム神殿から死体を搬はん送そうし、さらに葬そう儀ぎまでに時間がかかったことで、死体は腐ふ敗はいが著しかったらしい。そのため検けん死しだけを行い、正式な葬儀の前に灰としてしまったのである。

　地方の有力貴族が着く前に大規模な葬儀を行うわけにもいかず、それは仕方のない措置だった。

　大きな棺の中には、彼らの骨を納めた小さな壺つぼだけがある。

　ほんの数日前まで生きていた人間が、今は小さな壺に、骨となり、灰となって収まっている。

　ウェイン皇太子のものは、このままたんに埋まい葬そうされるだけだった。しかしラバスダン王のものに関しては、半分を王家の墓に埋葬し、残りの半分を〝王おうの断だん崖がい〟から撒まくことになっている。

〝王おうの断だん崖がい〟は、王都の東にある。

　その一帯は王家専用の狩かり場ばで、建国の王が景観を愛した地でもあった。崖がけ下したには大河が流れており、その向こう側には深い密みつ林りんが広がっている。

　王の遺い灰はいをその崖から河に撒まくことは、初代の王から続く伝統である。歴代の王もまた、その大河から海へと流れて行ったのだ。

　明日には、王の近親者と有力貴族達が、揃そろってその崖へと向かう。また、直接に葬そう儀ぎに関かかわらない民衆にとっては、その行列を見送ることが王への弔ちよう意いを意味していた。

　それで葬儀は終わり、次に来るのは〝新しい王〟を決めるための暗あん闘とうである。

　レージクか、皇太子の息子むすこであるアーベルトか──

　順当に考えればレージクだが、政局がどう流れるかは、フェリオにもわからなかった。

　人の心を見み透すかすことはできない。

　兄弟や親しん戚せきさえも信頼に値あたいしない貴族の社会では、いざ全すべてが決まるその時まで、誰だれに寝ね首くびをかかれても不思議はないのである。

　居並ぶそれぞれの心に、それぞれの刃を感じながら、フェリオはじっと式の終わりを待っていた。
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　聖せい堂どうでの葬儀が終わると、人々は明日に備え、思い思いに散っていった。

　席についていた貴族達が、粛しゆく々しゆくと扉とびらを抜けていく流れに沿いながら、フェリオも聖堂を出る。

　扉を出てすぐに、水色の髪を束ねた少女が駆け寄ってきた。出てくる人々の邪じや魔まにならぬ位置で、フェリオを待っていたものらしい。

　フェリオも行列から外れて、その傍そばに歩み寄った。

　二人は石いし畳だたみの端に寄った。

　その少女、ウルクは指を祈いのりの形に組み、フェリオを見つめる。

「フェリオ様、どうか、お気を落とさずに──」

「大丈夫だよ、ウルク。大きな声じゃ言えないけれど、あんまり──哀かなしくもないんだ。父上とも兄上とも、ほとんど話したこともなかったから」

　フェリオは本ほん音ねを呟つぶやいた。

　ウルクは口を噤つぐみ、ただ聖堂に向かって一礼をした。

　フェリオの後から、正せい妃ひ達の一行が姿を見せた。

　正妃マリーベルは、佇たたずむフェリオとウルクを冷ひややかに一いち瞥べつしたのみで、そのまま一言も発さず、取り巻きの貴族達と共に歩いていった。皇太子妃ひ、そして皇太子の幼い息子むすこも、その中に加わっている。

　第二妃と軍ぐん務む卿きよう、第三妃とブラドーと、次々に貴人達が通り過ぎる中に、レージクの姿もあった。

　レージクは、ウルクを連れたフェリオに、いかにも意外そうな眼まな差ざしを送り、そして蔑さげすむような薄笑いを見せた。

　彼が何を勘かん繰ぐったのかは想像がつく。不快感はあったが、フェリオはそのまま彼が通り過ぎるのを見送った。

　行列の最後に現れたのは、外がい務む卿きようのラシアン・ロームと、政せい務む卿きようのダスティア・カリウスだった。

　六十歳の政務卿、ダスティアは、低い背に不ふ釣つり合あいなほど大きな頭を持った老人だった。その外見には愛あい嬌きようがあったが、いざとなれば押しの強い政治家の側面を見せる、油ゆ断だんのならない有力貴族である。

　共にいるラシアンは、こちらは背が高く容よう姿しも整った初老の男で、王宮の中では中高年の女官達から人気を得ていた。いかにも貴族然とした姿ながら、同時に気さくな性格でもあり、外交で手腕を発揮している。年は五十歳と、ダスティアよりひと回り若い。

　その二人の小さな会話が、フェリオの耳に漏もれ聞こえてきた。

　ダスティアが呟つぶやく。

「……それなら、貴方あなたはどうされるのです？」

「別にどうもいたしません。新しい王にお仕えするだけですよ」

　応こたえるラシアンの声も、ごく小さい。

　ダスティアが詰め寄る。

「ですから、どちらを新しい王にするのかと……」

「それを決めるのは、貴方がたにお任せします。私は外交が専門ですので、他国との関係にしか興味はございません」

　嘯うそぶくラシアンに、フェリオは内心で苦笑した。食えない男なのだ。

　ダスティアは自他ともに認める皇太子派の首しゆ魁かいである。彼としては、その派は閥ばつにラシアンを迎えたいのだろうが、ラシアンは悠ゆう々ゆうとしてなびかない。それでいて、彼にはダスティアを敵にまわす気もないのだ。どちらが王になっても、変わらぬ忠誠を誓ちかうという姿勢は、官かん僚りようとしては正しいものでもある。

　当然のこと、ダスティアは不満顔だった。

　アルセイフの政治は、内政を司つかさどる政務卿を筆ひつ頭とうに、軍事を司る軍務卿、外交を司る外務卿によって主導されている。

　政務卿が皇太子の息むすこを、軍務卿が第二王子を擁よう立りつすることが眼めに見えている今、外務卿ラシアンの動どう向こうは、全すべての貴族達が注視していた。

　二人は石いし畳だたみの脇わきにいたフェリオ達に小さく会え釈しやくをして、その前を通り過ぎようとした。

　フェリオの傍そばにいたウルクが、ぱっとその前に飛び出した。

「ラシアン様、ご無ぶ沙さ汰たをしております」

　ウルクはその顔に神しん妙みような哀かなしみの色を湛たたえ、ラシアンに向けて深く一礼をした。

　ラシアン・ロームの彫ほりの深い顔に、一瞬の困こん惑わくが浮く。

　はて──と言いかけるよりも早く、ウルクは自らの胸に手をあて、長身のラシアンを見上げた。

「お忘れですか？　マディーン・ティグレーの娘、ウルクです」

　一瞬の間があった。

　やがてラシアンの眼めが、驚きよう愕がくのために大きく見開かれる。

「こ、これは、ウルク様──!?　お久しぶりでございます。ずいぶんとお綺き麗れいに──あ、いや、それより何故なぜ、ウルク様がこのようなところへ──」

　滅めつ多たなことでは驚かないラシアンの慌あわてた様子に、フェリオは意外な印象をもった。

　外交の責任者であるラシアンは、ウィータ神殿の高官達とも交流がある。ウルクと顔見知りであっても不思議はない。

　そして、傍かたわらにいたダスティアも、〝ウルク〟の名を聞くやその眉まゆをひそめた。

　ウルクは次にダスティアへと向き直り、こちらにも深ふか々ぶかと礼を送った。

「このような場所でお呼び止めして、申し訳ありません。ウィータの司し祭さい、ウルク・ティグレーと申します」

　哀しみの顔のまま、ウルクは訥とつ々とつと悔くやみの言葉を紡つむいだ。

「国王陛へい下かと皇太子殿下のご不幸には、私も驚きました──謹つつしんで、ご冥めい福ふくをお祈いのりいたします」

「これはご丁てい寧ねいに、いたみいります。私は政せい務む卿きようを務つとめております、ダスティア・カリウスと申します。以後、よしなに──」

　そつなく挨あい拶さつをしながらも、ダスティアの眼は揺れていた。

　ラシアンとダスティア、その双そう方ほうの眼がフェリオに向く。

　そしてラシアンが呟つぶやいた。

「あの、フェリオ様、これは──？」

　フェリオはわずかに驚いた。彼らは、ウルクが来ていることを知っているものとばかり思っていたのだ。

　フェリオは二人の大貴族を前に、ゆっくりと口を開いた。

「彼女は今、ウィスタル卿の邸てい宅たくに泊まっているのです。それで今日の葬そう儀ぎにも──ウィスタル卿から、報告書があがっているはずですが……」

　フェリオがそう応こたえると、ダスティアは眉み間けんに深い皺しわを寄せた。この難局にかまけて、まだ眼めを通していなかったらしい。

　ダスティアが威い儀ぎを正した。

「失礼をいたしました。どうやら連絡の不備があったようです。ウルク様も、今日の葬そう儀ぎに参列なさっていたのですか？」

　ウルクは首を縦に振った。

「はい。私はこの国の者ではありませんが、フェリオ様のご厚こう意いにより、聖せい堂どうの隅すみで陛へい下かと殿下のご冥めい福ふくを祈いのらせていただきました。警護の方たちと一いつ緒しよに──」

　ウルクは中庭の木陰を振り返った。

　そこには、ライナスティとディアメルが潜ひそんでいた。政せい務む卿きよう達の視線を受けて、二人は膝ひざをついて畏かしこまる。聖堂の周囲には、警備のために、他ほかにも多くの騎士や衛兵達が潜んでいた。

　ラシアンがウルクを見つめた。

「ウルク様は、フェリオ様とお知り合いだったのですか？」

　ウルクは──恥はずかしげに俯うつむいて頰ほおを染め、小さく頷うなずいた。

　その態度に、フェリオは慌あわてた。まるで恋する娘のそれである。

　驚いたのはラシアンとダスティアも同様らしい。やや首を突き出して、フェリオとウルクを交こう互ごに見た。

　ウルクは、ぽつぽつと答え始めた。

「フェリオ様には、以前から一方ならずご厚こう情じようを賜たまわっております。私にとって、大切な御お方かたです」

　ラシアンは眼めをしばたたかせ、ダスティアはぽかんと口を開けた。

　言葉そのものは、社交辞じ令れいとしてとっても差し支えのないものである。しかし、可か憐れんな少女のその仕し草ぐさが、それ以上の意味を醸かもしだしていた。

「ウルク、ちょっと……」

　さすがにフェリオが止めに入ろうとした。

　ダスティアとラシアンが、揃そろってフェリオに視線を向ける。

　ダスティアは、なんともいえない顔を見せていた。

　微笑したいらしいが、葬儀が終わったばかりの場でそんな表情を作ることもできず、結果的に驚きよう愕がくとも半笑いともつかない、ひどく曖あい昧まいな顔をしている。

「……いや、フェリオ様もお人が悪い。そういうご関係なら、そうと……」

「ち、違います！　ダスティア卿きよう、誤解で……」

　狼ろう狽ばいしてフェリオが弁解するのを、ラシアンが両手で押しとどめた。

「いえいえ、フェリオ様。このことはもちろん、しばらくは我々の胸に秘めておきます。陛下と殿下の喪もが明け次し第だい、改めて──」

　若い頃ころは伊達だて男おとこで鳴らした彼にとって、この程度のことはスキャンダルでもなんでもないらしい。むしろ喜ばしいこととでも言いたげだった。

　神しん官かんと貴族の交際や結婚は、稀まれにあることである。相手がウィータ神殿でも高位の血筋となれば、滅めつ多たにない良りよう縁えんといっていい。

　唯ゆい一いつの問題は──当のフェリオに、そのつもりがないことだけである。

「ラシアン卿きよう、だから、違……」

　ウルクが、フェリオに向き直って微笑を見せた。控えめで楚そ々そとして、神こう々ごうしいまでに〝完かん璧ぺきな〟微笑である。そして、それは明らかに演技の笑みでもあった。

　フェリオは口を噤つぐむ。

　ウルクは演技の微笑を崩くずさない。

「フェリオ様。こちらの御お二ふた方かたには、早めにご諒りよう解かいいただいておいたほうがよいことかと思います」

　とどめだった。

　ウルクの唐とう突とつな演技に、フェリオはただ頰ほおを引きつらせる。

　ラシアンとダスティアは、会え釈しやくと共に好奇の視線を残して、その場を辞じ去きよして行った。

　その背を見送って、フェリオは大きく溜ため息いきを吐ついた。

「──ウルク……」

「おっしゃりたいことは、わかっているつもりです」

　ウルクは、さきほどまでとは打って変わり、やや沈んだ声で呟つぶやいた。

　フェリオは首を横に振りながら事情を問う。

「どういうつもりなんだ？　何か、考えがあってのことだろうけれど」

　ウルクの演技はあまりにも露ろ骨こつだった。ダスティア達は、彼女とフェリオの仲を完全に誤ご解かいしたとみていい。

　しかし、ウルクがなんの理由もなく、そんな悪戯いたずらじみた真似まねをするはずもない。

　ウルクはフェリオに向けて頭を下げた。空色の髪が揺れて、さらりと垂れる。

「申し訳ありませんでした。唐突なことで、驚かれたことと思います」

　ウルクはあっさりと非を認め、フェリオを真っ向から見つめた。

「でも、何も噓うそは申し上げておりません。フェリオ様は、私にとって大切な御お方かたです」

　その真しん摯しな言葉に、フェリオは頷うなずいた。

「俺おれにとってもウルクは〝大切〟だよ。でも、なんでわざわざ政せい務む卿きよう達に誤解されるような言い方をしたんだ？　その理由を教えてくれ」

　ウルクはわずかに顔を伏せた。

「──フェリオ様に、婚こん約やく者しやをあてがおうとする動きを、牽けん制せいするためです」

　その答えにフェリオは眼めを剝むいた。当のフェリオにとっては、まるで心当たりがない話である。

「婚こん約やく者しや？　そんなもの……」

「そうした動きがあると、ウィスタル様からうかがいました。理由は……今の状況です。もう、おわかりですね？」

　ウルクの言葉に、フェリオははっとさせられた。

　ウルクはゆっくりと言葉をつなぐ。

「今朝けさ方がた、ウィスタル様とも相談したのですが……フェリオ様はきっと嫌がられると思いましたので、失礼ながら、こういう形をとらせていただいたのです」

　フェリオは額を押さえ、大きく嘆たん息そくした。

「いや、でも、まさか──」

「今のダスティア卿きようという方かたの表情を、御ご覧らんになりましたでしょう？　〝あてがはずれた〟というお顔でしたわ」

　ウルクははっきりと断言した。

「フェリオ様。私はこの国の内情をまだよく知りません。ですから、一般論で申し上げますが──皇太子が亡なくなって、皇太子の幼い息子むすこと、第二王子との後継者争いが起きた場合──無理を通してでも幼い方かたを擁よう立りつするためには、王家の血筋をひく、有力な後こう見けん人にんが欲しいところです。となれば、第三王子と第四王子がその後見役の筆ひつ頭とう候補といえるのではないでしょうか？　第三王子のブラドー様は病弱だそうですから、先方がフェリオ様に可能性を見出すのは、ごく自然なことと思います」

　気づかなかったその可能性を指摘されて、フェリオはまた嘆息した。

　明かされてみれば、至極当然で単純なことだった。しかし自分のこととなると、なかなか気づかないものである。なにより、今までずっと除のけ者もの扱いされていた身で、そんな自分を政務卿達が欲しがるなどとは考えたこともなかった。

　しかしフェリオには、正せい妃ひの閥ばつに加わるつもりはない。それどころか、今はどこの派は閥ばつにも属したくないというのが本ほん音ねである。

　そんなフェリオを籠ろう絡らくしようと、ダスティアは早くも水面下で動き始めていたらしい。ウィスタルがその動きを察して、ウルクを用いて先手を打ったのだ。

　仮かりにダスティアが、有力な貴族の娘を用意してきた場合、婚約者もおらず、母方の家もない弱い立場のフェリオが、その縁談を断ることはただの無礼になってしまう。そもそもフェリオは、〝選えり好ごのみ〟できるような立場ではないのだ。王家の者は複数の妻を持つのが通例でもあり、結婚せざるを得ない状況に持ちこまれかねない。

　しかし、複数の妻を持つとはいっても、立て続けに婚こん儀ぎを結ぶのはこれも良家に対して無礼にあたる。最初の結婚から二人目の妻を娶めとるまでには、数年の間を空あけるのが、相手の家に対する礼儀だった。

　妾めかけ程度ならいざ知らず、その相手がウィータ神殿の司し祭さい、ウルクでは、失礼どころの話ではない。神しん姫きの妹ともなれば、大貴族の令嬢、あるいは一国の姫ひめ君ぎみにも匹ひつ敵てきする地位である。だからこそ、フェリオにとってみれば、その予定を理由に他の婚こん約やくを断ることができる。

「数年の時間稼かせぎにしかなりませんが、今はそれで、充分かと思います」

　ウルクは呟つぶやいた。フェリオは、がっくりと肩を落とす。

「……ありがとう、ウルク。お礼を言わないといけないな、これは」

　フェリオが派は閥ばつに加わるということは、王宮騎士団長のウィスタルが加わり、ひいては王宮騎士団もが加わるということでもある。

　平時なら〝その程度〟だが、今に限っては、亡なくなった王から厚く信頼されていたウィスタルの動どう向こうは、その地位以上の意味を持っていた。利よりも理によって動く硬こう骨こつの忠臣であるウィスタルを、どちらの閥も欲しがっているはずである。彼の存在は、自派の〝正当性〟を強化する一要素となるのだ。

　考えてみれば、目の前で王をむざむざ殺されたウィスタルやフェリオに対し、正せい妃ひや政せい務む卿きようの風当たりは弱すぎた。つまりは、機嫌を損そこねたくないということだったらしい。

「やれやれ……ややこしい世界に戻ってきたんだって実感が湧わいてきたよ。もうフォルナム神殿での生活が懐なつかしい」

　フェリオは溜ため息いき混じりに言った。あの長閑のどかな神殿で暮らしていると、政せい略りやくや政争など、どこの世界の話かと思われてくるのだ。

　ウルクがくすりと微笑を見せた。これは演技のものではない。

「ですから、以前にも申し上げましたでしょう？　フェリオ様にはきっと、神しん官かんとしての生活のほうが、性しように合ってらっしゃるように思います」

「でも、神官は神官で大変そうだ。向いてないよ」

　フェリオは肩を竦すくめた。神官には神官なりの苦労があることは、フォルナムで幾人かの実例を見て知っている。

「それよりウルク。ここ、懐かしいだろう？　帰る前に、少し歩かないか」

「はい。喜んで」

　フェリオの誘さそいに、ウルクは嬉うれしそうに頷うなずいた。

　フェリオは、離れた位置にいるライナスティ達にも声をかけた。

「ライナスティ達も付き合わないか？　ついでに警護役もしてくれると有り難い」

　短い金髪の騎士がおどけて笑う。

「いやいや、未来の婚約者方の逢おう瀬せに、そんな野や暮ぼはしませんて」

　すかさず、ディアメルがその頭を小こ突づいた。

「ライナスティ、いらんことを言うな。フェリオ様、我々は警護の任を受けていますので、この後、すぐに集合して報告をしなければなりません。ここで失礼いたします」

「そういうことです。第一、警護役ならフェリオ様お一人で充分でしょう」

　ライナスティはそう言って、自ら特っていた剣をフェリオに差しだした。

「念ねんのためにお貸ししておきますよ。後で返してください」

「わかった。じゃあ、また後で」

　剣を受け取ったフェリオは、二人と別れてウルクを伴ともない、王宮の中庭を歩き始めた。

　王宮の中庭は広く、所々に林や築つき山やま、花か壇だんなどが設けられている。その美しい作さく庭ていは、近隣の国々と比べても一ひと際きわに立りつ派ぱなものだった。

　まだ日は高く、初夏の緑が目に眩まぶしい。柔やわらかい芝生は、ついそのまま寝ね転ころびたくなるほど綺き麗れいに手入れされていた。

　緑一面となった視界の先に、小さな築山があった。

　フェリオとウルクは、その山の傍そばにまで歩いていく。

「──憶おぼえてるか？　ここ」

　フェリオが問うと、ウルクは頷うなずいた。

「もちろんです。〝生命の輝石セレナイト〟を、フェリオ様に差し上げた場所ですね」

　そこは七年前、フェリオとウルクが別れの挨あい拶さつを交わした場所だった。

「懐なつかしく思います。あれからもう、七年も経たつのですね」

　フェリオは頷いた。

「あぁ。まさか兄上と父上がこんな急に亡なくなるなんて、あの頃ころは思ってもみなかった」

「はい。人の死はいつも唐とう突とつです」

　ウルクは遠い眼めをした。

「生ウイータも死アービタも、人のさだめ──生まれてから死ぬまでのごく短い時間に、何かをなせる方かたはそれほど多くありません。ウェイン殿下は早すぎましたが、ラバスダン陛へい下かは、ご立派な王でした」

「──うん。父上自身は、向いていないと思っていたみたいだけれど……いざいなくなると、地味でも国の柱だったんだって、実感する」

　フェリオは築山を巡る芝生を歩きながら、そんな感かん慨がいにふけった。

　兄のウェインは、その跡あとを受け継ぐ直前だった。臣下にとってはいい王になるはずだったが、いまさらに悔くやんでも仕方がない。

　会話を交わしながら、フェリオとウルクは中庭の散さん策さくを続けた。

「皇太子の派はは、おとなしく退ひくかな？」

「正せい妃ひ様のご気き性しようを私は知りませんので、なんとも──ですが、フェリオ様を引き入れようとなさるぐらいですから、諦あきらめてはいないと思います」

「レージク兄様が退くとも思えないから、これから荒れるか──これを内乱にまで発展させないためには……」

　フェリオは呟つぶやきかけて、はたと口を噤つぐんだ。

　ウルクが首を傾かしげる。

「フェリオ様？　どうかされましたか」

「……いや、なんでもない」

　ウルクに対してはそう応こたえたものの、フェリオの脳のう裏りには嫌な連想が生まれていた。

　邪じや魔まな人間がいる場合、どうするか──フェリオ自身は嫌っているが、古来から常じよう套とう的てきに使われる手段がある。最近のアルセイフでそうした事例は聞かないが、フェリオ自身、国王と皇太子の死に際して、〝その手段〟に絡からんだのではないかと一部で疑われていた。

　暗殺──

　死ねば人は影響力を失い、少なくとも将来性がそこで途と切ぎれる。死んだ人間が、王として人を統治することはないのだ。

（まさか、そこまでは──）

　そう思いたい反面、その考えを否定することはできなかった。もっとも安あん易いで効果的な禁きん断だんの実に、両者の派は閥ばつの何者かが魅みせられたとしても不思議はない。

　沈ちん思しするフェリオの腕を、ウルクの指がそっと摑つかんだ。

「フェリオ様、あちらに──」

　声を潜ひそめてウルクが指差した方向に、フェリオは視線をやった。

　一組の若い男女が、庭を横切る煉れん瓦がの道を歩いていた。道を無視して芝生を歩いていたフェリオ達は、生いけ垣がきと木陰の隙すき間まから、二人を盗ぬすみ見る形となる。気づかれてはいない。

　男の顔には見覚えがあった。譜ふ代だいの名門貴族、サンクレット家の長男で、クラウス・サンクレットという青年である。現在の軍ぐん務む卿きようであるガートルードの後継者と目もくされていた。

　だが、彼の名をフェリオが知るのは、その血筋のためばかりではない。

　彼は若くしてサンクレット交こう易えきという会社を興おこし、商売の道で大きく成功していた。一風変わったその経歴は、貴族の社会でも異い彩さいを放っている。

　飄ひよう々ひようとした細身に吞のん気きそうな顔立ちは、どこか教師か牧ぼく師しのような印象を漂わせていた。

　一方、女のほうは知らない顔である。優ゆう雅がに喪も服ふくを着こなしたその姿からして、明らかに貴族の令嬢だった。

　邪魔をするのも悪い気がして、フェリオは踵きびすを返し、その場を立ち去ろうとした。

　そこへ、二人の会話が偶ぐう然ぜんに聞こえてしまう。

「兄様！　私は本気です！」

「ニナ、声が大きすぎます──」

　その貴族、クラウスが素早く周囲を見まわした。

　咄とつ嗟さにフェリオは、ウルクの肩を押さえ、その場にしゃがみこんだ。生垣が盾たてとなり、二人の姿は完全に隠かくれる。

「兄様、でも私は……」

「……ニナ、お願いですから、二度とそんなことを言わないでください。わかるでしょう？」

　ニナという少女は、クラウスのことを兄と呼んでいた。サンクレット家の娘らしい。

　フェリオは記憶の糸を辿たどった。ニナ・サンクレットは、第二王子、レージクの許婚いいなずけである。

　彼女は両親を早くに亡なくして、親しん戚せきであり一族の当主でもある、ガートルード・サンクレットの元に養子として引き取られた娘だった。兄妹ではあるものの、兄のクラウスとは、はとこの関係にあたる。

　フェリオも彼女とは会ったことがなかった。貴族の娘は、いつもは領地にいるものである。国王と皇太子の葬そう儀ぎにあたって、わざわざ王都までやってきたに違いない。

　その彼女とクラウスが、人目を避けた中庭の奥深くで言い争いをしていた。

　立ち聞きするつもりはない。

　フェリオは見つからぬように腰を屈かがめながら、ウルクの手をひいて、その場を離れようとした。ウルクも黙ってそれについてくる。

　しかし聞くともなしに、二人の会話はまだ聞こえてしまった。

「でも、兄様……許婚の私になら、レージク様も気を許すはずです。夜よ伽とぎをして隙すきをうかがい、殺した後で〝刺し客かく〟に襲われたと言えば……」

　低く潜ひそめられたその娘の言葉に、フェリオはぎくりとした。

　背に冷ひや汗あせが浮く。
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　ニナ・サンクレットは──レージクの暗殺について、兄に相談しているらしい。

「夜よ伽とぎって……ニナ、まだ子供のくせに、軽々しくそういうことを言わないでください。はしたない」

　どこかとぼけた調子で言い、クラウスは溜ため息いきを吐ついた。

「それから、そんな〝危ないこと〟も二度と言わないように。レージク様の周囲にだって護衛がいます。場合によっては、部屋を監視する者も……いいですか？　サンクレット家はレージク様を支えます。これは父上とお爺じい様さまの決めたことですから、ニナが妙な気をまわす必要はありません」

　クラウスの声は、心持ち険けわしかった。

　無理もない。貴族の娘が、自ら王族を暗殺しようなどと口にしたのだ。周囲に人ひと気けのない中庭の奥でのこととはいえ、無用心極まりない。事実、こうしてフェリオとウルクが偶ぐう然ぜんに居合わせている。

「でも──」

　ニナはなおも食いさがろうとしていた。フェリオは、生いけ垣がきの隙すき間まからそろそろと二人を覗のぞき見る。

「……ニナ、そんなにあの方かたのことが嫌いなら、許いいな婚ずけの件は父上に再考してもらえるよう、私からも頼んでみます。ですから早まった真似まねは──」

「……兄様、私個人の好き嫌いなどはどうでもいいのです。あの方には、そもそも王たる資し質しつが──」

「ニ、ナ」

　クラウスが、口調を改めた。

「足りない部分は臣下が補えばいい。王が万能である必要はない──」

　そう断言したクラウスは、しばらくの間をおいて、

「……と、お爺様が言っていました。私も補佐をします。なんとかなるでしょう」

　軽い口調に戻って、妹の肩を叩たたいた。

「兄様が……？　余よ計けい、不安になりました……」

　ニナの声は哀かなしくなるほど冴さえない。クラウスが大おお仰ぎように眉まゆ根ねを寄せた。

「失礼なことを。それに私のほうこそ、ニナに負けず劣おとらず、充分に不安がっています」

「そんなこと、威い張ばらないでください」

　二人の妙なやりとりを背に聞きながら、フェリオとウルクは足音を潜ひそめ、その場を離れた。

　充分に距離をおき、その姿が見えなくなってやっと、フェリオは緊張を解いた。ウルクも大きく深呼吸をする。

　そのまま芝生の上に、二人して座りこんだ。

　ウルクが呼吸を整えながら、傍かたわらのフェリオを見つめる。

「フェリオ様、驚きました。今のは、つまり──」

「あぁ──あの子、レージク兄様の許婚いいなずけなんだ。今の話は聞かなかったことにしよう」

　フェリオの言葉に、ウルクも頷うなずいた。

　兄のクラウスが思いとどまらせた以上、いまさらに証しよう拠こもない。フェリオ達がこのことを他人に漏もらせば、それは流りゆう言げん蜚ひ語ごの類たぐいになる。

　ウルクが小さな声で問う。

「それにしても──レージク様には、そこまで人望がないのですか？」

　聞きき様ようによっては容よう赦しやのないウルクの言葉に、フェリオは苦にが々にがしい思いで頷いた。

「兄上には申し訳ないけれど、誰だれかに暗殺されても不思議じゃない。本人もそう思っているよ、きっと」

　ただし、自分の閥ばつに属する、ごく近い人間の中にまで暗殺者の候補がいるとは思っていないだろう。ニナという娘は外見こそしとやかだったが、ずいぶんと物ぶつ騒そうなことを考えるものだと思った。

　──暗殺──

　その言葉の重い感触が、フェリオの心を沈ませた。

　不ふ都つ合ごうな者を殺して排除する──それは、議論と折せつ衝しようによって紡つむがれる政治に比すると、ひどく暴力的で幼よう稚ちな手段ともいえた。だが幼稚なだけに、わかりやすく単純で、ちょっとした思いつきが、そのまま悪あく魔まの囁ささやきに直結することもある。

　失敗すれば身の破は滅めつだし、殺害に成功しても、もし犯人と発はつ覚かくすればやはり身の破滅である。その意味ではリスクが高いが、反面で効果も高い。

　権力の座にある者は、常にこの可能性に怯おびえることを運命づけられる。

　フェリオはウルクを伴ともない、ウィスタルの屋敷へと戻る帰き途とについた。

　明日は王の遺い灰はいを撒まくため、街まちの外に高貴な身の人々が出で揃そろう。

　その警備には、近衛このえ騎士団と王宮騎士団の双そう方ほうに加え、衛兵や街の護ご民みん官かん達もつくはずだった。軍を主導するサンクレット家が用意した兵達も、王都の周囲を固めていたが、彼らは内乱や貴族の暴走を牽けん制せいするための軍団であって、暗殺者などへの対応を目的とはしていない。

〝王おうの断だん崖がい〟に至るまでの道は、周囲を森に囲まれていた。待ち伏せするにも逃げるにも都つ合ごうがよく、もし暗殺者が狙ねらうとすれば、そこは絶好の機会になりかねない。

　不ふ吉きつな予感が杞き憂ゆうに終わることを願いつつ、フェリオは借り物の剣の柄つかを握りしめた。

　剣とは武力の象しよう徴ちようである。身を守ることも、敵を殺すこともできるが、使わずに済めばそれに越したことはない。

　──明日、遺灰を撒く際には、より使いなれた〝刀〟を持っていこうと思った。

　フェリオを暗殺するメリットは誰にもない。そのため自身の命については、フェリオは狙われるはずがないと、ある意味で高たかをくくっていた。

　しかし、もし何かが起きた場合、武器がなくてはウルクや他の人々を守ることさえできない。

　フェリオは我知らず、その表情を険けわしくしていた。

　傍かたわらを歩くウルクは、その横顔を不安そうに見上げ、そして小さく肩を震わせた。

　中庭を、強い風が吹き抜けた。

　突風に身を叩たたかれて、フェリオは目許を歪ゆがめる。

　ふと見上げた蒼そう天てんは、高く高く澄み渡っていた。

　地上のごちゃついた権力闘争とは無む縁えんなその蒼あおさが、フェリオの眼めにはやけに眩まぶしく映った。
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　アルセイフの王都、セイラムの街まちを、黒い鎧よろいに身を包んだ一団が闊かつ歩ぽしていた。

　人数は十人──いずれも、剣と胸当てで武装をしている。

　その先頭に立つのは、鳶とび色いろの髪をした若い騎士だった。

　リカルド・バーゼスという名を持つ彼は、フォルナム神殿に駐ちゆう留りゆうする神殿騎士団、その副団長を務つとめている。

　街の人々の好奇の視線を浴びながら、リカルド達は悠ゆう々ゆうと歩いていた。

　神殿騎士団──その悪名の多くは、主に他の地方で作られたものだった。

　神殿騎士団と一口に言っても、その内実は五つの組織に分かれている。

　中央のウィータ神殿を護まもる、いわば本隊を頂点として、大陸に散った四つの神殿にそれぞれ彼らは駐留していた。

　フォルナム神殿を護るベリエ・バーミリオンの一団は、その中でも最も小規模なものである。内乱の続く南、北方民族との小こ競ぜり合あいが絶えない北、西方の大国であるラトロアに対する防衛線を敷く西側と違って、この東側では乱などほとんどない。

　したがって、駐留している神殿騎士団もまた、その規模はあくまで小さかった。

　しかしながら、彼らの多くは中央から派は遣けんされてきた身で、それまで戦場に立っていた者も少なくない。数が少なくとも、その練れん度どは決して低くない。

　事実、その悠々とした足取りには、並々ならぬ自信がみなぎっていた。

　王都の道を歩く人々の波は、彼らを迎えると自然に左右へ割れた。

　リカルドは内心で嗤わらう。

　強しいて力を誇こ示じする必要もなく、人々は確かに、神殿騎士を恐れていた。そのことが心地いい。

　リカルドは石いし畳だたみの道を歩きながら、脇わきに続く部下の騎士を振りかえった。

「やはりここは田舎いなかですね。見渡しても、ろくな娘がいませんよ」

「副団長に口く説どかれるのが怖こわくて、いい女は隠かくれてるんでしょうよ」

　部下は鼻で笑って応じた。リカルドも小さく肩を揺らす。

「この国の第二王子ほど、私の悪名は高くないはずですけれどね」

　戯ざれ言ごとを呟つぶやきながら、リカルドは街の様子を見渡した。

　人々の様子は、どこか落ち着かなかった。いつもと変わらぬ日常を送っているようでいて、しかし時折、不安げな顔を見せる。

　それはリカルド達を恐れてのことではない。この国の将来を恐れてのことである。

　このアルセイフという国では、国王や王家に対する敬けい愛あいの念ねんが、他国に比べても高い水準にあった。とはいっても、国民がその死を哀かなしんで泣なき喚わめくといったことはもちろんない。国王は支配者であると同時に他人であり、人々にとっては縁遠い存在なのだ。

　国王と皇太子の死が街まちにもたらしたものは、あくまで漠ばく然ぜんとした〝不安〟だった。

　これから何がどう動くのか──人々は、そのことが把は握あくしきれず、結果として怯おびえているらしい。

　街には、さまざまな噂うわさが流れていた。

　第二王子と、皇太子の幼い息子むすこの対立が激化し、内乱が起きる──

　そんな比較的に当たりそうな噂を筆ひつ頭とうに、病弱な第三王子ブラドーがその二人の仲を取り持とうとしているとか、あるいは国王の死はレージクの陰いん謀ぼうであるとか、はたまたレージクと第四王子のフェリオとが共きよう謀ぼうして二人を暗殺したとか、とかく人の口には節せつ操そうがない。

　無責任な噂が次の噂を呼び、この機に乗じて北方の大国、タートムが攻め込んでくるとまことしやかに囁ささやく者もいた。

　リカルドにとっては他国の事情である。むしろ内乱や戦乱くらいは起きたほうが、この退たい屈くつな国ではいい刺激になるとさえ思っていた。

「副団長、こっちです」

　脇わきにいた騎士が、案内の手を前へと向けた。その手の先は、暗い路地裏を示している。

　リカルドは導かれるままにその道へ入り、騎士達がその身をもって道を塞ふさいだ。

　街の人々の奇き異いの視線は、そこで弾はじかれることになる。

　リカルドが路地の奥に入っていくと、そこには一人の中年男がいた。

　交こう易えき商人のような旅姿をしている。にこにこと愛あい想そがよく、やや猫ねこ背ぜ気味で眼めが細い。笑顔によって、深い感情を隠かくしているような人間だった。

「〝名無し〟の方かたですね」

「はい。左さ様ようで」

　男は頷うなずいて、リカルドの傍そばに寄った。

　その足取りは滑すべるように素早く、暗殺者のそれにも近い。

　彼らはウィータ神殿に仕える者達である。信しん教きよう監かん査さ院いんのカシナートが手足のように使う諜ちよう報ほう員いん達で、正面きっての戦闘力に特化した神殿騎士団とは逆に、影ながらの情報収集を得え手てとしている。その全容はリカルドも知らないが、薄気味悪くも頼りになる道具だった。

　リカルドは冷さめた眼で男を見み据すえた。

「行方ゆくえが摑つかめたとのことですが？」

「はい。〝来訪者ビジター〟と思おぼしき一団の足取りについては、概おおむね──一人、接せつ触しよくさせておりますが、どうやら先方は上手うまく身を隠したようです」

　男は商談をするような声で軽く言い、リカルドの前で地図を広げて見せた。

　その指先が、つ──と耐たい水すい紙しの上を滑る。

「フォルナム神殿を出た後、彼らは一晩をどこかで明かし、翌朝、このあたりにあった農家で盗ぬすみを働いた様子です。家の者が、〝かぼちゃ頭〟を見たと──そこで食糧や服等を手に入れた後、離れたこちらの村で──」

　指先が大きく動いて、ある一点を示した。

「狩人かりうどを生業なりわいとする少年の家に、居い候そうろうとなっているようです」

「……よく、摑つかめましたね」

　リカルドは心の底から感心した。何もないような田舎いなかである。この短期間でそんなところまで捜そう索さくするとは、並なみ大たい抵ていのことではない。

〝名無し〟の男は薄く笑った。

「訓練した犬を使いました。全員を確認できたわけではありませんが、黒髪の少女と、筋肉質の中年男と、そして銀髪の美青年がいましたので、まず間違いないでしょう。なにせ特徴のある連中ですから、我々にとっては探す方法はいくらでもあります。かぼちゃ頭はさらに目立ちますから、被かぶり物ものをとっているか、あるいはどこかに隠かくれているのかもしれません」

　男は一息を吐ついて、地図を仕し舞まった。

「……村の人間の話では、彼らは少年の母親の知人で、旅人だそうです。娘が足をくじいて、しばらく滞たい在ざいすることになったと……まぁ、噓うそでしょうな。おそらく今は、この世界のことを把は握あくするのに手一杯という状況でしょう」

　リカルドは眼めを細めた。

　御柱ピラーから突然に現れて、国王や皇太子を殺し、さらには神殿騎士達を相手に暴れまわった相手が、足をくじいたくらいでそんな所に潜せん伏ぷくするはずもない。

　男はリカルドの反応をうかがいながら、さらに言葉を続けた。

「家主の少年の名は、エンジュ・シェパード……一人暮らしだそうです。彼らとはどういう縁えんなのか、まだ把握しておりませんが──」

「そのあたりは、私が行って、説せつ得とくしながら探さぐりをいれてみましょう」

　リカルドは呟つぶやきながら、頭の奥で思し考こうを巡らせた。

　話の通じる相手ならば、説得をする糸口はあるはずだった。来訪者ビジターに関してはわからないことが多いが、先だって現れた少女の場合にも、我を失って逃亡したらしい節ふしがある。祭殿で襲ってきた折の彼らがたまたまそういう状態だったとすれば、あの乱闘にも納なつ得とくがいく。彼らは、祭殿にいた者達を〝敵〟と間違えたのだろう。

「村の近くまで、お送りいたします。今すぐで構いませんか？」

「もちろん」

　リカルドは頷うなずいた。男は馴な染じみ客を相手にするような微笑を見せ、路地を先導する。

　そのままリカルドは、路地の出口で待たい機きしていた馬車に乗せられた。護衛の騎士が二人ほど同乗し、残りは別行動をとる。

　リカルドは、彼らを捕らえに行くわけではない。実際に戦った感触では、彼らを殺さずに捕らえるのは、不可能に近いとさえ思っていた。よほど周しゆう到とうに罠わなを張り、騎士団が総出で動くのならともかく、団長のベリエからは〝目立たず〟〝極秘のうちに〟彼らを仲間に引き入れるよう指し示じされている。

　そして、なればこそ自分に指示がまわってきたことを、リカルド自身もよく承しよう知ちしていた。

　派は手でな動きは、かえって相手を警戒させる。今のリカルドは説せつ得とくの場に、たった一人で立つつもりでいた。

　別行動の騎士達は、アルセイフとフォルナム神殿に対する目くらましである。部下の彼らが捜そう索さくの振りをしている間に、リカルドが本物を保護し、そしてこの国を脱出させる手はずになっていた。

　馬車に揺られながら、リカルドは外を見下ろした。

　街まちは一いつ見けん、平和だった。

　買い物をしていた子供連れの母親が、ふとつまずいた拍ひよう子しに、ごつごつとした鮮あざやかなオレンジを道にばらまいた。

　幼い子供と、そして周りにいた人々とが、親切にそれを拾い集め始める。落としたオレンジを懐ふところに隠かくすような不心得者は、この辺りにはいない。土も人も、総じて豊かなのだ。

　その平和な光景が、リカルドの目にはあざといものとして映る。

　アルセイフの土が、そして土の恩おん恵けいを受ける人々が豊かなのは、ひとえにフォルナム神殿があるためだった。土を肥こやすフォルナムの輝石セレナイトと、それを各国に売って得られる収入とが、この国の繁栄を約束し、そしてその繁栄が平和の礎いしずえとなっている。

　しかしながら、平和にも二種類がある。自らの力で積極的に保持している平和と、たんに争いが少なく、結果として平和になっているだけの場合と──

　この国は明らかに後者だった。そうした偶ぐう然ぜんの上で成り立つ平和は、何かのきっかけで容よう易いに壊こわれてしまう。

　アルセイフは、長く戦乱を経験していない。戦乱を忘れた国に対して、他国がここぞとばかりに牙きばを剝むく事例は歴史にいくらもあった。

　中央のウィータ神殿としては、フォルナム神殿のあるこの東側くらいは、平和に治まっていて欲しいというのが本ほん音ねのはずだった。しかし、そうした願いは往おう々おうにして裏切られるものである。

　国王の死による後継者争い、北の大国であるタートムの動向、そしてタートムと対立する北方民族の暗あん躍やく──

　アルセイフには、そんないくつかの不ふ穏おんな要素があった。

　この難局を乗りきれるだけの政治家がいれば、乱は回かい避ひできるかもしれないが、それはリカルドにとって関係のない事情である。

　リカルドはふと、ある少年のことを思いだしていた。

　しばらく前のこと、来訪者ビジターの少女を神殿騎士達が追っていた際に、邪じや魔まをした少年──公式には、街まちに住む何者かということになっている。しかし実際には、彼はこの国の王子という立場で、その立場に不ふ似に合あいな剣の腕をもっていた。

　彼のもつ雰囲気は、政治家というよりも戦士のそれだった。彼のような男は、平時にはさほど役に立たない。その力を真に発揮できるのは、いざ戦乱の時だろう。将しようとしての才はわからないが、一戦士としてなら申し分ない。

　リカルドには、彼に含むところがあった。成り行きで剣を合わせたあの折に、部下達の前で上手うまくあしらわれた感がある。

　たかが小こ僧ぞうに──そう思うのと同時に、相手をそう見くびった自分にも腹を立てていた。

　もし次に戦う機会があれば──そう期待せずにはいられない。

　王家の血筋をひく彼もまた、この近郊に滞たい在ざいしているはずだった。

　この次──

　その次があれば、思い知らせてやる自信はあった。リカルド自身、そう望む自分を自覚している。

　王族に対する物ぶつ騒そうな思いを秘めた騎士を乗せ、馬車は王都の道をゆったりと進んで行った。
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　王宮の一いち隅ぐうに集つどった貴族達による会議の席は、かつてなく紛ふん糾きゆうしていた。

　各かく派は閥ばつが口こう角かく沫あわを飛ばし、開始早々、混乱の態ていを見せている。

　その場に並ぶのは、いずれもアルセイフの政治に深く関かかわる、生きつ粋すいの権力者達だった。

　低い背せ丈たけに大きな頭を持った政せい務む卿きよう、ダスティア・カリウス。

　対照的に細く長身で、やや猫ねこ背ぜ気味の軍ぐん務む卿きよう、ガートルード・サンクレット。

　そして、目鼻立ちの整った初老の伊達だて男おとこ、外がい務む卿きようのラシアン・ローム──

　その三人を筆ひつ頭とうとして、中年から老人まで、男ばかりが顔を突き合わせ、それぞれに論を戦わせている。

　会議はまだ、始まったばかりだった。

　しかし、外務卿のラシアンは早くもその空気に疲れ、独ひとり眼めを閉じている。

　無派閥をもって自認する彼にとって、この席は決して居心地のよいものではない。それを承しよう知ちで出席しているために、愚ぐ痴ちを言う気は毛もう頭とうなかったが──それでも権力闘争の毒どく気けに直接あてられては、いい気分になれるはずもない。

　ある貴族が言う。

「ラバスダン王は実質的に引いん退たいされ、ここ数ヶ月は皇太子の下もとで政権が動いていた。混乱なくこの跡あとを引き継げるのは、皇太子の息むすこだろう」

　すると別の者が言い返す。

「皇太子といえど、まだ即位前だったではないか！　王位継けい承しよう権けんの優先権は、今もレージク様にある。第一位のウェイン皇太子が亡なくなった以上──」

「だから、その〝第一位〟の継承権を、息のアーベルト様が引き継いだと判断すれば──」

「まだ二歳の子供にか!?」

　言い争いを聞き流しながら、ラシアンは溜ため息いきを吐ついた。

　レージク派の主張は正論だが、彼が王になっては困る者が多い。

　皇太子派の主張には王位継承権の解釈で無理があるものの、レージクを王に据すえるよりはましとも言える。

　ラシアンのその思し考こうを代弁したかのように、ある貴族が声を張った。

「どのみち、政権の運営をするのは我々だ。放ほう蕩とう癖へきの抜けないレージク様よりは幼いアーベルト様のほうがまだ適格なのではないか？」

「卿けいのその言は、王族の方々に対してあまりに無礼だぞ！」

「貴き様さまはどっちの味方だ!?」

　──子供の喧けん嘩かだな、と、ラシアン・ロームは内心で苦笑した。

　冷さめた眼めで席を見渡し、一言も発さない。

　この会議は、公式のものではない。役職を持つ高位の貴族達だけが集つどい、王族をも抜きにして、今後の方針をすり合わせるために開かれたものだった。

　席上での主張は、概おおむね三つに分かれている。

　一つは、亡くなった皇太子の息を担かつごうとする政せい務む卿きようダスティア・カリウスの閥ばつで、これがもっとも人数が多い。出席者の約半数、十七人が、これを主張している。

　もう一つは、正当な王位継承者であるはずの第二王子、レージクを即位させようとする閥で、これが十人ほどいる。軍ぐん務む卿きようのガートルード・サンクレットが中心だが、なにせレージクの人望がなく、やや分ぶが悪い。阿片アヘン中毒という噂うわさも、その人望のなさに拍はく車しやをかけている。

　王になってからその権力を狂くるった方向に振るわれては、臣下はたまったものではない。それならまだ、幼すぎる皇太子の息子むすこのほうが傀かい儡らいにしやすいというものである。

　この対立は、一面では文官と武官の対立でもあった。

　文官を重ちよう用ようしていたラバスダン王が亡くなった今、軍に属する貴族達はレージクに取り入ることで、政権の中ちゆう枢すうをうかがっている。

　文官達はそれをとどめようと、無理を通してまで皇太子の息を推しているのだ。

　そして、外がい務む卿きようのラシアン・ロームを含んだ残る数人は、この難局を傍ぼう観かんし、どちらの閥がましかを探っている状態だった。

　他の人々の心中はさておき、ラシアンはどちらの閥ばつにも荷か担たんする気はない。日和ひより見みと言われればそれまでだが──ラシアン自身は、数人くらいはそういう官かん僚りようがいてもいいと思っている。

　堂々巡りの様相を呈ていしてきた会議を、議長役の政せい務む卿きよう、ダスティアが遮さえぎった。

「まあ、そう熱くなっては、まとまる話もまとまりません。ここは互いの問題点を把は握あくすることから始めましょう」

　他人ひと事ごとのように言うダスティアに、軍ぐん務む卿きよう、ガートルードがすかさず嚙かみつく。

「ダスティア卿、問題点も何も、レージク様が王位継けい承しよう権けんをお持ちであることは紛まぎれもない事実なのです。問題があるのは、それを無視しようという貴方あなたがたの方針でしょう」

　ガートルードの細い身を、ダスティアが射抜くように見み据すえた。

「レージク様は、女遊びと阿片アヘン遊びが激しすぎます。あれさえなければ、我々とてここまで抵抗いたしませんよ」

　そう応こたえて、ダスティアは溜ため息いきを吐ついた。

「阿片アヘンは人の心を病やませます。今のレージク様に権力を握らせることへの危険性については、ガートルード卿も認識されているはずでは？」

「そのために我々がいるのでしょう。国王一人で政治をするわけではありません！」

　ガートルードは声を荒げた。

「しかし、もっとも大きな権力を持つのが国王である点は変わりません。我々が主君として仰あおぐに、レージク様はいささか──」

　呟つぶやくように言うダスティアとガートルードの間に、見えない火花が散っていた。

　傍そばから見ていたラシアンはひっそりと肩を竦すくめた。

　どちらの言い分も、わからなくもない。

　レージクは確かに、王として祭り上げるには不安な要素の強い男だった。

　ラシアンの見るところ、彼には王族としてというより、それ以前に人として危あやうい部分がある。生き方が刹せつ那な的てきとでもいうべきなのか──ひどく享きよう楽らく的てきで、頽たい廃はいに美を感じている節ふしがあった。

　極端なことを言えば、自分で自分の国を痛めつけて悦よろこびそうな、そんな異常な性せい癖へきがある。人の不幸を嬉うれしがるその傾向には、ラシアンも危き惧ぐを抱いていた。

　しかし、いざ国王という地位につくことで、その自覚によって歪ゆがんだ性格が矯きよう正せいされる可能性もある。レージクはまだ若く、放ほう蕩とうは若わか気げの至りと見ることもできた。

　結局のところ、ダスティアもガートルードも、その議論は平行線にならざるを得ない。この二者がいがみ合うのはいつものことだったし、今回のことに限っていえば、二人の性格の違いが如によ実じつに現れてもいた。

　現実的で悲観的で、常に国として〝より安全な方向〟を模も索さくするダスティア。

　理想家で義理堅がたく、規律と秩ちつ序じよを重んじる厳げん格かくなガートルード。

　この二人はまるで水と油だった。

　どちらもアルセイフ建国の時から続く名門貴族で、その地位もほぼ同格といっていいが、しかし仲が悪い。互いに避けあって、滅めつ多たに喧けん嘩かもせぬほどである。

　その二人が正面きって人前で対立する様さまを、ラシアンは久ひさ々びさに見た思いがした。

　それだけ、事態が混迷しているということでもある。

　国王と皇太子が、こんなに早く、しかも同日に死ぬなど、一体誰だれが予想していただろう。すでに政府の体制は皇太子主導となっており、本来なら今いま頃ごろは、いざ即そく位いの式典をいつにするかで話しあっているはずだったのだ。

　埒らちのあかない会議の席上を眺めつつ、ラシアンはひっそりと挙きよ手しゆをした。

「少し、よろしいですか」

　ダスティアとガートルードの、そして居並ぶ貴族達の視線が、揃そろってラシアンに向けられた。

　その圧力を微笑で受け流しつつ、ラシアンは朗ろう々ろうと声を張る。

「我々の意見が分かれていることについては、残念なこととは思いますが、ある面では仕方がないこととも思います。ですが、外がい務む卿きようたる立場から言わせていただければ、今の状況は非常に危険です」

　声にやや力を込め、ラシアンは貴族達の顔をぐるりと見まわした。

「内政の混乱は国力の低下を招き、ひいては他国につけいられる隙すきともなりかねません。主君が不在の今は、指揮系統にも不安がありますし、なにより内部でこういがみ合っていては──お二ふた方かた」

　ラシアンは、ダスティアとガートルード、その双そう方ほうを交こう互ごに見つめた。

「若じやく輩はいの私がこんなことを言うのはおこがましいと承しよう知ちしていますが、今は何より、国のことをまず第一にお考えください。現在のアルセイフの国力は安定しており、お二方をはじめとして、政府の内部にも人材がおります。極端なことを言えば、どちらが王であっても、それなりに国は治まるでしょう」

　多少の世せ辞じを混じえつつ、ラシアンはそう説といた。

　ダスティアとガートルードは、その皺しわ顔がおを険けわしくしかめている。

「もっとも避けねばならないのは、この対立が内乱に発展することです。そんなことになれば、他国は喜ぶでしょうが、我がアルセイフにとっては亡ぼう国こくの危機です。よもやそんなことにはならぬと、私も信じてはおりますが──」

「当然だ」

　ガートルードが応こたえた。ダスティアもまた、鷹おう揚ように深く頷うなずく。

　ラシアンは、ここぞとばかりに年上の二人を鋭く睨にらみつけた。

　ダスティアとガートルード、その双方が、一瞬だけびくりと肩を震わせる。

「──では、お約束いただきたい。内乱をちらつかせての交渉は排除し、またどちらが王位についたとしても、王位につかなかった側はそれに従うと──無む論ろん、王になった側が、即そく位い後に対立した側を攻撃することも許されません。〝当然のこと〟ではありますが、そのことをこの場で約やく定じよういただけぬ限り、国は治まらぬとご自覚いただきたい」

　ダスティアとガートルードの顔が、さっと青ざめた。

　ラシアンの今の言葉には、彼なりの覚かく悟ごがあった。

　もし今の約束が守られなければ、ラシアンはその約束を反故ほごにした側の敵にまわる──そういう意い図とを込めた。

　意図は伝わり、ダスティア達の青ざめた顔に苦にが味みが浮く。

　二人はどちらも、ラシアンを味方につけようとしていた。最高位の三職である政せい務む卿きよう、軍ぐん務む卿きよう、外がい務む卿きようのうち、二人が動けば、それで物事は決まる。

　ラシアン個人は、どちらの派は閥ばつに加わるつもりもない。しかし今後、自主的に〝どちらか〟の主張を支持する必要はある。でなければ、この二派の対立はひどく長引いてしまうだろう。傍ぼう観かんも許されない以上、どちらかを選択するのに迷い続けるのは愚ぐの骨こつ頂ちようだった。

　どちらの候補を支持するか、すでにラシアンの心のうちは決まっていた。しかしその意思を表明する前に、勝った側と敗れた側がその後まで争わぬよう、予防線を張っておかなければならない。

　ラシアンは今、次の王が決まった、その後のことを考えている。

　この騒そう動どうによって、旧きゆう来らいからある対立が激化するような事態はまず避けたい。ある程度の関係悪化は仕方ないとしても、それが元で国が滅ほろぶようなことがあっては、悲劇を通り越してただの間ま抜ぬけである。

　政務卿と軍務卿の任にある二人の老人も、薄うす々うすとそのことを自覚してはいるはずだった。だが、相手に対する面子メンツと敵てき愾がい心しんとが邪じや魔まをして、つい意い固こ地じになってしまっている。

　ラシアンの言は、その二人を鋭く諫いさめるものだった。

　二人の顔色の変化を見届けてから、ラシアンは見せつけた矛ほこを納めた。

「──明日あす、陛へい下かの散さん灰かいが済みましたら、もう一度、話し合いの場を設もうけましょう。今夜はもう遅おそくなりましたし、皆様もお疲れでしょうから、これで解散いたしませんか？」

〝一晩じっくり考えろ〟という意味でもある。

　ラシアンのその言葉が、会議を締めくくる合図となった。

　貴族達は各々に挨あい拶さつを交わしながら、広い一室を出て行く。

　ガートルードもまた、細い背に疲労の様子を見せ、重い足取りで扉とびらを抜けて行った。

　その後に続いたラシアンを、ダスティアが不意に呼びとめた。

「──ラシアン卿。折り入って、お話をしたいことが──」

　声には陰いん鬱うつな響きが濃い。振りかえったラシアンは、首を横に振った。

「失礼ですが、懐かい柔じゆうは受けませんよ。私がどちらを支持するかは、明日、改めて──」

「大事な話なのです。貴方あなたに、知っておいてもらいたいことがある」

　ダスティアの眼めには、ひどく真剣な光が籠こもっていた。

　老おいた政せい務む卿きようは、声を潜ひそめて呟つぶやく。

「──後ほど、部屋にうかがいます。人払いのうえで……よろしいですな？」

　有う無むを言わせぬその口調に、ラシアンは眉まゆ根ねを寄せた。

「一体、なんの話があるというのですか？　今夜でなければなりませんか？」

　ダスティアはラシアンの傍そば近くに立ち、その耳元に口を寄せた。

「……レージク様の──〝出しゆつ生せい〟について、今の貴方にも、知っておいてもらわねばならぬことがあるのです。できれば、話さずに済ませたかったのですが……」

　低く押し殺したダスティアの声は、ラシアンの耳にだけ届いていた。

　ラシアンは、ふっと表情を改める。

　ダスティアの声は険けわしかった。ラシアンの機嫌を取るような調子ではなく、話したいことがあるとは言いながら、まだ迷っているようにも見える。

「出生──」

「お静かに。一度、部屋に戻った振りをしてから、深夜にうかがいます」

　ダスティアはそう告げると、何食わぬ顔で部屋を出た。

　最後に扉とびらを抜けたラシアンは、釈しやく然ぜんとしない思いに首を傾かしげ、王宮にあてがわれた自室へと戻っていく。

　廊下を歩きながら、ラシアンはふと、王宮の内部で遠い過去に流れた〝ある噂うわさ〟を思いだしていた。

　──王子達の中に、ラバスダン王を父としない者が混ざっている──

　そんな噂である。

　どの王子が、というのは、噂を聞くたびに変わっていた。恐おそれ多くも皇太子が、という者達もいたし、第二王子が、いや第三王子が、あるいは第四王子がと、ほぼ均きん等とうに疑いがかけられていた。

　しかしそれは、出で所どころもはっきりとしない、王宮によくある質の根も葉もない噂である。

　──少なくとも、ラシアンはそう思っていた。

　ダスティアはしかし、〝出生〟についてと言った。連想される可能性は一つしかない。

　あるいはそれこそが、ダスティアや正せい妃ひ達が、レージクの即そく位いを阻はばもうとする理由なのかもしれなかった。

　ラシアンは肩の力を抜くように、深く溜ため息いきを吐ついた。

　政務卿のダスティアは、決して卑ひ劣れつな官かん僚りようではない。政治的な感覚に長たけており、また器用な性格とあいまって、曲者くせものとは言えたが、しかし臣下の分を越えるような野や心しんを抱く者ではなかった。

　その意味では、国に対して忠ちゆう節せつの厚い臣けらいともいえる。序じよ列れつとしてはラシアンより上の人物でもあり、決して粗そ略りやくには扱えない。

　なにより、本当にレージクが王の血を引いていないなどということにでもなれば、それは大問題だった。

　皇太子のウェインと第三王子のブラドーは、成長するにつれ、ラバスダン王によく似てきた。第二王子のレージク、第四王子のフェリオなどは母親似と言われていたが、それでもその血統を公式に疑うような者はいない。

　なんとなれば、ラバスダン王自身が、その四人を息子むすこと認めていたのだ。

　いまさらに〝違う〟などと騒ぎ立てても、明確な証しよう拠こがなければ、謀ぼう略りやくとしてしか扱われない。仮かりにダスティアが、その根こん拠きよを盾たてにレージクの派は閥ばつを攻撃すれば、相手はより意い固こ地じになって、それこそ反乱でも起こされかねないだろう。

　対立を激化させるのは、簡単なことなのだ。

　ちょっとした火ひ種だねに、相そう応おうの油を注いでやれば、その目的は容よう易いに達せられる。しかしまともな貴族であれば、そんな激しい対立は望まない。

　ラシアンはふと思う。

（レージク様は、どうなのだろう──）

　彼の心には、ひどく鬱うつ屈くつした何かがあるらしかった。その影を、時にラシアンは不安に思う。

　ダスティアとの今夜の密みつ談だんは、その不安を裏付けるものになりそうな気がした。
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　聖せい堂どうでの葬そう儀ぎから一夜が明け、フェリオは断だん崖がいへと向かう馬車に乗っていた。

　森の中を走る細い道に連なった葬列は、脈みやく々みやくと長く、一匹の大だい蛇じやのように動いていく。

　王家専用の狩しゆ猟りよう場ばであるその近きん郊こうには人家もない。

　茂った木々の緑は深く、道に注ぐ初夏の陽光を薄暗く遮さえぎっていた。

　フェリオの乗った馬車は、葬列の中ほどにいた。

　馬車にはウルクと、そして外がい務む卿きよう、ラシアン・ロームが同乗している。どういう意い図とかは知れないが、直前になって同乗を申し出てきたのである。

　相手が外務卿では断るわけにもいかず、また断る理由もなかったために、フェリオは気軽にその許可を出した。無派閥とされる彼が、他の派の者と同乗する行為は、あらぬ推測を招く恐おそれがある。その点、フェリオの馬車ならば、そんな誤解をかけられることもない。

　遺い灰はいを〝王の断崖〟から撒まく役は、特例的にその外務卿、ラシアン・ロームに任されていた。

　本来、その役は次の王を継ぐ男子のものなのだが、肝かん心じんの「次の王」がまだ固まっていない。

　幼い皇太子の長男には無理だし、レージクにやらせることに関しては、正せい妃ひ達の閥から激しい抵抗があった。

　結果、どちらの派は閥ばつからも中立の立場と見なされている外がい務む卿きようが、その役を頼まれたのである。そうした代役に近い人間が灰はいを撒まいた前例も、過去には幾いく度どかあった。

　大役を任されたにも関かかわらず、車内でのラシアンはいつもと変わらぬ様子だった。

　若い頃ころには女官達を騒がせた微笑を湛たたえ、フェリオとウルクを相手に、王との思い出話などをゆったりと話し続けている。

　外交の第一人者だけあって、彼の話術は巧たくみだった。

　葬そう列れつにふさわしい程度にしんみりと、しかし決して暗くならないよう、時にユーモアを交えながらラシアンは語る。

「フェリオ様、若い頃のウィスタル卿は、それは真面目まじめで堅かた物ぶつ一辺倒でしたよ。ある時、王がわざわざ、ウィスタル卿に婚こん姻いんを勧めたことがあったのです。その折のウィスタル卿の返答が、また振るっておりました」

　ラシアンはフェリオの前で、大おお仰ぎように手を広げて見せた。

「剣の道に女は邪じや魔ま、とでも言いましたか？」

　フェリオは社交用の微笑で応じた。ラシアンはにんまりと笑う。

「いいえ。〝陛へい下かのご苦労を見るにつけ、とても……〟とね。これには王も、苦笑なさるしかなかったようです」

　ラシアンはそこでおかしげに笑ったが、聞いていたフェリオは頰ほおを引きつらせた。

　いかにもウィスタルが言いそうなことだったが、相手がラバスダン王でなかったら、とても笑って済ませられるような会話ではない。王に対しても正せい妃ひに対しても失礼な言である。

　しかしウィスタルとラバスダン王の間には、そんな会話が笑って許されるほどの信頼関係が確かにあった。

　王にとってのウィスタルは、気のおけない友人のようなものだったらしい。権力におもねないウィスタルの性格を、王は気に入っていたのだろう。風ふう来らい坊ぼうだったウィスタルもまた、そんな王に望まれたからこそ、わざわざ仕官したのだといえる。

　フェリオはふと、来訪者ビジターの少女リセリナや、錬金術師アルケミストシルヴァーナのことを思いだした。彼女達もまた、権力にすり寄らない人間だったように思う。

　フェリオは、自分が彼女達に抱いた好感の理由を、そこに見つけたような気がした。思えば傍かたわらにいるウルクも、フェリオを王族としてではなく、一人の大切な友人として扱ってくれている。

　そのことが、フェリオには何より嬉うれしい。

　ラシアンが語る故人の思い出話を聞きながら、フェリオは隣に座るウルクの横顔をうかがった。

　ウルクはラシアンの話を微笑で聞いていた。ラシアンにしても、客人としての彼女を退たい屈くつさせぬようにと話している気配がある。

　彼の優秀な外交官ぶりに、フェリオは改めて敬意を抱いた。

　ラシアン・ロームの真価はしかし、話術だけではなく、その絶妙な立ち位置と鋭い政治感覚にある。

　彼は敵をつくらない。かといって、決して八はつ方ぽう美び人じんというわけでもない。主張すべきを主張し、相手の立場も慮おもんぱかり、そのうえで互いの妥だ協きよう点てんを模も索さくしていく彼の手腕は、ある意味で芸術的とさえ言えた。

　あまり会う機会もなく、それほど親しいわけでもなかったが、フェリオも彼に対しては一いち目もく以上のものを置いている。

　また彼は、この難局に際して、どちらの派は閥ばつにも安あん易いに与くみさず、自らの職しよく責せきだけを果たし続けている珍しい官かん僚りようでもある。

　思い出話が一段落したところで、ラシアンは話題を転じた。

「──そうそう、フェリオ様とウルク様の馴なれ初そめをうかがってもよろしいでしょうか。ウルク様は、七、八年前にアルセイフに滞在しておられましたが、その時、お知り合いに？」

「はい。それから今まで、季節ごとに欠かさず便りを交わしておりました」

　ウルクがにこやかに頷うなずいた。

　正面のラシアンは眼めを細め、並んで座るフェリオとウルクとを見つめた。

「なるほど、お似に合あいです。フェリオ様も、〝良き御ご縁えん〟を摑つかまれましたな」

　ラシアンの言に、フェリオは冷ひや汗あせをかいた。

　まるですでに婚こん約やくが為なされているかのような言い回しである。無む論ろん、そう思わせているのはフェリオ達なのだが、わざわざ確認してきたラシアンの口調は、声質の柔やわらかさとは裏うら腹はらに厳きびしい響きをはらんでいた。

「それに時期もよかった。ご存知でしたか？　政せい務む卿きようのダスティア卿が、フェリオ様もそろそろ年とし頃ごろだからと、ご親切に一族の娘を用意していたようですよ。喪もが明けた頃に、フェリオ様に娶めとっていただくつもりだったようですが、その前にウルク様がおられたとは……本当に、良い時期でした。ダスティア卿も面めん目ぼくを潰つぶされずに済みましたし、フェリオ様も政せい略りやくによる結婚をうまく避けられまして……」

「そうだったのですか？　それは、ダスティア卿に申し訳ないことをしましたね」

　フェリオは上うわ辺べだけで照てれ隠かくしの微笑を作りながら、内心では恐きよう々きようとしていた。ラシアンの表情は微笑ながら、眼が笑っていない。

　──彼は、気づいているのだ。昨日のウルクの演技、その真意を見破られたと見て間違いない。女の扱いに慣れた伊達だて男おとこ特有の勘かん働ばたらきか、あるいは政治家としての勘か──どちらにしても、その洞どう察さつ力りよくは侮あなどれなかった。

　ラシアンは、フェリオとウルクを試ためすように見つめていた。表情の変化を読まれていると察し、フェリオは努つとめて動揺を隠かくす。

　ラシアンはゆっくりと言葉をつないだ。

「……ウルク様のお父上、マディーン様も、さぞお喜びでしょう」

　フェリオの背を、汗がつたった。ウルクの父親が、昨日きのう今日きようにウルクが言いだした婚こん約やくの話など知るはずがない。

　しかし横に座ったウルクは、にっこりと頷うなずいた。

「はい。きっと喜んでいただけると思います」

　涼すずやかな声でそう応こたえる。

　ラシアンの眼めが、一瞬だけ据すわった。

「──〝思う〟ということは……まだ、フェリオ様とのことは話されていないのですか？」

「えぇ」

　あっさりと頷き、

「私とフェリオ様との間での〝約束〟ですから……私も司し祭さいとして一人立ちをした身ですので、自分のことは自分で決めております」

　ウルクはそう断言した。

「父には近く、折を見て相談するつもりです。でも、薄うす々うすと感づいているのではないでしょうか。私がアルセイフまで来たのは、フェリオ様のことだけが理由でしたから」

　ウルクはフェリオの腕をとり──心しん底そこから幸せそうに、微笑ほほえんで見せた。

　この期ごに及んでもしらを切り通す彼女の演技力に、フェリオは内心で舌を巻く。

　彼女はここに至るまで、思わせぶりな態度はとったものの、言葉としては一つも噓うそを吐ついていないのだ。フェリオとウルクの間にある約束を〝婚約〟に関かかわるものと勘かん違ちがいさせ、またその勘違いを否定していないことは確かだが、発せられた言葉に虚きよ偽ぎはないのである。

　ラシアンはウルクから視線を逸そらし、フェリオを見据えた。

「なるほど……では、フェリオ様ご自身は、いかがお考えですか？」

　腕を摑つかむウルクの指先に、力が籠こもった。

　答えを間違えるわけにはいかない。フェリオは、覚かく悟ごを決める。

「ラシアン卿きよう。私は、将来の伴はん侶りよを他人に選ばせるつもりはありません。ましてや、政治力のためにその相手を決めるつもりもありません。そうして失敗した父の例を見ていますし、なにより……関係もない王位を巡ってのごたごたのために利用されるのも、御ご免めんこうむります」

　フェリオはその言葉に、婚約者が云うん々ぬんという以上の気迫を込めた。

　ラシアンは──彫ほりの深い顔に、にやりと笑みを浮かべた。

　責せめるような気配はなく、むしろ人生の先輩が後輩を見るような、親しみを込めた笑みである。

「──結構です。大いに結構。それだけのお覚かく悟ごがあれば、あの古ふる狸だぬきに押し切られることもないでしょうな」

　ラシアンは、肩の力を抜くようにそう言った。

　その眼めがやけに穏おだやかなのを見て、フェリオは不思議に思った。

　どうやらラシアンは、フェリオやウルクの真意を悟さとりつつ、噓うそをつき続けることができるかどうかを試ためしただけらしい。

　そしてラシアンは、御ぎよ者しやにも聞こえぬよう声を潜ひそめた。

「フェリオ様。私と貴方あなたの立場は、失礼ながらよく似ているのですよ。どちらの派は閥ばつとも関係が浅く、また、どちらの派閥にも迎げい合ごうしていない……これから先、こうした立場の人間にしか、できぬことがあります。それが何か、フェリオ様にはおわかりですか？」

　ラシアンは、フェリオの眼を覗のぞきこんできた。

　フェリオは咄とつ嗟さに答えられない。

　右手の人差し指をたてて、ラシアンはやや得とく意いげに呟つぶやいた。

「それは、今回の王位争いにおける、勝者と敗者の仲を取り持ち、修正することです」

「仲を取り持つ……ですか？」

　フェリオが問い返すと、ラシアンは微笑ほほえんだ。

「はい。どちらかが王位につく以上、どちらかは必ず泣きを見ます。かといって、この両者が喧けん嘩かをしたままでは、国政に支し障しようが出る。敗者と勝者を完全に仲直りさせる必要はありませんが、互いの面子メンツをある程度、保ってやるためには、間を取り持つ中立の立場の者が必要なのです。なかなか、気苦労のいることですが──僭せん越えつながら、私はその役を担になう一人となるつもりです」

　フェリオは啞あ然ぜんとした。他の貴族達が汲きゆう々きゆうと、どちらにつくのが得か、あるいは日和ひより見みするべきかと悩んでいるこの時期に、目の前の男はもう、その後の処理について考えているらしい。

　ラシアンは続けて呟く。

「私は今夜、新しい王に皇太子のご子し息そくであるアーベルト様を立て、その後こう見けん人にんたる摂せつ政しようをレージク様に任せるよう、提案するつもりです」

　その言葉に、フェリオは純粋に驚いた。

　その内容に対して驚いたわけではない。そんな重要なことを、ラシアンがフェリオに明かしたこと──そのことが、不思議だった。

「ラシアン卿きよう、それは──」

「決定までには、なかなか骨が折れそうです。おそらくレージク様の閥には恨うらまれるでしょうし、ダスティア卿やガートルード卿にも嫌な顔をされるかもしれませんが……このあたりが、両者にとって妥だ当とうなところでしょう。レージク様が王になっては、正せい妃ひ様さま方がたをはじめ、収まらぬ方かた々がたが多すぎます。かといって、正式な後継者であるはずのレージク様を無視するのも問題です。納なつ得とくしていただけるかどうかはわかりませんが、私自身は、この線で今回のことを収めるつもりです」

「──収まりますか？」

　フェリオはつい、そう聞いてしまった。犬けん猿えんの仲なかである二派を説せつ得とくしようというのに、ラシアンは涼すずしい顔をしている。

「まぁ、なんとかなるでしょう。どちらも誇り高い方々ですから、逆に言えば、その誇りを傷つけぬように周囲が図はからえばよいのです。問題は、レージク様が頷うなずくかどうかですが──ガートルード卿きようを説得できれば、レージク様も無理は言えないはずです。それに摂せつ政しようという立場なら、レージク様にとってもそれほど悪い話ではないでしょう。国王と違って、お好きな色いろ街まちにも出やすいですからな」

　ラシアンの見解に、脇わきで聞いていたウルクが頷いた。

「勝てば全すべてを手に入れられるが、負ければ全てを失いかねない。ならば互いに歩み寄って、半々のところを選択する──そういうことですね？」

　ラシアンはウルクに向け、伊達だて男おとこらしく、おどけて片目を瞑つぶった。

「そのとおりです。この案ならば、どちらの閥ばつも保身が図れます。ただし、どちらかの派は閥ばつがそれを主導したのでは不公平になる。だからこその、私の出で番ばんです」

　そう言うと、ラシアンはフェリオを真っ向から見み据すえた。

　フェリオも臆おくさずに、その鋭い眼めを見返す。

「フェリオ様。似た立場同士、同どう盟めいを結ぼうなどとは申しません。私は派閥を作りませんのでね。ですが、フェリオ様がもしよろしければ──フェリオ様も、自身の立場に自覚をもって、その自覚に応じた行動をしていただけると助かります。どちらの派閥にも属さぬまま、現状を憂うれえる者として」

「承うけたまわりました」

　フェリオは即答した。

「私にできることがありましたら、どうか遠えん慮りよなくお申し出ください。若じやく輩はいの身ではありますが、肩書きだけは立りつ派ぱですから、〝使いよう〟もあるかもしれません」

　ラシアンは満足げに笑って頷き、「恐おそれ多いことです」と、感謝の言葉を述べた。

　目の前の男が、どの派閥とも距離を保っていたその理由を、フェリオはこの時にやっと思い知った。

　彼は孤こ高こうの官かん僚りようなのだ。政権闘争に関かかわらず、常に自分の職分をまっとうしている。そして時には、さまざまな事象の傾きに合わせて、孤立してでも国を護まもることに腐ふ心しんする──

　まるで、政府の均きん衡こうを調整する天てん秤びんのような男だった。アルセイフという国にとっては、貴き重ちような得え難がたい人材だとも思う。

　話しているうちに、馬車は森を抜け、片側を崖がけに面した道に入った。

　優ゆうに三台ほどの馬車が並べる道幅があるものの、一方は奈な落らくである。杭くいと縄なわとで簡単な柵さくは設けられていたが、あまり頑がん丈じようなものでもない。

　安全のために、車列は自然と一本になり、御ぎよ者しやの手た綱づな捌さばきもより慎しん重ちようになった。

　その崖がけの逆側は、やや勾こう配ばいのきつい森となっていた。木々の緑は深く、人が通るのにも難なん儀ぎするほど枝葉の密度が濃い。

　唯ゆい一いつの道を境さかいにして、崖と森とが綺き麗れいに二分されていた。

　奈な落らくの底には、幾本もの大河が網あみのように流れていた。

　悠ゆう久きゆうの長い年月を経た川の浸しん食しよくによって、その辺り一帯は縦横に深く広い谷が入り組んでいるのだ。

　果てが定かでないほどに広がる崖地の肌はだには、地層がくっきりと浮いている。その下、ある程度なだらかな部分は緑の濃い密林となっており、鮮あざやかな対比が眼めに優やさしかった。

　見渡せるすべての範囲が、うねるような崖と谷とで構成されている。

　道からの眺ちよう望ぼうは、慣れた者でも眼が眩くらむほどだった。

　馬車の窓から外を覗のぞいたウルクが、その眼をしばたたかせた。急に拓ひらけた視界に驚いたものらしい。

　フェリオも彼女の肩越しに、久ひさ々びさにその光景を見る。

　彼方かなたに見える山地は、空よりもやや暗い青みを湛たたえていた。

　遠い山脈の線が、空の青一色と、森の緑一色を鮮やかに分断している。土色の崖と緑の絨じゆう毯たんに覆おおわれた大地には、ところどころに川の支流が走り、青い血管のように流れている。

　その雄大な景観を愛したのは王ばかりではない。多くの画家達も作品に残し、その絵が大陸中に出回ったことで、この地はアルセイフの名所のように知られていた。

　しかし禁きん猟りよう地ちだけに、余よ人じんは立ち入ることを許されない。だから絵の多くは、王宮の許可を得た名のある画家のものか、さもなくば法を破ってこの地に入った者達の筆によるものである。

　そうした画家達は、法を破るだけの価値を、その崖から望む光景に見出したと言えた。

　過去の画家達と同様に、ウルクもすっかり、その光景に眼を奪われていた。

　ラシアンがそれと察して、唐とう突とつに旅案内のようなことを言い出す。

「すごい眺めでしょう？　この大だい峡きよう谷こくは川の浸食によってできたと言われていますが、もっとも深いところと高いところとでは、一キロ以上の高低差があると言われています。正確なところは把は握あくしていませんが──まぁ、それくらいはありそうですな」

　ラシアンはそう言って笑った。

　この辺りには、正確な地形図もない。崖下の土が磁じ気きを帯びているために方位磁じ石しやくも役立たず、強しいて必要がないせいもあって、測量が進んでいないのだ。眼下の森には危険な獣けものも棲すんでおり、人が通ることも住むこともまずない。隊商キヤラバンも避けて通る。

「王都にとっては、この東側の峡谷は天然の防ぼう壁へきとも言えますな」

　ラシアンのその言葉に、ウルクは頷うなずいた。

「話には聞いておりましたが、まさに絶景の地ですね。まるでこの辺りだけ、別世界のような──」

　ウルクがそう感想を言いかけた時──

　フェリオの耳に、ふと風を切る音が聞こえた。

　遠くからこの近くへと迫るその音は、鳥の羽音に近い。

　フェリオは咄とつ嗟さに馬車の窓を開け、空を仰あおいだ。

　遙はるか上空に、黒い影が見えた。その数は三つ──フェリオが顔を出すなり、影は急降下を始め、たちまちに風を切る音が速さを増した。

　フェリオの背が瞬しゆん時じに粟あわ立だった。

　上空の影は鳥だった。しかし、ただの鳥ではない。人よりも馬よりも遙かに巨大なその生物は、〝玄げん鳥ちよう〟と呼ばれる種である。

　玄鳥は、その生息地によって大きさが異なり、その生態にも多少の違いがあった。

　今、フェリオの真上にいる三羽の鳥は、しかし王都の辺りに棲すむ小さな玄鳥とは明らかに違う。セブラズ山地の奥深くにしか棲まないはずの、もっとも巨大な種である。

　三羽の鳥の爪つめは、それぞれに馬車を狙ねらっている様子だった。

　フェリオは咄嗟に声を張り上げていた。

「馬車を止めろ！　鳥に狙われている！　ラシアン卿きようも森へ！」

　叫ぶが早いか、フェリオは扉とびらを蹴り開けた。戸と惑まどうラシアンの手を引っ張りつつ、もう片方の腕にウルクの細い肩を抱き寄せ、並足の馬車から飛び降りる。崖がけ地ちを歩いていた馬車の足は遅おそく、着地に支し障しようはなかった。

　降りると同時にラシアンの手を離し、フェリオはそのままウルクを抱かかえて、斜面となった森の側へと駆け込んだ。

　木々が防壁となるそこへは、巨大な玄鳥が容よう易いには入れないはずだった。

「ラシアン卿、早く！　御ぎよ者しやも！」

　フェリオが声を張る間にも、三羽の鳥は落ちるような速さで馬車に肉にく薄はくしてきた。すでに地上に影が落ちており、気づかぬほうがおかしい距離である。

　ラシアンと若い御者もまた、転げるようにして馬車から離れ、フェリオとウルクの飛びこんだ木陰に駆け入った。後続の馬車も異変に気づき、次々とその脚あしを止める。

　王都の近郊に棲む玄鳥は、せいぜい鷹たかと同じほどの大きさしかない。

　しかしセブラズ山地に住むその巨大種は、時折、麓ふもとに降りては、農場の牛や馬をさらっていくことさえあった。彼らは雑食性で、狩かりもするのである。

　舞い降りてきた玄鳥の一羽が、フェリオ達の乗っていた馬車の馬を爪で引っ摑つかんだ。

　漆しつ黒こくのその翼を広げると、道幅よりも大きい。

　貴族や衛兵達の発する悲鳴があたりに交こう錯さくした。

　続いて降りてきた二羽が、フェリオ達より前の馬車二台を同様に摑つかんだ。

　そのうちの一羽だけは、他の鳥と異なって羽毛が赤い。

　暗い血の色を思わせるその鳥と、フェリオの視線が重なった。

　そしてフェリオは──その鳥の背に、人の姿を見た。

　ほんの一瞬のことだったが、鳥の背には確かに、顔を隠かくした人が乗っていたのだ。よく見れば鳥の体には、その人物の乗り場所を確保するためか、革の装そう具ぐと手た綱づなが嵌はめられている。

　ウルクが傍かたわらで悲鳴じみた声を上げた。前の二台は上空に気づくのが遅おくれ、中の貴族達もまだそのまま乗っている。フェリオ達が助かったのは、間かん一いつ髪ぱつのことだった。

　玄げん鳥ちようは、馬を摑んで引き上げた。

　荷台さえもがあっという間に持ち上げられ、たちまち宙ちゆうに浮く。

　そして、玄鳥はまるでその重みを嫌ったかのように──馬車を馬ごと、崖がけ下したに投げ捨てた。続けざまに三台が、あっという間に空中から落ちて姿を消す。

　その光景が現実のものと、フェリオは咄とつ嗟さに信じられなかった。

　他の馬車に乗っていた人々の悲鳴と怒ど号ごうがあがる。

　その声を無視して、馬車を崖に落とした三羽の玄鳥は、そのまま空高く舞い上がった。崖とは反対の、セブラズ山地の側に針しん路ろを取り、あっという間に飛び去ってしまう。

　始まりから終わりまで、ほんの数秒ほどの出来事だった。
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　──崖がけの下は、目も眩くらむほどの奈な落らくである。流れる幅広の大河さえ、糸のようにしか見えない。

　落ちればどう考えても命はなかった。いかに下が水とはいえ、高さが高さである。

　森に転がり込んだフェリオは、まだ体勢も整えきらないまま、叫ぶように声を発した。

「前の馬車には誰だれが!?」

　その問いに、辛からくも助かったラシアンが裏うら返がえりかけた声をあげる。

「た、確か、レージク様と、ガートルード卿きよう、それに御ご息そく女じよのニナ様と……その前の馬車には、第だい二妃ひのレヴィーア様に、第三妃のロデリア様と従者達が……」

　フェリオは眼めを剝むいた。要よう人じんばかりの列ではある。だがその中でも、落ちた馬車には屈くつ指しの要人が乗っていたらしい。第二王子のレージク、軍ぐん務む卿きようのガートルード、第二妃と第三妃、そしてレージクの許婚いいなずけであるニナ──そのいずれもが、次の国政に深く関かかわるはずの人物達だった。

　もう一つ、フェリオには気になることがあった。見間違いでなければ、玄げん鳥ちようの背には確かに〝人〟が乗っていたのだ。

　あるいは羽毛が、たまたまそんなふうに見えただけなのかもしれない。しかし鳥がつけていた装具といい、もし〝人〟があの鳥を操あやつっていたのだとしたら──

　──暗殺。

　その単語が、フェリオの脳のう裏りをよぎった。少なくとも偶ぐう然ぜんという線はあり得ない。

　怯おびえた他の馬がいななき始め、場はさらに騒そう然ぜんとなった。

　狭せまい道で、馬車が落ちた現場を目もく撃げきした者は少なかったが、しかし三羽の巨大な玄鳥は、やや遠くからも変事をうかがえるほど目立っていた。

　列の前後は完全に足を止め、皆が馬車からようやく降りてくる。

　鳥が飛び去ったのを確認して、フェリオもウルクを支えながら、木陰から歩み出た。ラシアンと、九死に一生を得た御ぎよ者しやもそれに続く。

　ウルクは蒼そう白はくだった。危あやうく、馬車ごと崖下に落とされるところだったのだ。フェリオにしても、まだとても落ち着いてはいない。

「フェリオ様！　ウルク様！」

　その姿を素早く見つけた騎士団長のウィスタルが、馬に乗って駆けつけてきた。

「ご無事でしたか！　ラシアン卿も……一体、何が……」

　ウィスタルは鞍くらから飛び降り、険けわしい顔のままフェリオに駆け寄った。

　フェリオは頷うなずきながら、半分は放心状態で崖の側に視線を送る。

「馬車が……落とされた。レージク兄様達が、乗っていたはずの……」

　ウィスタルが眼を剝いた。

「いえ。レージク様なら──」

　初老の騎士団長がそう言いかけるのと同時に、別の馬がその場に走りこんできた。

「どうした！　何があった!?」

　馬上でその声を張り上げたのは、顔に化け粧しようを施ほどこした、第二王子のレージク・アルセイフ、その人である。

　彼は馬を扱うのに長たけていた。武術が得とく意いなわけではなく、単身で城を抜け出して色いろ街まちに通うのに、馬術が必ひつ須すだったのだ。

　その得意の馬にまたがって、レージクはやけに凜り々りしく声を張っていた。

　フェリオはラシアンを振り返った。森から出てくるラシアンは、信じられないものを見たような眼めで、レージクを見ていた。

「レ、レージク様!?　前の馬車に、乗られていたはずでは……」

　レージクは表情を険けわしくして、ラシアンのその問いに答える。

「馬車は苦にが手てでな。途中で気分が悪くなって降りた。騎士の馬を借りて、風にあたりながら来てみれば……これは一体、どうしたことだ!?」

　咄とつ嗟さに答えられる者はいない。

　馬車を降りた貴族達が、わらわらとその場に集まりつつあった。

「鳥に落とされた馬車には、誰だれが乗っていたんだ？」

　レージクが馬から下りながら問う。

　ラシアンが、声を絞しぼった。

「おそらくは──ガートルード卿きようとニナ様と、第だい三妃ひと……第二妃が──」

　第二妃とは、レージクの母、レヴィーアのことである。ガートルードはレージクの伯父おじであり、またその養女であるニナは、レージクの許婚いいなずけだった。

　いわば──崖がけに落とされた要よう人じんは、第三妃を除いて、すべてレージクの派は閥ばつの人間である。さらに、本来ならばレージク当人もまた、その馬車に乗っているはずだったのだ。

　彼らだけではない。逃げるのが一歩遅おくれていれば、フェリオとウルク、そしてラシアンもが、今いま頃ごろは崖下に転落していたことだろう。

　奈な落らくの底は大河になっていた。しかし、落ちればとても助かる高さではない。途中で引っかかっていないかと、崖を覗のぞきこむ者達もいたが、彼らの表情には絶望しかなかった。

　ラシアンが言った推定死亡者の名を聞くや、レージクの顔からは表情が消えた。

「……ガートルードと……母上と……ニナ……だと……？」

　途と切ぎれ途切れに呟つぶやくその声こわ色いろは、すでに尋じん常じようでない。

　レージクの背後から、その時、一人の青年が駆けてきた。

　今にも崖に飛び込みそうなその勢いに、慌あわてて周囲の騎士達が体を押さえる。

　崖に寄った青年の顔には、フェリオも見覚えがあった。

　クラウス・サンクレット──軍ぐん務む卿きようガートルードの息子むすこで、ニナの兄である。

　青年は絶ぜつ叫きように近い声で、崖がけの下に妹の名を呼んでいた。顔色は蒼そう白はくを通り越して、土つち気け色いろになりつつある。

　その様子を横目に、レージクが唸うなるような声をあげた。

「今の鳥の背には、人らしき影があった──聞いたことがある。人の身で玄げん鳥ちようを扱う、暗殺者達がいると──これは貴き様さまらの仕し業わざか！　ダスティア卿きよう！」

　レージクは鬼おにの形ぎよう相そうとなって、馬車から降りていた政せい務む卿きよう、ダスティア・カリウスを指差した。

　ダスティアは途と端たんに眼めを見開き、蒼白となって震えながら首を横に振る。

「と、とんでもございません！　私は、何も……」

　レージクは声を張り上げた。

「ならば誰だれの仕業だ!?　俺おれに味方する人間ばかり……狙ねらったとしか思えんぞ！　自分達に不ふ都つ合ごうな勢力を、ここで一いつ掃そうする気だったか！」

　色事と阿片アヘンにかまける惰だ弱じやくな王子の姿は、そこになかった。そこにいるのは、身み内うちを殺されて烈れつ火かの如ごとくに怒いかる、王位継けい承しよう権けん一位の王子である。

　レージクのその迫力に、フェリオも吞のまれていた。

「貴き様さまでないのなら、正せい妃ひの差さし金がねか！」

　叫ぶや、レージクは崖の傍そばで騎士達に押さえられた青年、クラウスに向き直った。

「クラウス、落ち着け！　俺の母上も、お前の父君も妹君も……もう、生きてはいまい──」

　最後の言葉は、言い聞かせるような響きとなった。

　その言葉を聞いたクラウスは、叫ぶのをやめ、その場にどっと腰を落とした。騎士達が身を引く。

　そしてクラウスは、放心した眼まな差ざしで、ただ地面を見つめた。

　レージクは天を仰あおぎ、そして大声を張り上げた。

「──我が身可愛かわいさに、暗殺者まで雇やとうとは……そこまで愚ぐ劣れつな連中だとは思わなかった！　この代価は、高くつくぞ！」

「レ、レージク様！　誤解です！」

　ダスティアが必死の弁明を試みた。しかしその言葉は空から回まわりして、まるで説せつ得とく力りよくを伴ともなっていない。

　フェリオの手の中では、ウルクがかたかたと震えていた。

　フェリオは、その両肩から背に手をまわし、ぎゅっと彼女の身を抱きしめた。

「……落ち着け、ウルク。もう大丈夫だ」

　幼子を安心させるように背を撫なでながら、フェリオは耳元で静かに囁ささやいた。

　ウルクの鼓こ動どうが速い。完全に落ち着くまでには、しばらくかかりそうだった。

　先に進んでいた馬車から、ようやくに正妃が降りてきた。レージクの声を聞き咎とがめたものらしい。

　そして正せい妃ひマリーベルは、静かだが威い厳げんに満ちた声を正面から張った。

「レージク様、何を根こん拠きよに──我々は、暗殺者など雇やとってはおりません。ガートルード卿きようは軍務の要よう職しよく、アルセイフとしては失うわけにいかない方かたです。それに馬車には、第三妃も乗っていたのですよ」

　レージクは、憎ぞう悪おにたぎった眼めで、正妃を睨にらみつけた。

「どちらも、あんたにとっては邪じや魔ま者ものだろう。第三妃のことも聞いている。あの女は、近く俺おれの派は閥ばつに加わる予定だった。ブラドーの出しゆつ世せを約束してな。だから、母上と同じ馬車に乗っていたんだ。あんたらにしてみれば、裏切り者ってことになるんだろう」

　正妃マリーベルの眼に、細い光が宿った。一方でフェリオは驚きよう愕がくする。初めて知った事実だった。

「たとえそれが事実だとしても──我々は、暗殺などという手段は……」

「じゃあ、今の状況はなんだ！」

　レージクが剣を抜き、その切っ先を大地に突きたてた。

「これで俺も死んでいたら、お前達は万ばん々ばん歳ざいだったろうな！　だが、その目もく論ろ見みは失敗したぞ。どうする、今から俺をここで殺すか！」

　囲む貴族や騎士達の間に、動揺が起きた。

　ぶるぶると震えるダスティアが、その動揺を鎮しずめようと、掠かすれがちな声を出す。

「レージク様、落ち着かれてください。あるいは、これは内乱を誘さそおうとする他国の──」

「その詭き弁べんが通用するのは、神殿だけだ！」

　すかさずレージクはそう断じた。

「フェリオ！　お前も命を狙ねらわれたんだぞ！　何か言うことがあるだろう！」

　猛たけるレージクは、フェリオにも水を向けた。

　フェリオはウルクを抱きながら、何も答えない。

　──何かが、引っかかっていた。

　疑惑の正しよう体たいが自分でも摑つかめないまま、フェリオはただ違い和わ感かんだけを覚える。

　強しいて言えば、レージクの怒いかり方があまりに激しすぎるのだ。あまり話したこともないだけに、フェリオは兄の性格を把は握あくしているとは言い難かったが、しかし声を荒げてダスティアらを責せめるレージクの姿は、どこか不自然に見えた。

　判断に迷うフェリオが何も言わずにいると、レージクは舌打ちをした。

「襲撃に驚いて、腰が抜けたか──ダスティア、俺は、簡単には殺されん。そして、殺された者達の仇あだも取らせてもらう。クラウス！」

　レージクが呼ぶ声に、放心していたクラウス・サンクレットがびくりと反応した。

「お前の大事な父と妹を殺したのはこいつらだぞ！　俺は仇を討うつ。おまえはどうする。そこでぼうっとしているだけか！」

　その声は叱りつけるようだった。

　しばらくの間を置いて、クラウスがゆっくりと立ち上がった。

　その顔からは、あらゆる表情が消えていた。血の気が失せ、細い目は虚こ空くうを見み据すえ、挙きよ動どうはまるで幽ゆう鬼きのように覚おぼ束つかない。

　フェリオは、その無表情な顔に寒さむ気けを覚えた。

　親しいわけではなかったが、フェリオの知る彼は、穏おだやかで人当たりのいい青年だったように思う。貴族というよりは、良心的な商人か牧ぼく師しの似に合あうような、純じゆん朴ぼくそうな男だった。

　しかし今、そのクラウスが、ひどく凄せい惨さんな印象を醸かもしている。何も言葉を発さない姿には、ただ鬼き気き迫るものがあった。

　正せい妃ひのマリーベルが、その様子を一いち瞥べつして、かすかに肩を震わせた。

「クラウス様。我々は、本当に、何も──」

「正せい妃ひ様──ダスティア卿きよう──」

　クラウスは、ごく小さな声で呟つぶやいた。

　それだけで、場が静まり返る。

　崖がけ下したからの一いち陣じんの風が、その場を吹き抜けた。

　クラウスの髪が乱れてなびき、その体が揺れる。

「──すぐに、下の捜そう索さくを」

　間まを溜ためてクラウスが呟いたのは、その一言だけだった。

　フェリオはしかし、背に冷たい汗を感じた。抱きしめたウルクもまた、ぴくりと肩を震わせる。

　クラウスには、武術の心得などはないはずだった。だが、フェリオは目の前に立った細身の青年から、確かに恐怖を感じたのだ。レージクの派は手でな怒いかりなどよりも、さらに鋭く激しい怒りが、彼の身から今にも噴ふき出そうとしているのが感じられた。

「……そ、捜索……？　あ……そ、そうでした。すぐに！」

　気に吞のまれていたダスティアが鈍にぶく反応し、警備の者達に指示を飛ばす。

　しかし崖の高さを考えれば、乗っていた者達が助かる可能性は皆かい無むに等しい。

　崖下の大河は密みつ林りんの側に支流が入り組んで、流れが複雑に絡からみ合っている。死体がどこに行き着くかさえ、容よう易いには推測できなかった。

　しかもその崖下に降りるためには、崖が斜面になる場所まで、ここから大きく迂う回かいしなければならない。その場所に行くまでに丸一日はかかるだろうし、そこから捜索の手を伸ばすとなれば、それこそ気が遠くなるような広範囲を長期に渡って探す必要があった。

　そして──せいぜい見つかるのは、死体の欠片かけらくらいなはずである。

　レージクが不服そうに鼻を鳴らした。

　そのレージクに向けて、外がい務む卿きよう、ラシアン・ロームが声を投げる。

「レージク様。よく、ご無事で……しかし、仇あだを討うたれる、とは……？」

　レージクはラシアンを一いち瞥べつした後、冷たい眼めをダスティアと正せい妃ひに向けた。

「──今ここで、俺おれは継けい承しよう権けんの一位を根こん拠きよとして、アルセイフの王位につくことを宣言する」

　よく響いた声に、周囲の貴族達がどよめいた。レージクは烈れつ火かの勢いで[image: 拳]こぶしをかざす。

「暗殺を行うような恥はじ知らずに、俺は屈くつしない！　ガートルード卿の無念は俺が引き継ぐ。ダスティア、正妃……貴き様さまらは、俺を殺そうとした逆ぎやく臣しんだ。言いい訳わけがあれば後ほど聞こう。奴やつらを捕らえろ！」

　動いたのは、ガートルードの指揮下にあった警備の兵達だった。主を目の前で殺されたのである。護まもれなかった無念が、レージクの唐とう突とつな指揮にも彼らを従わせた。

　その眼前に、近衛このえ騎士団の騎士達が慌あわてて立ち塞ふさがる。

「正妃様、ダスティア様、こちらへ！」

　正妃に忠実な小隊長が、二人の身をかばい、互いの兵は睨にらみ合う格好となった。

　フェリオの傍かたわらにいたウィスタルが、その顔を険けわしく歪ゆがめた。

「……ウィスタル、動くな」

　フェリオは咄とつ嗟さに、彼を止めていた。

　ウィスタルは怪け訝げんそうにフェリオを見た。

　フェリオは小声で囁ささやく。

「なにかおかしい──王宮騎士団は、不用意に動かすな。もしここで乱戦になったら、ラシアン卿とウルクを護って脱出することを考えてくれ。今はまだ、どっちにも味方しないほうがいいと思う」

　ウィスタルは頷うなずいた。

「──さきほどの玄げん鳥ちよう……人を乗せておりました。暗殺が何者の依い頼らいかがわかるまでは、安あん易いには動けませんか」

　フェリオとウィスタルが囁き交わすのとほぼ同時に、外務卿、ラシアン・ロームが大きく手を叩たたいた。

「レージク様、ここはひとまず剣をお納めください！　何が起きたのか、まだ把は握あくしておらぬ者達も多いはずです。こんな崖がけ地ちではまともに話し合いもできない。散さん灰かいは中止し、今はガートルード卿や第二妃の捜そう索さくに全力を注ぎましょう」

　ラシアンの言葉は、その場でもっとも説せつ得とく力りよくを持っていた。激げつ昂こうするレージクや動揺するダスティア、毅き然ぜんとしてはいるものの言葉の足りない正妃に比べると、一段とその言の正しさが際きわ立だつ。

　衛兵達の間に動揺が生まれ、それに合わせて、近衛騎士達も戦闘態勢を解いた。

　レージクが不快そうに振りかえり、ラシアンを睨んだ。

「貴方あなたも命を狙ねらわれたのだろう！　今、ここで彼らを捕らえておかなければ、拾ったその命を明日あすには落としているかもしれないぞ」

　ラシアンはレージクをなだめるように、声をやや低くした。

「彼らの仕し業わざという証しよう拠こもないでしょう。暗殺の依い頼らい者しやが誰だれか、まだはっきりとはわかりません。それこそダスティア卿きようが言ったように、内乱を狙った他国の策という可能性もある。もしそうなら、我々がいがみ合うことは、彼らの狙いどおりということになります」

　レージクが鼻筋を歪ゆがめ、首を横に振った。

「馬ば鹿かな。他国の者が、馬車の順を知っていたとでも？　これは明らかに俺おれの派は閥ばつを狙ったものだろう。本来なら、俺だって今いま頃ごろは崖がけの下にいたはずだ。もしそうなっていたら、王位と政権を得るのは誰だ!?」

　レージクの言葉は、子供でもわかる理り屈くつだった。今、レージクを含む彼の閥を邪じや魔まに思っているのは、まず第一に、皇太子の息むすこを仰あおぐ正せい妃ひ達である。

　だが──フェリオは思った。

　現実に、レージクはまだ生きている。これが暗殺の失敗を意味するのか、それとも何者かの意い図と通りなのか──フェリオには、判断がつかなかった。

　怒るレージクに辟へき易えきした様子で、ラシアンが溜ため息いきを吐ついた。

「レージク様のお言葉もわかりますが──今は、行方ゆくえ不明者の捜そう索さくと、ここにいる方かた々がたの避ひ難なんが先でしょう。刺し客かくは空から来ました。ここでぼやぼやしていては、また襲われる可能性もあります。なにせ、我々を仕し留とめ損そこねていますからね」

　ラシアンの説せつ得とくに、レージクは言い返したいような素そ振ぶりを見せたものの、不ふ承しよう不ぶ承しようの顔で引き下がった。衛兵達や騎士団も剣と槍やりを引き、周囲の警戒に戻る。放ほう蕩とうで悪名高いレージクより、外がい務む卿きようとしての実績を持つラシアンのほうが、こうした場での説得力は遙はるかに上だった。

「後続から警戒しつつ、王都に引き返すよう、伝えてきなさい」

　ラシアンは騎士達にてきぱきと指示を飛ばした。

　一方で、レージクは正妃とダスティアに敵意を剝むきだしにした視線を向け、そのままクラウスの傍そばに寄った。

　何事か言葉を交わしながら、二人は一台の馬車に乗り込む。

　フェリオには、クラウスの様子が気にかかった。穏おだやかだと思っていた彼が、たった今、見せた殺気──その嫌な気配が、まだ残のこり香がのように感じられた。

　そう──クラウスは確かに、〝殺気〟をまとっていたのだ。その殺気は、刺客と、そしてその依頼者と──おそらくは、大切な者を護まもれなかった〝自分〟にも向けられていた。

　腕に抱かかえたウルクが、軽く身をよじった。

「あ、あの──フェリオ様、もう、大丈夫ですから……」

　フェリオは慌あわてて手を解ほどいた。知らず知らず、緊張して力を込めていたものらしい。少し苦しかったのか、ウルクは顔を真っ赤にしていた。

　伏ふし目めがちに、ふうっと吐と息いきを吐つき、フェリオと眼めを合わせないままに呟つぶやく。

「……びっくりしました──」

　フェリオは頷うなずいた。

「だろうな。いきなり、空から襲われたから──」

「あ、いえ……そうではなくて……」

　何かを言いかけて、ウルクは口を噤つぐんだ。

「……すみません、そうですね。いきなりでしたから──」

　呟くウルクの肩を支えて、フェリオは歯を食いしばった。

　──命を狙ねらわれた──

　そのことに、いまさらながら実感が湧わいてきた。

　狙われたのがラシアンで、フェリオやウルクは巻まき添ぞえを食った可能性もある。しかし相手の思おも惑わくがどうであれ、すんでのところで殺されかけた事実は揺るがない。

　ウルクまで──彼女まで、巻き込んだ。

　フェリオは今、彼女を連れてきたことを後こう悔かいしていた。こうした危険を多少は予期していたことも、自じ責せきの念ねんを強める一いち因いんとなる。

　ふとウルクが、フェリオの手を握った。

「フェリオ様。そんな顔──なさらないでください」

　ウルクは、フェリオの顔を上うわ目め遣づかいに見上げていた。

　そしてフェリオは、自分がひどく険けわしい顔をしていたことに初めて気づいた。

「無理を言ってついてきたのは私です。このくらいのことは覚かく悟ごしていましたし──もし、万が一のことがあっても──」

「言うな、ウルク」

　フェリオは自分を殴なぐりつけたい衝しよう動どうに駆られた。彼女には、フェリオの考えていたことがそのままわかってしまったらしい。

「──ウルク、君の身は必ず俺おれが護まもるから……誰だれにも、殺させない」

　フェリオは険しい眼めのまま、低く呟つぶやいた。

　ウルクは気を吞のまれたように、再び口を噤む。その瞼まぶたが微かすかに震え、彼女はやや苦しそうに唾つばを飲み込んだ。

　フェリオは、ガートルード達の落とされた崖がけを見やり、さきほどとは別の理由で、歯を食いしばった。

　まず、何者の仕し業わざなのか──それをはっきりとさせる必要がある。

　父王の葬そう儀ぎもまともに終わらぬうちに起きたこの暗殺劇は、後にまで遺い恨こんを残しそうな予感がした。
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　王都セイラムから伸びる石いし畳だたみの大道に、旅立ちを控えた中規模の隊商キヤラバンが待たい機きしていた。

　サンクレット交こう易えきの看かん板ばんを掲かかげたその一団は、アルセイフの王都と、隣りん国ごくであるタートムの間を、常に往復していた。

　さまざまな交易会社が主導するそうした多くの隊商キヤラバンは、土地によって人と物資を入れ替えながら、北から南へ、東から西へと移動し、人々の生活を支える基盤の一つとなっている。

　旅立ちを間近にして、商人と人夫達は荷積みに動き回っていた。他に同行する旅人などもおり、集団は合わせて百数十人ほどに膨ふくれていた。

　その中に、旅支度じたくを整えた若い娘が一人、混じっている。

　荷物らしい荷物も持たず、幌ほろ付つきの馬車に乗り、彼女は悠ゆう然ぜんと出発を待っていた。

　シルヴァーナである。

　フォルナムでは錬金術師アルケミストとして生活し、王都では一時的にせよ神しん官かんに化ばけ、そして今、彼女は何の変へん哲てつもないただの旅人として、この馬車に乗っていた。

　シルヴァーナは、馬車が止まったセイラムの街まちの端から、遠く見える王城に眼めをやった。

　アルセイフの王城は、さほど高い建物ではなかったが、敷地だけは無む闇やみに広い。その敷地はそのまま森と小山とに隣接しており、王族や貴族が住まう別べつ邸ていなども、周囲に点在していた。

　無む論ろん、そこには一般の者が立ち入ることはできない。

　シルヴァーナは王城から突き出した鐘しよう楼ろうを眺めながら、そこに住むある少年と、そして彼の師のことを考えていた。

　第四王子のフェリオ、王宮騎士団のウィスタル──

　フェリオとは二週間ほど前に初めて会ったが、ウィスタルに関しては、もっと古くからその名を知っていた。

　シルヴァーナ達の間で、彼の名を知らぬ者はいない。

　世に剣けん聖せいとして名高いだけでなく、ウィスタル・ベヘタシオンは、シルヴァーナ達にとっては特別な英えい雄ゆうだった。彼がいなければ、シルヴァーナもまた、生きてはいなかったかもしれない。それどころか、生まれてさえ──

　シルヴァーナは薄く笑って、首を横に振った。

　一目、彼の姿を見てから旅立ちたいと思ったのは、彼女にしては珍しい感かん傷しようだった。

　遠とお目めに見たことは以前にもあったが、話したこともない。大人おとな達の噂うわさで、その人となりをしつこいほど聞かされてはいたが、今の彼がどんな人物なのかは知らない。

　乗合い馬車の隣に座っていた初老の商人が、ふと声を漏もらした。

「──やれやれ──この街も見み納おさめかの。シルヴァーナ、この馬車に乗るということは、おまえも里に戻るのかね？」

　枯れ枝のように瘦やせた老人は、温顔に微笑を湛たたえ、そう問いかけてきた。

　シルヴァーナは小さく首を横に振る。

「いいや、森に相あい棒ぼうを待たせているんでね。馬車は適当なところで降りる。あいつと合流して、しばらくは近くの森に隠かくれて暮らすさ。異い変へんがあったら連絡する」

　その答えに、老人がくっくっと笑った。

「ご苦労なことじゃな。わしは里に戻ったら、もう隠いん居きよじゃ」

　シルヴァーナは微笑を向ける。

「御ご老ろうもいよいよ引いん退たいか。お疲つかれ様さまと言っておこう」

「……うむ。カシナートや、〝名無し〟の連中が来なんだら、わしはここで一生を終えるつもりだったのだがなぁ。どうせ里に戻ったところで、家族もおらぬ独ひとり身みじゃ。ここなら、そうそう暇ひまをもてあますこともなかったのだが……」

「仕方ないさ。潮しお時どきだろう。それに里のほうが、大事にしてもらえるぞ」

　シルヴァーナが言うと、老人は苦笑した。

「まぁ、そろそろ後進の指導にあたれと、長おさから言われておったしなぁ。潮時といえば潮時か。だが、少々寂さびしくもあるし、不安でもある。例の妓ぎ館かんの内ない偵ていも途中じゃったし──」

　老人は声を潜ひそめて呟つぶやいた。シルヴァーナは眼めを細め、やや顔を険けわしくした。

「カペラにあるタートムの拠点……表向きは高級妓館だったか──確か、レージク王子が頻ひん繁ぱんに出入りしていたとかいう場所だな？」

　老人は頷うなずいた。

「ただの妓館と思って通っておったのならいいがな。妓館ならこの王都にもある。わざわざあの地まで通っていたというのが、どうも──解げせぬのさ。できれば、わしがこの耳で探さぐりたかった」

　シルヴァーナは、ふと気になった疑問を口にする。

「第二王子のレージクというのは、どういう男だ？」

「知らんよ、会ったことがあるわけでもない。だが噂うわさでは、あまり性質たちのよくない男らしい。妓館通いも問題だが……そら、潜せん在ざい的てきな自殺願望があるというのかな？」

　老人の指摘に、シルヴァーナは眉まゆをひそめた。

「自分の命も他人の命も軽く考えている節ふしがあるそうな。つまりは、命やら生というものを舐なめている男らしい。享きよう楽らく的てきと言おうか、刹せつ那な的てきと言おうか、快楽としての破は滅めつを好む性せい癖へきがある。まぁ、カシナートあたりとはまた別の意味で、危険な男といえるか」

「知らないというわりには、ずいぶんと詳くわしいじゃないか」

　シルヴァーナが問うと、老人は肩を揺らして笑った。

「又また聞ぎきさ。あの坊ぼう主ずからのな」

「坊ぼう主ず？」

「あぁ、坊主さ。わしは若い頃ころ、あいつと戦場に立ったこともあるんだぞ。いわば戦友じゃ。今じゃ、王宮騎士団なんてとこの団長様だが──ふん、変わらん男だよ、あれは」

　老人は可笑おかしげに笑った。

　老人が誰だれのことを話しているのか、シルヴァーナはやっと理解した。

　ウィスタル・ベヘタシオン──隣にいる老人くらいの年代の者達は、若い頃のウィスタルをよく知っているのだ。

　シルヴァーナは傍かたわらの老人から、彼方かなたの王宮へと視線を転じた。

　かつての英えい雄ゆうが、そこにいる。

　王宮を見つめるシルヴァーナの目に、その時、たなびく煙が映った。

　細く長く、あまり風のない中を、青い空に向けて斜めに上っていく。

「む。火事か？」

　老人が呟つぶやいた。

　シルヴァーナは、じっと煙を見み据すえた。初めは黒いただの煙だったが、徐じよ々じよに青い色がついてきている。

「煙に色がついている──御ご老ろう、狼煙のろしじゃないのか、あれは？」

「狼煙だと？」

　老人も顔色を変えた。特殊な樹液を用いて色のついた煙を上げるのは、古来から連絡のために使われる手段だった。それも、主に変事に関かかわる連絡であることが多い。

　老人は席を立とうとした。

「シルヴァーナ。わしは降りて、ウィスタルのところへ行ってくる。まさかとは思うが、タートムの兵がもう動き始めたのかもしれん。長老連の指示を待って連絡させるつもりだったが、向こうの動きがもし、我らの予測より早いとすれば──」

　老人の言葉に、シルヴァーナは目許を険けわしくした。

「待て。御老は急ぎに向かないだろう。私が行く」

　シルヴァーナが言うと、老人は怪け訝げんな顔をした。

「だが、おまえでは先方が話も聞いてくれんのではないかね？　ウィスタルはおまえのことを知らんだろう」

「いや。一人、それとは別に知り合いがいる」

　応こたえるシルヴァーナの脳のう裏りには、紫むらさき色いろの髪をした少年の面おも影かげが浮いていた。

　やや子供じみてはいるが、人の好い人間であることはわかっている。情報をもっていけば話くらいは聞いて貰もらえるはずだったし、また問題のない情報は話してもくれるだろう。

「御老はこのまま行って、長老連に決断を急がせてくれ。こちらの状況は私が確認しながら、後日に連絡しよう。しばらくは、現場の判断で臨りん機き応おう変へんに動くことにする」

　シルヴァーナは馬車から飛び降りた。その背に、老人が慌あわてて声を投げる。

「おい！　知り合いってのは何者だね？」

「そのウィスタルの弟子だ。心配ない」

　シルヴァーナは応こたえておいて、道を小走りに近い速さで歩き出した。

　老人は肩を竦すくめて、背を見送る。

　早足に歩きながら、シルヴァーナは街まちが騒がしくなりつつあるのを肌はだで感じていた。

　狼煙のろしの上がった後から、妙にざわついている。街を警備していた衛兵達が、その意味に気づいたためらしい。しかし、何が起きているのかを把は握あくしている者は、この辺りにまだいそうにない。

　シルヴァーナは軽やかに人波をすり抜けて、王宮へとつながる大通りを急いだ。
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　王宮の狼煙台からは、周囲に急を知らせるための狼煙が上げられていた。

　これまではあまり使われることのない施設だったが、つい数日前に国王と皇太子の死を知らせるために使われ、今また、軍ぐん務む卿きようをはじめとする要よう人じん達の死を知らせるために煙が上っている。

　その狼煙が間近に見える、王宮の一角──

　第二王子のレージクにあてがわれた区画のテラスに、クラウスは黙もく然ぜんと座っていた。

　一人になろうとしたのを、レージクから強ごう引いんに誘さそわれ、今二人は一つのテーブルを囲んでいる。

「……気分は落ち着いたか、クラウス」

　レージクが問う。

　クラウスは頷うなずく気にもなれず、何も応えずにいた。

　──何も、考えられない。

　父であるガートルードの、そして妹であるニナの安あん否ぴが気になった。

　否いな──安否などと言っても、死体が確認されていないというだけで、とても生きているとは思えない。断だん崖がいの高さを思うと、絶望的である。

　クラウスは指を握り合わせ、強く強く、手の甲に爪つめをたてた。もはや痛みも気にならない。刺し客かくを雇やとったのが何者にせよ、クラウスはその〝何者か〟を許すつもりはなかった。必ずやつきとめて、思い知らせなければならない。

　喋しやべらないクラウスを見つめながら、レージクは独ひとり言ごとのように呟つぶやき始めた。

「──気の毒だった。ガートルードとニナのことは……俺おれも、母上を失った」

　沈痛なレージクの声に、クラウスは顔をあげた。

　レージクは、珍しく神しん妙みような顔をしていた。眉まゆを歪ゆがめ、悔くやしげに肩まで震わせている。

「──俺おれが、もう少し用心していれば──まさか奴らが、あんなやり方で刺し客かくを雇やとうとは、思ってもいなかったんだ──」

「……奴ら……？」

　クラウスは、掠かすれる声で問う。レージクは小さく頷うなずいた。

「さっきのは、間違いなく正せい妃ひとダスティアの策さく略りやくだ。いや──あるいは、ダスティアは関かかわっていなかったのかもしれん。しかし正妃の手引きは疑いようがない」

　レージクは断言した。

　その言葉を受けて──クラウスの心に、暗い炎ほのおが宿った。

　クラウスは重い口を開いた。

「……レージク様は、さきほどもそうおっしゃっていましたが……何か証しよう拠こが？」

「……証拠は……物理的な証拠は、ない。すまん……」

　レージクは小声に応こたえた。

「だが、間違いない。俺はこの耳で聞いたんだ。しかし証人もいなければ証拠もない。それが……そのことが、悔くやしい」

　レージクは[image: 拳]こぶしをテーブルに叩たたきつけた。

　クラウスは、細い眼めで第二王子を見た。

　レージクはその視線に促うながされるようにして、言葉を続ける。

「……正妃達が俺を暗殺しようとする動きは、何年か前からあったんだ。今までは亡なくなった兄上が止めていたようだが、正妃は今が好機と思ったんだろう。俺が王になってからじゃ遅おそいと──俺が奴やつらの会話を聞いたのは、つい今朝けさのことだ」

　レージクは、クラウスの反応を確かめるように言葉を区切った。

　クラウスは、黙ってその言葉に聞き入る。

「──正妃と官かん僚りようの一人が話し合っているのを、柱の影で聞いた。偶ぐう然ぜんだった。あいつら、こう言ったんだ。〝到着が間に合った〟〝手て筈はずは整えてある〟──それから、〝目め印じるしを用意しておけ〟と──俺が聞いたのはそれだけだった。ついさっきまで、なんのことかわからなかったが、今にしてやっとわかった。あいつらは、玄げん鳥ちように襲わせる馬車に、何か目印をつけていたんだ──」

　その指摘に、クラウスは肩を震わせた。

　自然と、湧わき上がってくるものがある。

　吐はき気けだった。

　必死で堪こらえて、クラウスは口元を覆おおう。眼に涙が滲にじんだ。

　父と妹は、確かに〝殺された〟のだ。その実感が胸に迫ると、耐え難い寂せき寞ばくと怒いかりが胸の内を占しめ、胃の中の物を戻しかけた。

　レージクが唇くちびるを嚙かむ。

「すまん、クラウス──俺おれが気づかなかったばかりに……まさか、奴やつらが玄げん鳥ちようなどを使って、白はく昼ちゆう堂どう々どうと襲ってくるとは思わなかったんだ。もし殺すなら俺一人だろうと思っていたが……政せい敵てきのガートルード卿きようや母上、裏切り者の第だい三妃ひ、それに、火ひ種だねになりそうなフェリオや、なびかない外がい務む卿きようのラシアン卿まで狙ねらうとは──悔くやんでも、悔やみきれん。ニナは……巻き込まれたんだろう」

　レージクの声にも、悲痛な響きが籠こもっていた。

　クラウスは、何も言わなかった。

　レージクにしても、実の母と、そして腹心のガートルードを失ったのだ。許婚いいなずけのニナについては、彼はほとんど関かかわりをもっていなかったが、しかしゆくゆくは妻になろうかという人間だった。

　彼にとっての味方が、一度に消えたのである。しかも王位を巡っての対立が激しいこの時に、痛いた手ででないはずがない。

「クラウス、俺は悔くやしい──」

　レージクは血を吐くような声で言った。

「正せい妃ひ達の前では大おお見み得えを切ったが、今の俺には力がない──動かせる貴族の数もたかが知れている。失って初めて気づいた……ガートルードがいなくては、俺は何もできないんだ」

　嘆なげくレージクのその言葉は、クラウスの心についた暗い炎ほのおに、憎ぞう悪おという油を注いだ。

「ニナだって……あの若さで不ふ憫びんな……」

　レージクが嘆たん息そくした。

　クラウスの脳のう裏りに、妹の姿が浮かんだ。彼女は実の妹ではなく、遠とお縁えんの娘だった。だが、実の妹と変わらぬほど、クラウスは彼女のことを大切に思っていた。

　その笑顔、怒る顔、照てれる仕し草ぐさ──緑がかった髪をなびかせて廊下を走る姿も、もう見ることはない。

　──クラウスの中で、〝何か〟が弾はじけた。

　巡った思し考こうが一つの結論を導くのに、そう時間はかからなかった。

　クラウスは心についた暗い炎の命ずるままに、言葉を紡つむぎ始める。

「レージク様──私は……私も、彼らを許せません」

　クラウスは、静かに──しかし凄せい惨さんな響きをもって、言葉を続けた。

「レージク様は、すぐに即そく位いをなさってください。手順は不要です。王と名乗り、その自覚をもっていただくだけで構いません。私は今、父の跡あとを、サンクレット家を継ぎます。そして私を、どうか軍ぐん務む卿きようの地位に──」

　レージクが眼めを剝むいた。

「クラウス、お前──」

　クラウスは肩を震わせた。

「レージク様が王おう威いをもって、そして私が軍ぐん務む卿きようの地位をもって命令を下せば、軍部のかなりの部分は従うはずです。そして私には、サンクレット交こう易えきという経済的な基盤もあります。彼らも暗殺などという手段を用いて失敗したからには、いまさら退ひけぬと弁わきまえているはず……大たい義ぎもこちらにあります。必ずや、償つぐないを──」

　自ら口にしたその言葉の内容を、クラウスは幾いく度ども反はん芻すうした。

「……彼らに抵抗する間を与えれば、混乱を招きます。幸い、王都の周辺には、内乱を防ぐ警備の名目で、サンクレット家の兵を揃そろえてあります。すぐに彼らと衛兵達をもって、正せい妃ひ達を捕らえましょう。その後の取調べで、真実が明らかになります。向こうも今いま頃ごろ、我々をどう処理するかで、協議していることでしょう。先手を打つなら早いほうがいい」

　そしてクラウスは席を立ち、臣下の分を越える言葉を改めて口にした。

「──たった今から〝貴方あなた〟が王になるのです、陛へい下か。逆ぎやく臣しんを捕らえるのは、王たる者の務つとめでしょう」

　クラウスの言葉に、レージクはしばらくの間を置き、やがてクラウスと同様に席を立った。

「──クラウス。いや、軍務卿。俺おれに力を貸してくれ。名門、サンクレット家の当主として──期待している」

「……は、御ぎよ意いのままに」

　クラウスは臣下の礼をもって、レージクに頭こうべを垂たれた。
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　そして二人の青年は、剣けん吞のんな視線を交わし合い、深く頷うなずき合う。

　クラウスの眼めにはレージクの姿が映っていたが、しかし彼を見てはいなかった。

　クラウスはただ、脳のう裏りに浮く妹の姿を見ている。

　──償つぐなわせてやる。

　クラウスは、再び誓ちかった。

　愛する妹を殺した刺し客かくに、そして、その刺客を差し向けた人々に──必ずそのことを後こう悔かいさせてやるつもりだった。

　そのためならば、たとえ悪あつ鬼きに魂たましいを売り渡してもいい。

　復ふく讐しゆうの炎ほのおに身を沈めたクラウスを、レージクは頼たのもしげに見つめていた。

　視界を中庭側に逸そらしたその口元に、ふと引きつるような笑みが浮く。

　面おも影かげに浮くニナの姿を追いかけるクラウスに、その笑みは見えていなかった。

　色のついた狼煙のろしが、風にたなびいている。

　死者の魂が向かう先を示すように、その煙は高い空に吸い込まれ、そして虚こ空くうに散じていった。
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　アルセイフの政せい務む卿きよう、ダスティア・カリウスにとって、その月は厄やく月づき以外の何物でもなかった。

　長年、仕えてきた王と、近くその地位を継ぐはずだった皇太子に突とつ然ぜん死なれ、さらには今、政せい敵てきだったガートルードや第だい二妃ひを襲った刺客の依い頼らい主ぬしとまで疑われている。

　崖がけの傍そばで見たレージクの怒いかりは凄すさまじかった。自らも命を狙ねらわれ、しかも母親と腹心を殺されたのだから、当然のことでもある。

　まだ死体は確認できていないが、今いま頃ごろは魚か獣けものの餌えさになっていることだろう。

　長年の政敵だったとはいえ、心が痛んだ。

（ガートルード卿──どうか、安らかに──）

　ダスティアはその冥めい福ふくを祈いのった。

　彼のことを疎うとましく思ったことは多いが、殺したいほど憎にくんだことはない。互いに立場が違ううえで、政治において争う好敵手といってもよかった。

　無事に王宮へと戻り、馬車から降りてもなお、ダスティアの心は混乱していた。

　ダスティアは暗殺者など雇やとっていない。そもそも暗殺というならば、本来は人知れず密ひそやかに殺すべきである。だが、白はく昼ちゆうに堂々、それも見せしめのような形で襲撃が行われた。

　あまりにやり方が派は手でで、しかも荒っぽい。

　今、ダスティアの正面には、老いた正せい妃ひ、マリーベルが座っていた。

　ここは政せい務む卿きようの執しつ務む室しつである。従者も追い出し、ダスティアは今後の方針を考えるべく、正せい妃ひをこの席に招いた。

　正妃マリーベルは、こんな時にも泰たい然ぜんとしていた。

　いつもながらの怜れい悧りな皺しわ顔がおには、あまり動揺の様子がない。彼女はいつも、感情を隠かくした人形のような顔をしている。何を考えているのかは、長い付き合いのダスティアにもよくわからない。

　そのあまりにいつも通りな姿を見て、ダスティアはふと、疑ぎ心しんに駆られた。

「正妃様──まさか、とは思いますが……」

　ダスティアは暗あんに刺し客かくの件を問いかけた。ダスティアには心当たりがなかったが──殺されたのは、皇太子の息むすこを担かつごうとするダスティア達にとって、都つ合ごうのいい相手ばかりだった。

　正妃は平然として応こたえる。

「ご安心を。私ではありませんわ」

　ダスティアは溜ためていた息を吐いた。

「……さ、左さ様ようですか。失礼を……」

　ほっとしかけたのも束つかの間ま、正妃は続けて呟つぶやく。

「暗殺者は雇やといましたが──決行は、数日後の予定でした」

　潜ひそめられたその声に、ダスティアは目を剝むいた。

　思わず声を荒げそうになるのを理性で抑おさえて、震えながら正妃を凝ぎよう視しする。

「せ、正妃様──まさか、まさか、そのような──」

「何を驚くのです、ダスティア卿」

　正妃マリーベルは、冷さめた顔で応じた。

「そうした仕事を受け持つ者達がいるのは、使う者がいるからです。平和なアルセイフではあまり活躍の場がない方かた々がたでしょうけれど……でも、今日の事は私ではありませんわ。こんな大おお雑ざつ把ぱな計画──しかも私が狙ねらったのは、レージク唯ただ一人です。他ほかには誰だれも殺させない予定でした」

　マリーベルの言葉に、ダスティアはただ口を開け、呆ぼう然ぜんとした。

「し、しかし、では、さきほどの刺客は──」

「心当たりはありません。タートムの者か──私は、貴方あなたの差さし金がねかとも思いましたわ」

「……そんな馬ば鹿かな」

　失礼と知りつつ、ダスティアはつい呻うめいた。

　なるほど、もしレージクが〝死んでいれば〟、それほど問題はなかったかもしれない。その場合、王位を継けい承しようできるのは、第三王子のブラドーか皇太子の幼い息であるアーベルトだが、ダスティアや正妃が健在である以上、後者しかあり得ない。

　サンクレット家の若わか造ぞうやレージク派の残りの者達など、どうとでも扱える。

　だが──

　ダスティアは、ぞっとする思いで身を震わせた。

　今日、狙ねらわれたのは、殺された者達とレージクばかりではないのだ。第四王子のフェリオ、外がい務む卿きようのラシアン・ローム、そしてウィータの司し祭さいであるウルク・ティグレー──

　もし彼らまで一いつ緒しよに死んでいたら、この国はどうなったかわからない。政治家として優すぐれたラシアンはもとより、ウィータの司祭であるウルクは国こく賓ひんといっていいし、存在感の薄いフェリオにしても、彼の背後には王宮騎士団、ウィスタルがついている。

　もし彼らに関かかわる者達が、暗殺の依い頼らい主ぬしをダスティア達だと断定しようものなら、ダスティアはまともに対たい処しよできる自信がなかった。

　ダスティアには、ある確信があった。今回のことは間違いなく、何者かが、ダスティア達を〝嵌はめようとした〟のだ。しかしダスティアは、自らの無実を知っていたし、またラシアンなどを殺す理由もない。彼かの外務卿とは、昨夜の内に意を通じてあった。

　問題は、これが〝何者〟の策かということである。

　さすがにレージクとは思えない。彼の母やガートルードが被害者なのだ。正せい妃ひマリーベルも、暗殺者は雇やとったらしいが、この件は違うという。襲われたうえで助かったラシアンやフェリオ──人柄として、彼らの依頼ということはまずあり得ないと思う。

　苦くるし紛まぎれにレージクへ言いい訳わけした、〝他国の陰いん謀ぼう〟──つまりは北方の大国、タートムの手によるものという予測が、ダスティアの結論だった。

　他ほかに可能性があるとすれば、人違いや反政府組織などの線だが、アルセイフの国内には、暗殺までするような反政府組織など存在しない。古来より平和で豊かな土地だけに、政府に対する不満なども少ない土地である。

　ダスティアは思し案あんした。このままでは、レージクから濡ぬれ衣ぎぬを着せられてしまう。

「──何を迷っているのですか」

　正妃が呟つぶやいた。

　ダスティアは眉まゆ根ねを寄せる。

「迷います。正妃様は、この状況を──」

「あの男一人、殺せば済むことでしょう」

　冷ひややかに言い放つ正妃に、ダスティアは戦せん慄りつした。

「正妃様……ご乱心を……」

「人は死ぬものです。王も皇太子も死にました。でも何故なぜ、あの男が生きているのですか？　正当な王と皇太子が死に、王家の血も引かぬ、どこの馬の骨とも知れないあの男が──」

「正妃様！」

　ダスティアは思わず声を張り上げていた。

　それは封じられたはずの言葉だった。公式には決して認められぬ、また認めてはならぬ、王家が隠かくしてきた汚お点てんである。

　マリーベルは動どうじなかった。老おいた背筋をぴんと伸ばし、ダスティアを蔑さげすむように見み据すえる。

「ダスティア卿きよう。貴方あなたは肝かん心じんのことがわかっておいででないようです。あの男が王位につくことなど、あってはならないのですよ。あの男は、子も生めない第だい二妃ひが、ただ私への対抗心から、どこからか持ってきた血筋も定かでない男──そんな男に王位継けい承しよう権けん？　あるはずがありません。私には、認められませんわ」

　ダスティアは冷ひや汗あせをかいた。

　彼女の言うところでは、第二妃のレヴィーアは石女うまずめだったらしい。だが、それでも王はレージクを息子むすことして認めたのである。その理由は推察するしかないが、サンクレット家の体面を慮おもんぱかったのかもしれない。

　死んだラバスダン王には、血筋をひどく軽視する悪あく癖へきがあった。自らが継ぐ王家の血筋というものにも懐かい疑ぎ的てきで、国さえ治まるならば、誰だれが王であっても構わないとさえ思っていた節ふしがある。

　そんな王の性格が、血のつながらない王子を生み出した──正せい妃ひマリーベルはそう言っていた。

　今となっては、その事実を裏付ける証しよう拠こもない。ダスティアにしても、その話はつい数年前、正妃から聞かされたのだ。

　正妃は引いん退たい寸前の女官を買ばい収しゆうし、当時のレヴィーアの妊にん娠しんと出産が噓うそだったことを知ったらしい。

　その女官も、すでに寿じゆ命みようによって死んでいる。その事実に関かかわる王も第二妃もガートルード卿も今は死に、証人と呼べる人間は絶えていた。

　もし今、正妃が証拠もなしにそんなことを主張すれば、レージク達は猛反発し、正妃を気が狂くるったものとして扱うだろう。

　ダスティアにしても、これを公おおやけにレージク攻撃の材料とはできない。王と第二妃がレージクを息子と認めていた以上、証拠もないそんな流りゆう言げんを流せば、心ある貴族の支持を失うことにもなる。下手へたをすれば、王族への侮ぶ辱じよく行為にあたるのだ。

　ダスティアは必死に正妃をなだめた。

「ともあれ、そのことは口になさいませんよう──証拠がない以上、これは……」

「ですから、殺してしまえばいいのです」

　正妃マリーベルは淡たん々たんと言い放った。

「でなければ、きっとこちらが殺されますわ。レージクはそういう男です」

「正妃様……」

　ダスティアは呆ぼう然ぜんとして、マリーベルを見つめた。

　彼女の顔色は変わらない。

　ダスティアはふと思う。彼女は果たして、昔からこうだったか、と──

　カリウス家の出しゆつ自じであるマリーベルは、ダスティアの従兄妹いとこにあたる。年齢はダスティアのほうがやや上で、若い頃ころは時折、話もした。

　昔の彼女は、気き位ぐらいこそ高かったが、平然として暗殺者を雇やとえるような人間ではなかった。時の流れが彼女を変えたとすれば、恐おそろしいことだとも思う。

　あるいは──自分が、甘あますぎるのか。

　ダスティアは内心で頭を抱かかえながら、席を立った。

「──正せい妃ひ様。私は、間違っていたのかもしれませんな」

　正妃マリーベルは、冷たい目をダスティアに向けた。

　ダスティアは覚かく悟ごを決める。

　このままでは、国が割れることになる。ガートルードが殺された時点で、もうこの国は均きん衡こうを失ってしまったのだ。

「貴方あなたや皇太子妃、そして皇太子のご子し息そくを立てるより──まず先に、考えるべきことがあったのかもしれません。私はそれを見失った──この国の政治家という誇りを忘れ、私し心しんをもってしまった──ラシアン卿きように対して、恥はずかしく思います」

　呟つぶやきながら、ダスティアは首を横に振った。

「正妃様。すぐにレージク様と和わ睦ぼくを結びましょう。王位はレージク様に継いでいただき、我々は引いん退たいすべきです。初めから、そうしておくべきでした。王位継けい承しよう権けんの一位はレージク様にあり、臣下たる我々は、ただそれを支えるべきだった──」

　今の自分にとっては、それがもっとも理の通った結論と思えた。しかし、政治家としては敗はい北ぼく宣言に等しい提案である。

　正妃の眉まゆが、ぴくりと跳ね上がった。

　ダスティアは力なく笑った。

「……いまさら、気づくとは間まの抜ぬけた話です。亡なき陛へい下かに叱られてしまいますな、これでは。しかし、まだ間に合う。ラシアン卿に以後のことをお願いし……」

「ダスティア卿、貴方はそれでも、忠ちゆう国こくの士しですか！」

　正妃がぴんと張った声をあげた。

「少なくとも、私はそのつもりです」

　ダスティアは動どうじずに応じた。

「我々が争い、その隙すきを突いたタートムに、この国を滅ほろぼされることがお望みですか？　ガートルード卿の暗殺は、まず間違いなく、奴やつらが絡からんでいるはずです。玄げん鳥ちようを扱う暗殺者など、そうそう雇やとえるものでもありません」

　正妃がダスティアを睨にらみつけた。

「馬ぱ鹿かな──玄鳥に乗れるのは、セブラズ山地に住む北方民族だけでしょう。北方民族とタートムは敵対関係にあります。協力などするはずがありません」

　ダスティアは、正せい妃ひの解釈に溜ため息いきを返した。

　北方民族とタートムは、確かに長く戦いを続けている。元は北方民族の住処すみかにタートムが侵しん攻こうしたことが発ほつ端たんだったが、両者の争いは小休止を繰り返しながら、数百年ほども惰だ性せいのように続いていた。

　正妃の解釈はしかし、その常識に囚とらわれ過ぎている。

「正妃様。その共同体に属する全すべての人々が、志こころざしを一つにしているわけではありません。我々を御ご覧らんください。一つの国の中で、こんな骨こつ肉にくの争いを演じつつある──北方民族の中にも、仲間を裏切る者がいたとして、なんの不思議もありません。それでなくとも、もし仲間内で罪を犯おかせば、追放されるか逃亡する者が出てきます。そうした者が生きる糧かてを得るために、敵方に寝ね返がえることは、充分にある話です。このままでは我々も、そんな立場に立たされるかもしれませんな」

　ダスティアの回答に、正妃は詰まった。

　そしてダスティアは、最後通つう牒ちようを発する。

「恐おそれ多いことながら、私も寝返りましょう。私はもう、正妃様にはお味方できません。レージク様の軍門に下ります。強しいて正妃様と敵対するつもりもありませんが──貴方あなたが牙きばを収めぬというのであれば、政務卿として、相そう応おうに対たい処しよをさせていただきます」

　正妃は、見た目は平然として頷うなずいた。しかしその顔色は、白粉おしろいの上からでもわかるほど蒼そう白はくに転じている。

「……お好きになさい。私は、あんな血筋も定かでない者に──」

　正妃が呟つぶやきかけた時、廊下に大勢の足音が立った。

　ダスティアが怪け訝げんに思うより早く、外を見張っていた従者が、慌あわてた様子で声を荒げる。

「な、何の御用で……うわっ！」

　突き飛ばされた従者が壁にあたり、そしてすぐに、別の者の手によって執しつ務む室しつの扉とびらが開けられた。

　そこに現れたのは衛兵達だった。先導する細目の青年は、サンクレット家の長男、クラウス・サンクレットである。軍をまとめる家の出しゆつ自じにふさわしく、彼は軽装の軍服をまとっていた。

　日ひ頃ごろはあまりぱっとしない印象しかなかったが、今の彼には、刺とげ々とげしいほどの迫力が備わっている。

　ダスティアは眉まゆ根ねを寄せて、ノックもなしに入ってきた彼らを睨にらんだ。

　クラウスの背後に立つ兵達は、捕ほ獲かくのためか、刃は引びきの短たん槍そうで武装している。

　青年、クラウスが朗ろう々ろうたる声を張った。

「ダスティア卿きよう、正妃様。軍ぐん務む卿きよう暗殺の嫌けん疑ぎに絡からみ、お二ふた方かたの身を拘こう束そくさせていただきます」

　よく響く声には、怒いかりの響きだけがあった。その露ろ骨こつな憎ぞう悪おの響きに、ダスティアは身を竦すくませた。正せい妃ひも息を吞のむ。

　驚く二人に構わず、クラウスは号令を発した。

「捕らえろ」

　その簡かん易いな命令一つで、衛兵達は正妃とダスティアを取り囲む。

　ダスティアは声を張った。

「待ちなさい！　あれは我々のしたことではない！　お前達も、誰だれに縄なわを向けて──」

　その言いい訳わけは無む駄だだった。並んでいる衛兵達は、ダスティアと親しい近衛このえ騎士団でも、またウィスタル率ひきいる王宮騎士団でもない。軍ぐん務む卿きようのガートルードが子こ飼がいにしていた衛兵達である。

　彼らにとっては、ダスティアは主あるじの政せい敵てきだったのだ。

　たちまちに後ろ手を捕らえられ、二人は席から立たされる。

　クラウスが、ひどく冷れい徹てつな眼めでダスティアと正妃を交こう互ごに見た。

「言い分は後ほど、じっくりとうかがいます。すでに前皇太子妃と、前皇太子のご子し息そくの元にも衛兵をまわしました。抵抗はされないほうがよろしいでしょう……連れて行け」

　クラウスは兵達に合図をした。

「ク、クラウス様──」

　ダスティアの呼び声を無視し、クラウスは背を向ける。

　ダスティアは戦せん慄りつした。彼の誤解を解くのは容よう易いでないと覚かく悟ごはしていた。しかし、まさかここまで思い切った行動を即座にとるとは想像していなかったのだ。

　ただの若わか造ぞう、そう侮あなどっていたことも事実である。その温和な性格を甘あまく見ていたことも否定できない。

　ダスティアは重ねてしわがれ声を張った。

「クラウス様！　話を──！」

「無む論ろん、話はゆっくりとうかがいます。ともあれ今は、国をまとめるのが先決──陛下に対して牙きばを剝むくお二ふた方かたは邪じや魔まなのです。そのことは、御ご自じ覚かくいただいているはずですが？」

「へ、陛へい下か……？」

「レージク陛下です。さきほど、即そく位いを表明されました」

　クラウスはさも当然のように、あっさりと言い切った。

「馬ば鹿かな！　戴たい冠かんの儀ぎも済んでいないというのに！」

　ダスティアは思わず声を荒げた。これはクーデターと言ってもいい。間違っても貴族達が支持するとは思えない、強ごう引いんすぎるやり方である。

　クラウスは、しかし泰たい然ぜんとしていた。

「緊急につき、戴冠の儀は略式で済ませました。レージク様は王位継けい承しよう権けん一位のお方かた──何も問題はないはずです。その序列を無視し、別の王を立てようと国政を混乱させたお二方の罪は、決して軽くありません。このうえは、長年の忠ちゆう節せつを汚けがすような真似まねだけはなされませんように」

　クラウスの声に、同情や哀あわれみはなかった。ただひたすら、険けわしく硬かたい。何を言っても無む駄だと察しつつ、それでもダスティアは声を荒げた。

「こ、こんな……こんな理り不ふ尽じんな真似をすれば、国政はさらに混乱いたしますぞ！」

　その叫びは保身のためというより、国を憂うれえる政治家としての良心によるものだった。ガートルードが死に、さらに自分が罪人とされては、残る高位のまともな政治家はラシアン・ロームぐらいなものである。

　しかしその言葉も、今のクラウスには届かなかった。

「国政を混乱させているのは、対立する勢力である貴方あなたがたです。しばらく、頭を冷やされるとよろしい」

　クラウスの声には、取りつく島しまもなかった。

　極度の緊張によって、ダスティアは心しんの臓ぞうに痛みを覚えた。呼吸が激しくなるのをどうにか堪こらえ、必死に方ほう策さくを探る。しかし、この状況では何も妙案は浮かばない。

　一方で正せい妃ひもまた、何も言わなかった。こちらは嫌けん悪おの眼まな差ざしでクラウスを一いち瞥べつしたきり、おとなしく兵に導かれていく。

　ダスティアの胸を、絶望に近い後こう悔かいが占しめた。

　王と皇太子の死を境さかいに──この国ではきっと、何かが崩くずれたのだ。

　自分はそれに少しは気づきつつ、しかし政権交代時によくある、わずかな混乱に過ぎないと錯さつ覚かくしていた。その認識の甘あまさが、政せい敵てきガートルードとの対立を深め、その隙すきを何者かに狙ねらわれたのである。

（……ラシアン卿きよう──）

　ダスティアは、ひと回り年下の、人を食った外がい務む卿きようの顔を思い浮かべた。

　今や頼たのみの綱つなは、その男だけだった。ダスティアが捕らえられたことを知れば、彼はどうするか──推測の域いきを出ないが、少なくとも、放ほう置ちするということはないはずである。

　アルセイフの不和を招いた何者か──おそらくは〝タートム〟の狙うような流れだけは、絶対に避けなければならない。

　ダスティアは祈いのった。

　たとえ我が身が断だん頭とう台だいに置かれるようなことになったとしても、今は保身より、この国の安あん寧ねいを祈いのりたかった。政せい務む卿きようとして、今の状況を招いてしまった責任を痛感する。

　老おいた心臓の痛みに耐え、兵に背を押されながら、ダスティアは一歩ずつ監かん禁きんの場所へと歩いて行った。
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　フェリオとウルク達は城の前を通過し、騎士団長、ウィスタル・ベヘタシオンの屋敷へと戻っていた。

　そこも厳げん密みつには王家が管理する敷地内ではあったが、周囲が森になっているせいもあり、あまり王宮の一いち隅ぐうという印象はない。

　そこはウィスタルが、騎士団長就任時に、亡なくなった王から直じき々じきに賜たまわった屋敷でもある。

　フェリオはその屋敷の食堂に、ウルクと向かい合い座っていた。

　少し離れた場所には、護衛としてライナスティとディアメルも控えている。ウィスタルは他の部下達と共に、まだ王宮の警備についていた。

　ついさきほど、フェリオ達は命を狙ねらわれたばかりだった。この屋敷にまで襲ってくるとは考えにくいが、油断ができる状況ではない。

　フェリオは思し案あんにふけりながら、砂糖をたっぷりと入れた紅茶を飲んでいた。心が落ち着くからと、ウルクから勧すすめられたのである。

　心が落ち着いたかどうかはよくわからなかったが、少なくとも思し考こうはまだまとまっていなかった。

　正しよう体たい不明の刺し客かくと玄げん鳥ちようによって、馬車ごと崖がけの下に落とされた被害者は、合わせて八人に及んでいた。

　軍ぐん務む卿きよう、ガートルード・サンクレットと、その娘であるニナ。レージクの母である第だい二妃ひレヴィーアと、ブラドーの母である第三妃ロデリア。それに御ぎよ者しやが二人と、それぞれの従者二人──

　本来ならば、これに外がい務む卿きようラシアン、フェリオとウルク、さらに御者がもう一人、加わっていたはずだった。

　もう一人──たまたま馬車から降りていたレージクも助かった口だが、フェリオはそのことが解げせずにいた。

　あまりに都つ合ごうがよすぎるのだ。だが、亡くなったのは間違いなく彼の力になるべき腹心の人々である。レージクが暗殺に絡からんでいたとは考えにくい。

　フェリオはカップの紅茶を飲み干したのに気づかず、再び飲み口に唇くちびるを添そえた。そうしてから中身が空からなのを知り、そのままカップを置きなおす。

　ウルクが気を利きかせて、ティーポットから新しい紅茶を注いだ。

「──あぁ、ありがとう、ウルク」

「いいえ。今の私には、これくらいしかできませんから」

　ウルクは微笑をもって応こたえた。人の死を見た直後で、その笑みには陰かげりがあったが、しかし気き丈じように振る舞っている。

　フェリオは考えを整理しようとして、ウルクに話しかけた。

「なぁ、ウルク。この後──どうなると思う？」

　ウルクは苦笑した。

「私にはなんとも──ですが、フェリオ様がどうなさりたいのか、それはわかるつもりです」

「俺おれが……？」

　我がことながら、フェリオはつい首を傾かしげた。ウルクはにっこりと微笑ほほえむ。

「はい。フェリオ様は、このまま内乱になるような事態を避けたいのでしょう？　ならば、できることは自然と絞しぼられてきます。対立する二つの派は閥ばつを結ぶ架かけ橋はしになるか、それともどちらかに加か担たんして素早く次の王を成立させるか──どちらにしても、難しいことかもしれませんが──フェリオ様は、いずれどれかの道を選ばれることになるはずですわ」

　ウルクの言葉に、フェリオは頷うなずいた。

　自分の身でできること──まずはそれを考えようと思った。国の流れがどうなるかを読もうとしても、今のフェリオにとっては不確定な要素が多すぎて、よくわからない。

　ウルクは続けて呟つぶやいた。

「ですが、フェリオ様。僭せん越えつながら──古き神代の諺ことわざに申します。〝人と人の間を渡す橋になるなら、その両者から踏みつけられることを覚かく悟ごしなければならない〟と──フェリオ様にそのお覚悟があることはわかるつもりですが、どうか、多少はご自じ愛あいください」

　ウルクは真しん摯しな眼まな差ざしをフェリオに向けてきた。

　彼女に心配されていることは、充分にフェリオもわかっていた。

「あぁ、気をつける」

　フェリオが応こたえても、ウルクの眼差しは変わらなかった。少し不安げに、そしてまだ何か言いたそうに、彼女はフェリオを見ていた。その唇くちびるが一度は動きかけて、また閉じる。

　離れた場所に座っていたライナスティが、金髪の頭を搔かきながら声をよこした。

「まぁまぁ、フェリオ様。こういうことは、けっこう自然に流れができるもんですよ。この際、成り行き任せでもなんとかなるんじゃないですか？」

　ディアメルが大おお仰ぎように額を押さえた。

「……おまえのその気楽さが羨うらやましいぞ、私は。自然の流れに任せていたら、知らず知らず、断だん頭とう台だいにのぼらされていた男もいる」

　ディアメルが口にしたのは、ある寓ぐう話わの主人公のことだった。愚おろか者の彼は、人の言うことばかりを聞き続けて、ついには悪人に騙だまされて罪を犯おかし、死刑となったのである。

　自らの頭で考えぬことの危険性を揶や揄ゆする有名な説せつ話わだったが、一方でその主人公は、なぜか聖せい人じんの一人として扱われていた。

　ライナスティは肩を竦すくめ、しみじみと呟いた。

「でもなぁ、ディアメル。俺おれは、今は軽けい挙きよ妄もう動どうを慎つつしむべき時期でもあると思うんだ。取り返しのつかない選せん択たく肢しってのがあるとしたら、こういう時に出てきやすいんじゃないかな」

「──やめてくれ。おまえがそんなまともそうなことを言うと、あまりに不ふ吉きつだ。似に合あわないのを通り越してそら恐おそろしくなってくる」

　ひと睨にらみして、ディアメルが肩を震わせた。

「似合わんのは自覚してるさ」

　ライナスティは笑って、フェリオに向き直った。

「でも冗じよう談だんを抜きにして、こりゃ結構な難問ですよ、フェリオ様。まず襲撃の依い頼らい主ぬしをはっきりさせたいところですが、手がかりがほとんどない。これから出てくるような手がかりなんてのがもしあるとしても、捏ねつ造ぞうすることができそうなもんばかりでしょう。正直なところ、俺はもう考えるのはお手上げです。もし俺がフェリオ様なら、どこかに行方ゆくえをくらまして、ほとぼりが冷さめるまで待つかもしれませんね」

　そんな無責任な──とは、フェリオは言わなかった。ライナスティの言は、軽い口調からして本気のものではない。ただ、そういった突とつ飛ぴな選択肢もないわけではないことを、フェリオに伝えたかったものらしい。

　その気き遣づかいは通じた。ライナスティやディアメルは、おそらく最後までフェリオかウィスタルに付き合ってくれることだろう。彼らの信頼に自身がどう応こたえるかは、フェリオ自身が考えなければならない。

「急いで結論を出したいところだけど、まだ今は難しいな。ラシアン卿きようとも相談して──」

　呟つぶやきかけたフェリオは、視界の端にふと動く物を見て、その方向へ素早く視線を走らせた。

　食堂に面した窓の外、深い森の木陰から、こちらに近寄ってくる人影があった。

　刺し客かくを警戒していたフェリオにとっては、目立ちすぎる動きである。

　それは、旅装に身を包んだ若い娘だった。

　周囲をうかがうようにしながら、足早に屋敷へと歩み寄る。

　ここは王家の土地である。内部には貴族やその従者達がいるものの、一般の者が入れる場所ではない。

　奇き異いに思ったフェリオと、歩いてくる娘の視線が重なった。

　フェリオは息を詰めた。思わぬ顔をそこに見つけたのである。

「シルヴァーナ！」

　名を呼んで窓を開けると、錬金術師アルケミストの娘はにこりと笑みを返してきた。

「やぁ。元気そうでなによりだ。お邪じや魔ましてもいいかな」

　フードを剝はぐと、短い銀髪がばさりと揺れた。

　ほう、と、ライナスティが息を吐く。

「フェリオ様のお知り合いですか？　これはまた、お綺き麗れいな──」

「……おまえはそれしか言えんのか──じゃなくて、ここは王宮の敷地内だぞ。案内もなしで、何者だ！」

　ディアメルがライナスティの頭を小こ突づきながら、真ま顔がおに戻って誰何すいかの声を張った。

　フェリオは慌あわてて、その彼女を押しとどめる。

「心配ない。フォルナム神殿に仕えている知り合いだ。ちょっと前に世話になった」

　シルヴァーナが微笑を見せた。

「憶おぼえていてもらえて幸いだ。忘れられていたら、あの娘との晩のことを細さい大だい漏もらさず語り聞かせてやろうと思っていたんだがな」

　フェリオはわずかに頰ほおを引きつらせた。

　彼女は、正しよう気きを失った状態のリセリナとフェリオの一夜に関かかわった唯ゆい一いつの人間である。

　傍かたわらでウルクが首を傾かしげたが、あまり聞かせたい内容でもない。

　シルヴァーナは窓辺に寄り、勝手口から回って食堂に入ってきた。

「急に訪ねて悪かったな。とりあえず、お茶でも貰もらおうか」

　傍ぼう若じやく無ぶ人じんとはこのことか、シルヴァーナはずうずうしく席に座り、ティーポットを指差した。

　フェリオは困こん惑わくしながら、手ずから新しいカップを棚から取り出す。彼女がどうやってここに入ってきたかは、聞かずとも想像がついた。案内がついていなかったということは、警備の眼めをかいくぐって、不法に侵しん入にゆうしてきたらしい。
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「そちらの方かた々がたは？」

　シルヴァーナが、ライナスティ達を見ながら問う。ぶっきらぼうで無礼なようでいて、その声には嫌味がなく、人に警戒心をもたせぬ雰囲気が備わっている。

　発せられた問いには、まだ不ふ審しんげな顔のディアメルが応こたえた。

「我々は、フェリオ様の護衛です。王宮騎士団のディアメル──」

「と、俺おれはライナスティ。まぁ、怪あやしい者ではないんでご安心を」

「──怪しいのは、私のほうだろうに」

　ライナスティの軽口に、シルヴァーナがくすりと笑った。

「二人とも、神殿騎士なんかより腕が立つ。俺の兄弟子と姉弟子みたいなもんだ」

　フェリオが補足すると、シルヴァーナはふと眼めを細めた。

「兄弟子ということは──こちらの方々も、〝ウィスタル〟から剣を？」

　シルヴァーナの口からその名が出たことに、フェリオはやや驚いた。

「ウィスタルのことを知っていたのか。この二人はウィスタルの腹心だ。それと、こちらが──」

　フェリオはウルクを掌てのひらで示した。ウルクはぺこりと頭を下げる。

「ウィータの司し祭さい、ウルク・ティグレーと申します。あの──神殿の方かたということは、神しん官かんの──」

　ウルクの問いに、シルヴァーナは首を横に振った。

「いいや。私は裏うら方かただ。コウ司し教きようの部下でね。あまり詳くわしい話はできない。悪いけど、話したいことと聞きたいことがあるから、用件だけ──まずは聞きたいことから、いいかな。色のついた狼煙のろしが上がっていたけれど、何があった？」

　シルヴァーナの問いに、フェリオは眉まゆをひそめた。

　どうせ一両日のうちには街まちに知れ渡る事実でもあり、答えられない問いではない。ただ死の重みに引きずられて、自然と声も沈んだ。

「軍ぐん務む卿きようとそのお嬢さんと、第だい二妃ひや第三妃が、刺し客かくの操あやつる玄げん鳥ちように襲われて、馬車ごと崖がけの下に落とされたんだ。死体はまだ確認できていないけれど、多分──死んだと思う。いや〝殺された〟っていうべきなのかな」

　フェリオは素直に答えた。

　途と端たんに、シルヴァーナの眼が細く据すわわった。視線を思し案あんげに虚こ空くうへと彷徨さまよわせ、彼女は一いつ拍ぱくの間を置く。

「今──〝玄鳥〟、と言ったか？」

　予想外のシルヴァーナの問いに、フェリオは眼をしばたたかせた。普通、今の会話の流れであれば、軍務卿や第二妃という要よう人じんの死に焦しよう点てんが向かうはずである。

　彼女が玄鳥という単語に反応したことを不思議に思いつつ、フェリオは答えた。

「あぁ、人の乗った玄げん鳥ちようだ。この辺りには生息しない、最大種の奴やつだよ。俺おれはよく知らなかったけど、世の中にはそういうのを扱う暗殺者がいるらしいね」

　シルヴァーナの表情が、明らかに険けわしく転じた。

「その鳥、何か特徴がなかったか？　色は──」

　身をやや乗り出し、勢いこんで問う。

　フェリオは、つい数時間前の光景を思い返した。

　玄鳥は本来、漆しつ黒こくの羽と嘴くちばしを持つ鳥である。しかし馬車を襲った中には、黒みを帯びた赤い羽をもつ鳥が混ざっていた。

「確か、赤い羽の奴が一羽、混ざっていたよ。全部で三羽いたけれど、そいつだけ、全身が黒っぽい赤で目立っていた」

　フェリオがそう答えるや、シルヴァーナが歯をぎりりと食いしばった。

　彼女と会うのは、これでまだ二度目だった。だが、その表情が彼女にとって珍しいものであることは、その雰囲気から察せられる。

　怒いかりが滲にじむその様子に、シルヴァーナが抱かかえているものの一いつ端たんを垣かい間ま見みた気がして、フェリオは戸と惑まどった。

「間違いない……ホムラと……シズヤか……ということは──」

　シルヴァーナは独ひとり言ごとじみた呟つぶやきを漏もらした。

「知っているのか!?」

　フェリオは驚いた。ディアメル達もその表情をこわばらせる。

　シルヴァーナは、小さく頷うなずいた。

「知っている。そいつらは──私にとっても敵だ。フェリオ、その玄鳥の乗り手は、タートムに雇やとわれた刺し客かくだ。見せられる形での証しよう拠こはないが、まず間違いない。詳くわしいことは言えないが、奴らが背後に絡からんでいるとなると──」

　シルヴァーナの言に、フェリオは戦せん慄りつを覚えた。傍かたわらのウルクも息を飲む。

　彼女の言が真実であるという保証はない。しかし北の大国、タートムの関かん与よは、襲撃時から疑われていたことである。それを裏付ける情報は、今の彼女の言が初めてだった。

　アルセイフの豊かな土ど壌じようと、フォルナム神殿の産出する輝石セレナイトは、北方の大国にとっては最上級の獲え物ものだった。混乱を狙ねらって仕し掛かけてくると読んではいたが、本当に襲撃が彼らの仕し業わざとすれば、その動きは予想以上に早い。

　シルヴァーナは、ウルクのいれた紅茶に唇くちびるをつけた。その手に必要以上の力が籠こもって、カップまでがかたかたと震える。

「奴らはタートムに仕えて、斥せつ候こうや暗殺を請うけ負おっている。アルセイフの国内に、誰だれか手引きをした者がいるはずだ。玄鳥を用いて地上の馬車を狙ねらうなど、屋根に目め印じるしでもなければ無理だからな」

「じゃあ……俺おれ達の中に、裏切り者が……？」

「裏切った自覚があるかどうかもわからないが──心当たりも、ある」

　シルヴァーナの顔が歪ゆがんだ。

「点と点がつながったか──フェリオ。もう気づいているだろうが、私はコウ司し教きようの下もとで、間諜スパイのような真似まねをしている。仲間が調べたところでは、この国の第二王子、レージクが通いつめているカペラの妓ぎ館かんが、タートムの間諜スパイの拠きよ点てんになっているらしい。レージクがそれと知っているのかどうかはわからんが──」

　その指摘に、フェリオは息を吞のんだ。

「待ってくれ。だけど、死んだのは、全員が兄上の派は閥ばつの──」

　シルヴァーナは、幼子に言い聞かせるように声を落とした。

「私は、レージクという奴やつのことを又また聞ぎきでしか知らない。だからウィスタルに聞いてみろ。もしかしたら、そのレージクという男──王族としては、致ち命めい的てきに向かない性格をしているのかもしれない。はっきりしているのは、その軍ぐん務む卿きよう達を襲ったのは、タートムの仕し業わざだということだけだ。アルセイフの内政を混乱させ、その隙すきに乗じようという魂こん胆たんだろう。今いま頃ごろは、国境付近に兵を集めている。レージクの関かん与よについては、まだなんとも言えない」

　その指摘に、ライナスティやディアメルも眼めの色を変えた。

「私は今日、タートムが動いているらしいことを、念ねんのために知らせに来たんだが──図はからずも、それが実証されたことになる。思ったより、連中の動きが迅じん速そくだったが……」

　舌打ち混じりに言って、シルヴァーナは席を立った。

「こちらにも用ができた。またいずれ」

「シルヴァーナ、待ってくれ」

　フェリオが呼び止める。

　銀髪の娘は、顔だけを振りかえらせた。

「タートムのこともなんだけど……来訪者ビジターの探たん索さくも貴方あなた達の管かん轄かつなんだろう？　リセリナやあの怪あやしい連中の手がかりは、まだ見つかっていないのか？」

　彼女のことを、フェリオはずっと気にしていた。迷い込んだ慣れない異世界で、どこでどうしているのか──ずっと胸に秘めてきたが、シルヴァーナになら問うことができる。

　シルヴァーナはしかし、瞼まぶたを伏せて首を横に振った。

「どちらもまだ、有力な手がかりは見つかっていない。仲間が捜そう索さくはしているが──なにせ、この国も広い」

　シルヴァーナは背を向けた。

「次から次へと、厄やつ介かい事ごとが重なるな。いや──厄介事が起きたからこそ、タートムに隙を見せる羽は目めになったわけか。おまえも気をつけろ」

　シルヴァーナはそれだけ言い残して、足早に屋敷を出ると、来た時と同じように森へと消えて行った。

　その背を見送るフェリオの脇わきで、ウルクが細い声を漏もらした。

「今の方かたは──」

　そして首を傾かしげてフェリオを見つめ、もう見えなくなったシルヴァーナの去った方向を再び見る。フェリオはその態度を奇き異いに思った。

「どうした？　ウルク」

「あ……今の方の、雰囲気が──いえ、気のせいだと思います」

　吹っ切るように言って、ウルクはごまかした。

　彼女が何を感じたのか、フェリオは気になったが、言いたいことはわかるような気もした。

　シルヴァーナには、人を惹ひくような、あるいは無条件に信用させるような、不思議な気配がある。先天的な才なのか、あるいは彼女の話術や動作による印象のせいなのかははっきりとしないが、ウルクが同じように感じたとしても、理り屈くつを抜きにして納なつ得とくできた。

　そしてウルクは、フェリオを正面から見つめた。

「フェリオ様、急いでラシアン様とウィスタル様に、今のことをお知らせしたほうが──」

　一瞬の思し考こうを経て、フェリオは頷うなずいた。ライナスティらに向き直りながら、壁かべ際ぎわに置いた愛刀を取る。

「俺おれはすぐにラシアン卿きようの元に出向く。ウルクも、ここに一人で残るのは危ないから、一いつ緒しよに来て欲しい」

「あ──は、はい」

　ウルクは頷いて、フェリオの傍そばに寄った。ライナスティとディアメルも、護衛役としての任を果たすべく席を立つ。

　さして準備をすることもなく、フェリオはすぐに屋敷を出た。

　シルヴァーナから聞いたことを、ウィスタルやラシアン、そしてダスティアらにすぐ伝え、これから相談しなければならない。タートムの侵しん攻こうが本格化する前に、そしてその兵が及ぶ前に、兵を集め、軍を整える必要もある。

　フェリオ達が城に向けて歩き始めてすぐに、馬ば蹄ていが中庭を駆けてきた。

　馬を駆る騎手は、王宮騎士団の若手二人である。一人は酒屋の息子むすこで、もう一人は下級官かん僚りようの次男坊だったが、どちらもウィスタルが誘さそって騎士団に入れた青年だった。

　そのうちの片方が、馬上からフェリオに声を投げた。様子はいかにも切迫している。

「フェリオ様！　大変です！　ク、クーデターが──！」

　波乱を含んだその単語に、フェリオは敏感に反応した。

「どうした？　落ち着いて話せ」

　声をかけると、青年騎士は唾つばを飲み、顔を真っ赤にして叫んだ。

「レージク様が、ダスティア卿と正せい妃ひをはじめ、主だった官僚を逮たい捕ほしてしまいました！　ガートルード卿きようや第だい二妃ひの殺害に絡からんで、その罪を問うとのことで──ウィスタル様は、ただの聴取のつもりで出向かれたのですが、城内の奥で騙だまし討うちにあい、捕らえられたと──」

　フェリオは、信じられない思いでその言葉を聞いた。

「ウィスタルが!?　そんな馬ば鹿かな！」

　青年も馬上で頷うなずく。

「はい、あり得ません！　どう見ても濡ぬれ衣ぎぬです！　ですが、我々だけではどうしたらいいか……ですからひとまず、フェリオ様にご連絡をと──」

「馬を貸してくれ！　先に行く！　ライナスティ、ディアメル。ウルクと一いつ緒しよに、後からすぐに来てくれ！」

　フェリオは一声かけると、青年騎士の馬に交代して飛び乗った。ライナスティ達が頷くのを確認してから、馬の手た綱づなをしごく。

　ウルクの心配げな眼まな差ざしが、一瞬だけ目に入ったが、今は急がねばならない。

　もう一方の青年騎士に先導させて、フェリオは中庭に馬を走らせた。

　馬上から声を張る。

「王宮騎士団は全員、宿舎に集まっているんだな!?」

「は！　近衛このえ騎士団のほうも、向こうの団長を捕らえられて動けない様子で……ガートルード卿の部下だった衛兵や、サンクレット家の領地から警備のために派は遣けんされている大量の兵が、そのままレージク様の手足となって動いているようです！」

　疾しつ駆くする馬ば蹄ていの響きに負けぬよう、若い騎士は大声で応こたえた。

　近衛騎士団はさておき、王宮騎士団の数と質には確かなものがある。だが、衛兵とサンクレット家の領地の兵を合わせれば、その数は騎士団の層そう倍ばいにも及んだ。兵数としては比べ物にならない。

　馬を駆りながら、フェリオは騎士団長、ウィスタルの身を案じていた。彼が無実であることは、誰だれの目にも疑いない。だがそれを承しよう知ちでレージクが彼を捕らえたということは、最初から〝処分〟する気であることを意味している。

　事態が切迫しつつあることを察し、フェリオの心は急せいていた。
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　王宮騎士団団長、ウィスタル・ベへタシオンは、狭せまい牢ろう獄ごくに押し込められていた。

　頑がん健けんなその巨体を壁につくられたベンチに乗せ、彼はじっと眼めを閉じている。

　その牢獄は、牢獄としてはましなほうだった。簡素ながら寝台ベツドもあり、水道まで備わっている。高い位置にある窓からは、地上の光や風も少しは入ってきた。

　ウィスタルはあてがわれたその牢で、黙もく然ぜんと思し索さくにふけっていた。

　何故なぜ、自分がこんな場所に押し込められたのか──それさえも、はっきりとはわかっていない。だが、これが政争の過程であることは間違いなかった。

　ウィスタルは、騎士団の宿舎にいたところを捕らえられた。容よう疑ぎらしい容疑はなく、初めは〝暗殺の件に絡からんでの事情聴取〟というだけの話だった。それを求めたのはレージクらしい。

　しかし衛兵達についてきてみれば、貴き人じんの前に出ることもなく、そのままこの牢ろうへと入れられてしまった。付き人の騎士達も追い返され、今は一人、訳わけがわからないままこの場にいる。

　牢に入る寸前、抵抗しようと思えば、できたかもしれない。衛兵達の数は多かったが、ウィスタルもその時までは剣を携たずさえていた。

　しかし、衛兵の一人が漏もらした言葉が、その行動をとどめた。

「ウィスタル様。抵抗をなさらないでください。貴方あなたが暴れれば、正せい妃ひや皇太子妃、そして、捕らえられた皇太子の幼いご子し息そくにも累るいが及びます」

　その忠告には、真しん摯しな響きがあったのだ。

　大恩あるラバスダン王の親族を人ひと質じちに取られては、ウィスタルは迂う闊かつに動けない。

　牢の鉄てつ格子ごうしの前に、何者かが歩いてきた。

　窓から差し込む日に、その何者かの衣服が照らされる。きらびやかな金の刺し繡しゆうが光った。

「ウィスタル卿きよう。すまないな、そんな所に押し込めて」

　かけられた声の主は、レージク・アルセイフだった。

　ウィスタルは両目を薄く開け、あまり信頼のおけない第二王子を見やる。

「これはこれは、レージク様……つかぬことをおうかがいいたしますが、今の私の状況は、一体どういうことでしょうか？」

　やや皮ひ肉にくを込めて、ウィスタルは静かにそう問いかけた。

　レージクは薄い笑みを漏らす。

「おまえの場合には、正面切って〝逮たい捕ほ〟などと言うと、こちらの被害がどれだけ出るかわからんからな。騙だますような形になって、申し訳ない」

「逮捕、と申されましたか。容よう疑ぎは？」

「さて──ガートルード卿の暗殺に絡んで、となるか、それとも警備の不備による責任問題くらいで済むか──それは、お前の態度次し第だいだ」

　その答えに、ウィスタルは笑った。

「こんなことをすれば、ダスティア卿やラシアン卿が黙っておりますまい。お二ふた方かたはこのことをご存知なのですか？」

「あぁ、知っているだろう。特にダスティアは、お前より先に捕らえたからな」

　レージクはあっさりと言い放った。

　ウィスタルは思わず眼めを見開いた。

「ダスティア卿を……？　レージク様、まさか──！」

「まぁ、クーデターというやつだ。そんなに驚くほどのことじゃないだろう」

　涼すずしい顔で言い放ち、レージクはウィスタルに流し目を送った。ウィスタルは、真っ向からその眼めを見返す。軍ぐん神しんを思わせるその気迫に、レージクは半歩、退ひかされた。

「怖こわいな、ウィスタル。新しい王を、そう睨にらむものじゃない」

「王、ですと？」

「あぁ、即そく位いしてみた。いろんな儀式はまだだが、権力だけは掌しよう握あくしつつある。何も不思議はあるまい？　父上と兄君が亡なくなって、継けい承しよう権けん一位は初めから俺おれにあった。ガートルードの兵達も、俺を主あるじと認めている」

　レージクは冷さめた眼で呟つぶやき、ウィスタルを見下ろした。

「──そうですな。その通りです」

　ウィスタルは声を押し殺して認めた。レージクが嗤わらう。

「もしおまえが協力してくれるなら、悪いようにはしないが……どうする？」

　ウィスタルは眼を閉じた。そのまま、無言の刻ときが数秒ほど過ぎる。

　レージクが溜ため息いきを吐ついた。

「おまえも知っているのか、俺が何者かを──」

　ウィスタルは答えない。しかし、レージクの問いが意味することには気づいていた。

　その沈黙を、レージクは肯こう定ていの返事と受け取ったらしい。
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「──しばらく、そこで頭を冷ひやすといい。そうそう、食事には気をつけろよ。毒どくでも入っていなければいいんだが、ここの厨ちゆう房ぼうの連中は、そういうのの管理が甘あまくてな」

　レージクは、そう言い捨てて背を向けた。

　その去さり際ぎわの背に、ウィスタルは小声を投げた。

「──フェリオ様にも、手を出されるおつもりか」

「おまえがそんな態度だからな」

　レージクは嗤わらって応こたえた。ウィスタルはしかし、唸うなるように呟つぶやく。

「たわけたことを──私がどうあろうと、貴方あなたはフェリオ様を生かしておかぬ気でしょう。今、気づきました。さきほどの襲撃事件は、よもや貴方の──」

「馬ば鹿かなことを言うな、ウィスタル。俺おれは知らんよ。あれは、正せい妃ひが雇やとった刺し客かくだろう」

　くっくっと嗤いながら、レージクはもと来た廊下を戻って行った。

　後に残されたウィスタルは、牢ろうのベンチに背を丸めて座り込み、ぎりりと歯を食いしばる。

　──捕まったのは、間違いだったかもしれない。抵抗して、たとえ反逆者として追われることになろうとも、脱出すべきだった。だが、まさかレージクがこうまで思い切った行動をとるとは、予想していなかったのも事実である。

　いまさらに後こう悔かいしても後の祭りだが、今は何もできない。

（……フェリオ様。ご無事で──）

　ウィスタルは信じてもいない神に祈いのった。否いな、神よりも、心に祈る相手は他ほかにいる。

（──フレイア……フェリオ様を、護まもってくれ──）

　ウィスタルが心の奥で呟いたその名は、フェリオの死んだ母親のものだった。
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　王宮騎士団の宿舎には、所属する騎士達が揃そろっていた。

　広間に集つどった彼らは、それぞれ軽装に身を包んでいる。初夏だけに、装備は胸当て程度の者が大半で、それも意い匠しようが統一されておらず、見たところでは傭よう兵へいが集っているような景色である。

　彼らを見まわしたフェリオは、その中央に意外な顔を見出した。

　彫ほりの深い顔立ち、伊達だて男おとこと名高い初老の外がい務む卿きよう──ラシアン・ロームが、フェリオの到着を待っていた。

　フェリオと顔を合わせるなり、外務卿は素早く立ち上がった。

「フェリオ様、ご無事でしたか！」

　駆け寄ったフェリオは、その正面に立つ。

　周囲を囲む騎士達は、一いち様ように悔くやしげな表情をしていた。団長であるウィスタルがみすみす捕らえられたことに、納なつ得とくがいってないのである。

　フェリオは彼らに目め配くばせを送りながら、ラシアンに握手を求めた。

「ラシアン卿きようもご健けん在ざいでなによりです。どうしてこちらへ？」

　差し出したフェリオの手を握り返し、ラシアンは神しん妙みような顔で頷うなずいた。

「ダスティア卿や正せい妃ひ達が捕らえられたと聞き、慌あわててウィスタル卿に相談をしにきたのですが──ひと足、遅おそかったようです」

　ラシアンは嘆たん息そくした。

　人に聞かれぬように配はい慮りよし、フェリオはラシアンを隣室に導いた。騎士達も気を利きかせて、おとなしく広間に待たい機きする。

　二人になったところで、フェリオは小声に問いかけた。

「──レージク兄様の指し示じとか？」

「はい。当のレージク様がどこにいるのか、わかりませんが、サンクレット家のクラウス様が衛兵達を仕切っておられます。しかし一体、何が何やら……」

　苦しい声で言いながら、ラシアンは眉まゆ根ねを歪ゆがめた。

「第三王子のブラドー様は、第三妃の死に塞ふさいでしまって、まともに動ける状態ではありません。皇太子妃と息むすこのアーベルト様も、今は捕らえられております。この分ではフェリオ様も逮たい捕ほされているかと思いましたが、無事に合流できてよかった──」

　ラシアンが安あん堵どの吐と息いきを吐ついた。しかしすぐに、その表情は険けわしく改まる。

　フェリオは思し案あんしながら頷いた。

「さすがに我々は逮捕できないでしょう。我々も命を狙ねらわれたわけですから、実行犯との関係を疑われる筋がありません。ですが、ウィスタルはダスティア卿の部下に近い立場でしたから──」

「そのことです。ダスティア卿とウィスタル卿や、他ほかにも有力な要よう人じんが多く逮捕されたことで、文官連中は統とう率そつを失っております。ガートルード卿の部下だった貴族達は、レージク様に迎げい合ごうしておりますし、これは──クーデターといいますか、独どく裁さい政治への一歩を踏み出しつつあると言わざるを得ません。まったく嘆なげかわしいことです」

　ラシアンの声はいかにも苦しい。

「そういえば、近衛このえ騎士団の団長も捕らえられたとか？」

　フェリオが問うと、外がい務む卿きようの表情はさらに険しさを増した。

　ウィスタルの統率する王宮騎士団は、〝王宮〟そのものの警備を、そして近衛騎士団は、王宮内の〝要人〟の警護を主目的としている。あくまで建たて前まえのことで、任務によってはその立場が入れ替わることもあったが、こうした要人逮捕の際には、近衛騎士団がまず関かかわるはずだった。にも関わらず、その団長からして捕らえられたという事態はやはり尋じん常じようでない。指揮系統が混乱しているであろうことは、容よう易いにうかがえた。

　ラシアンは控えめに舌打ちをする。

「近衛このえ騎士団もあてにはなりません。レージク様は、このまま有力な政せい敵てきを廃し、政府を掌しよう握あくする気でしょう。ガートルード卿きようを殺されて頭に来ているのはわかりますが、いささか性急で強ごう引いんすぎます。これでは諸しよ侯こうが従うかどうか──」

　呟つぶやいておきながら、しかしラシアンはすぐに嘆たん息そくした。

「──いや、従うでしょうな。現状では、要かなめとなるべき人物がレージク様しかいないのも事実です。何より、もともとレージク様には正統な王としての継けい承しよう権けんがありました。解げせないのは、何故なぜ、こんな横おう暴ぼうを──いかに腹心を失い、派は閥ばつの弱体化が危あやぶまれるとはいえ、こんな大事に対して決断が早すぎます。まるで──最初から全すべてを決めていたような──」

　ラシアンの困こん惑わくは、フェリオにも理解できた。

　──最初から全てを決めていたような──

　その感覚は、フェリオも感じていた。

　シルヴァーナが言っていたことを、フェリオは彼にぶつけてみる。

「ラシアン卿、ついさきほど、入手した情報なのですが──ガートルード卿や我々を襲ったのは、タートムの刺し客かくだった公こう算さんが強いのです。それに絡からんでもう一つ──レージク兄様が出入りしていたカペラの妓ぎ館かんが、タートムの間諜スパイ達の拠きよ点てんだったとのことです。私自身が確認した情報ではありませんし、まだ裏はとれていませんが、もし仮かりに、これが本当だとすると──」

　ラシアン・ロームが眼めを剝むいた。

「フェリオ様、そんな話を、どこで誰だれから──！」

「それは言えません。ですが、信頼に足る人物からです」

　シルヴァーナの立場を慮おもんぱかって、フェリオはそう応こたえた。

　ラシアンが唸うなる。

　第二王子のレージクと、北方の大国であるタートムが内通している──フェリオがシルヴァーナから得た情報は、そんな可能性を内ない包ほうしていた。しかし、フェリオにはそのことに対して疑問がある。

「ただ、実際に殺されたのは、レージク兄様の腹心ばかりです。そのことがどうにも──」

「いえ──フェリオ様。これはおそらく──しまった、そうか──」
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　子供じみたその仕し草ぐさは、ラシアンが人前ではまず見せない行動だった。今の彼がよほどに切せつ羽ぱ詰つまっているらしいことを、フェリオは敏びん感かんに察する。

「……フェリオ様は、レージク様のことを、あまりご存知ありませんな？」

　ラシアンの問いに、フェリオは小さく頷うなずいた。

　一応は兄である。だが、フェリオは彼とまともに会話をしたことさえない。まだ幼い頃ころ──レージクはフェリオを、〝誰にも望まれない人間〟だと明言し、ずっと蔑さげすんでいた。そんな兄だから縁えんも薄く、あまり兄弟とも思っていない。政治の中心にいるラシアンのほうが、よほどレージクについては詳くわしいはずだった。

　ラシアンは低く声を潜ひそめた。

「フェリオ様、誹ひ謗ぼうは私の望むところではありませんが──あの方かたは、命というものを、ひどく軽く考えておられます。自分のものも、他人のものも含めてです。最近はまた、ガートルード卿きようや第だい二妃ひの干かん渉しようを鬱うつ陶とうしがっておられました。まさかそんなことで身み内うちを殺すとは思いませんでしたが──タートムとのつながりがもしあったとなると、これは──まずい」

　呟つぶやくラシアンの顔色が蒼そう白はくになっていた。

　フェリオには、まだ事態がよく飲み込めていない。推論は心中にできあがっていたが、信じたくなかった。

「……ラシアン卿、それは、つまり──」

「これは私の推論ですが──まず、レージク様がタートムとつながっていると仮か定ていしましょう。レージク様は王位が欲しかった。しかし今のままでは、アーベルト様に取られるか、またもし自分が王位に就ついても、譜ふ代だいの忠臣であるガートルード卿や、母親である第二妃の傀かい儡らいにならざるを得ない。それに政治力の強い正せい妃ひ達も鬱陶しい──」

　その指摘に、フェリオは頰ほおを引きつらせた。

　まるで子供の我わが儘ままと同じである。とっくに成人しているレージクが、そんな子供じみたことを考えていたとは思いにくいが、しかしラシアンの言葉には確信に近い響きがあった。

「政治というのは、最後には数と力がものを言います。堅実なガートルード卿の影響力は、放ほう蕩とうで疎うとまれるレージク様よりも上なのです。レージク様は、たとえ王になっても、軍ぐん務む卿きようの力を無視できない。そこでレージク様は〝賭かけ〟に出た──」

　呟きながら、ラシアンはフェリオの様子をうかがってきた。

　フェリオは何も言えない。嫌いな人間ではあったが、レージクがそこまで腐っていたとは、思いたくなかった。曲がりなりにも彼は、この国の王子なのである。

　ラシアンはしかし、結論を紡つむいだ。

「レージク様は、タートムの協力を得て、ガートルード卿や母君を暗殺に見せかけて殺し、自らも狙ねらわれたように演出した──そしてその仇あだを討うつという名目で、ダスティア卿や正妃の閥ばつをも政府から一いつ掃そうし、自らが王位につくための大たい義ぎ名めい分ぶんを作り上げた……」

　ラシアンは大きく深く、嘆たん息そくした。

「……見返りはなんでしょうか？　この国をタートムの属ぞつ国こくにするとか、そのくらいのことは約束していてもおかしくない。つまりレージク様は──この国を、〝売る〟気かもしれません」

「売る、って──だって、兄上は王族ですよ!?」

　フェリオは思わず声を荒げていた。

　ラシアンが口元に指を添そえ、静かにするようフェリオに促うながす。

　フェリオは慌あわてて声を潜ひそめた。広間には騎士達が集つどっている。推測の話で彼らを混乱させるわけにはいかない。

「……残念なことに──レージク様は、〝王族〟ではないのです」

　ラシアンが呟つぶやいた。

　咄とつ嗟さにフェリオは、その意味を曲きよつ解かいした。

「──そう……ですね。国を売ろうなどとする者を、王族とは呼べな……」

　ラシアンがすぐに首を横に振った。

「いえ、そうではありません、フェリオ様。文字どおり、レージク様は王家の血を引いていないのです。第だい二妃ひの腹から生まれたわけでもなければ、ラバスダン王の息子むすこでもありません。要するに赤の他人なのです」

　フェリオは耳を疑った。つい頓とん狂きような声をあげそうになって、自らの手で口を塞ふさぐ。

　ラシアンは真ま顔がおだった。

「正せい妃ひがウェイン皇太子をお生みになった後、サンクレット家の体面を保つために、第二妃が妊にん娠しんと出産を偽ぎ装そうした──その結果が、レージク様らしいのです。証しよう拠こはありませんが、今にして思うと、思い当たる節ふしがいくつかあります。おそらくご本人も承しよう知ちのことでしょう。それを知って以来、放ほう蕩とう癖へきが悪化したとうかがっています。軍ぐん務む卿きようや第二妃達が暗殺されたのは、彼らがその事実の証人だったことも一いち因いんかもしれません」

　フェリオはごくりと唾つばを飲んだ。

　──その噂うわさは、耳に入っていた。だが、噂の対象はレージクだけでなく、四人の王子の全員につきまとっていたもので、根も葉もないただの噂だろうと、ほとんどの人間が本気にしていなかった。

　ラシアンの声は冴さえない。

「初め、ダスティア卿がレージク様の即そく位いにひどく反対されていたのも、その事実を知っていたためです。ですが証拠はありませんし、肝かん心じんのラバスダン王は、サンクレット家のためか、レージク様を息子として扱ってらっしゃいました。あの方かたの寛かん大だいさを、今だけは恨うらめしく思いますが……」

　ラシアンは唇くちびるを嚙かんだ。

「……私個人としては、国さえ治まるならば、血筋などどうでもよいと思っているのです。事実、王家の歴史を顧かえりみると、さまざまな場面で首を傾かしげることがあります。フェリオ様に失礼なのを承知で言えば、今の血筋が正統なものかどうかさえ、なかなか怪あやしいのです」

　ラシアンの言葉に、フェリオは頷うなずいた。暴ぼう言げんのようだが、ラシアンの言うことは暗あん黙もくに了りよう解かいされていることでもあった。正統な王位を巡っての暗あん闘とうは過去にも幾いく度どかあり、生まれた時には玉ぎよく座ざなど望むべくもなかった者が、数すう奇きな紆う余よ曲きよく折せつを経て王になったこともある。

　ラシアンはさらに言葉を続けた。

「ただ、レージク様ご本人に関しては、それ以上の問題があります。あの方かたは──王家という居場所を、憎にくんでいるのでしょう。もしそうなら、隣りん国ごくにこの国を売り渡すことは、彼なりの復ふく讐しゆうとして納なつ得とくできます。阿片アヘンの吸いすぎで、少々、頭が壊こわれかけていることも否定できません。国と民には迷めい惑わくな話ですが──」

　暴ぼう言げんを吐きすぎたと感じたのか、ラシアンの声は掠かすれるようにして途と切ぎれた。

　そしてラシアンは、改めてフェリオを真っ向から見つめる。

「──フェリオ様。もし本当に、レージク様がこの王家を滅ほろぼすおつもりならば、ダスティア卿きようらの命が危あやういかと存じます。ろくな裁判もせずに、怒いかりに任せて処しよ刑けいすれば、国政は間違いなく今以上の混乱に陥おちいる。レージク様がそうした恐怖政治をお望みとしたら、ダスティア卿はもちろん、ウィスタル卿や正せい妃ひも、そして我々も近く──」

　フェリオは、言葉を失っていた。

　レージクという兄──血のつながらない兄であることをたった今、知ったが──彼がもし、王家をそこまで憎んでいるとしたら、不ふ可か思し議ぎに思っていた事じ象しようのほとんどに辻つじ褄つまが合う。彼はおそらく、自分を見み栄えの道具にした偽にせの母親、第二妃をも憎んでいたに違いない。

　レージクの女遊びと阿片アヘン狂ぐるいの理由の一いつ端たんを、フェリオはそこに見た気がした。またラシアンの言うように、薬やく物ぶつの乱用がその憎ぞう悪おに油を注いだ可能性は高い。

　囚とらわれた人々──ことにウィスタルの顔が、フェリオの脳のう裏りに浮かんだ。

　ウィスタル・ベヘタシオンは、フェリオにとって育ての親も同然だった。

　彼から剣を学び、人としての情を学び、そして生き方をも学んだ。周りから爪つま弾はじきにされていたあの子供の頃ころ、もしウィスタルに出会わなければ、今の自分は存在しなかったと思う。

　そんな彼が今、無実の罪で、理り不ふ尽じんに囚われている──

　今にも火がつきそうな思し考こうを理性で抑おさえて、フェリオはラシアンに耳打ちした。

「急いでダスティア卿達を救出しましょう。今すぐにでも──時間が経たてば経つほど危険です。ラシアン卿の推測が正しければ、レージク兄様はじきに我々も狙ねらってきます。なにせ玄げん鳥ちようを用いて暗殺しようとしたぐらいですから」

　ラシアンの手前、ダスティアの名をまず出したが、フェリオの脳裏にはウィスタルの姿があった。とはいえ、どちらも助け出したい気持ちに噓うそはない。政せい務む卿きよう、ダスティア・カリウスは、今のアルセイフに必要な人材である。

　ラシアンは頷うなずいた。

「……ことここに至っては、私も中立などとは言っておれませんな。今、動かなければ、国を滅ほろぼすことになりかねません。逮たい捕ほされた人々の救出は早いほうがいいでしょう。国政の混乱が狙いとすれば、レージク様は処刑を急ぐはずです。あるいは、牢ろうの中で毒どく殺さつし、病死か自殺と発表することも──」

　その指摘に、フェリオはぞっとしながら頷いた。

　今日のたった一日で、アルセイフの政局は大きく変わりすぎた。国王と皇太子の死も衝しよう撃げきだったが、その後に起きたこの騒そう乱らんに限っては、来訪者ビジターなどという不確定要素のせいではない。明らかに人の歪ゆがんだ心が招いた人じん災さいである。

　ラシアンは思し案あんげに指を組みながら、今後の方策について語り始めた。

「この王宮一帯には、警備に出てきたサンクレット家の私し兵へいが多すぎます。まずは無実の人々を救出し、王宮騎士団と近衛このえ騎士団を伴ともない、私かダスティア卿きようの領地まで一度は退ひきましょう。そこで態勢を整え、諸しよ侯こうに号令を発すれば、なんとかなるかもしれません。私とダスティア卿に正せい妃ひとアーベルト様、それにフェリオ様とウィスタル様、欲をいえばブラドー様も──これだけの要よう人じんが揃そろえば、レージク様より説得力があります。日和ひより見みの諸侯さえも動くはずです」

　ラシアンの案は、決して奇策ではなかったが堅実だった。また裏を返せば、レージクはラシアンの言ったような展開を恐れて、無理を通してでもウィスタル達の逮たい捕ほに踏み切ったのだろう。ラシアンとフェリオに至っては、本来ならば昼の段階で、玄げん鳥ちようによって殺されている予定だったのだ。

　その殺害の失敗は、レージクの策にとって大きな綻ほころびのはずだった。

　フェリオは、腰につけた刀の重みを確かめた。アルセイフの兵をその刃で斬きることには気が引けた。だが、ウィスタルやダスティア達を助け出すためには、その刀を使わなければならないかもしれない。

　騎士達の待つ広間から、駆け足でやってくる足音が響いた。

「フェリオ様！　ラシアン様！　お逃げください！」

　声高に叫んだ騎士が扉とびらを跳ね開けた。

「何事だ！」

　フェリオが問い返すと、騎士は慌あわてた手つきで外を指差した。

「レージク様の衛兵達です！　お二人を出せと──今、ライナスティ達が止め……」

　フェリオはラシアンと目め配くばせし、相手の動きの速さを呪のろった。

　一日、二日の猶ゆう予よはあるかとも思ったが、いかにも早すぎる。

　おそらくは、ラシアンの執しつ務む室しつやフェリオのいた屋敷を入れ違いに捜そう索さくした後、すぐにこの場所へ来たのだろう。仲間の騎士達が揃そろっているこの場所でラシアンと合流できたことは、僥ぎよう倖こうだったといえる。

　ラシアンが呟つぶやく。

「いちいち抜け目のない方かただ──何者かが、裏で糸を引いているのかもしれませんが……フェリオ様、ここはひとまず、城から逃れましょう」

「しかし、ウィスタル達が──」

　フェリオはそう言いかけて、しかし口を噤つぐんだ。

　今、この人数とこの状況で、ウィスタル達を助けだすことはできない。改めてこっそり忍しのび込むにせよ、正面から制せい圧あつするにせよ、態勢を整えないことには何もできないのだ。

　フェリオはもとより、ラシアンまでもが捕らえられれば、事はレージクの思い通りに進んでしまう。

　断だん腸ちようの思いで、フェリオは歯を食いしばり、ラシアンに向けて頷うなずきを送った。

「ラシアン卿きようの護衛を頼む。騎士団全員と共に、城を脱して、ラシアン卿の領地まで退ひくぞ」

　フェリオのその指揮に、若い騎士はあんぐりと口を開けた。

　フェリオはその脇わきをすり抜け、宿舎の玄関に向かう。

　そこでは、騎士達と衛兵達とが揉もみ合いになっていた。

　どちらもまだ剣を抜いてはいないが、押し入ろうとする衛兵達と、通さぬように壁をつくる騎士達とが、口々に怒ど号ごうを交わしている。

　騎士達の背後に立ったフェリオは、そこで大きく息を吸った。

　刀の柄つかに手をかけつつ、建物の全域にまで聞こえるよう、あらん限りの声をもって叫ぶ。

「王宮騎士団の全員に告ぐ！　ただちに〝敵〟を迎え撃て！　我らはここを一時離り脱だつする！」

　その大だい音おん声じように、騎士団員たちが一瞬、揃そろって振り向いた。フェリオは彼らの視界に合わせて抜刀する。

　きらめく白はく刃じんを、フェリオは、す──と前方に向けた。心臓は大きく鼓こ動どうしていたが、態度だけは悠ゆう揚ようとして見せる。

「騎士団長ウィスタルに代わって、指揮権はフェリオ・アルセイフが預かる！　団長を救出するためにも、今は目の前の敵を退しりぞけ、離脱することに集中しろ！　加か減げんは無用だ！　突撃！」

　唐とう突とつな指示だったが、ウィスタルに鍛えられた騎士団員達の反応は迅じん速そくだった。

　逆に衛兵達の側は、フェリオの大音声と、その指揮によって眼めつきを変えた騎士達に驚き、途と端たんに逃げ腰となる。

　数は多いものの、腕前でいえば、彼らはただの民に毛が生えた程度のものだった。人数のせいで強気にはなっていても、一人一人の練れん度どは低い。

　衛兵達の小隊長が顔を引きつらせた。

「て、抵抗する気か！　全員……」

　指揮の途中で、その顎あごを騎士の一人が力一杯に殴なぐりつけた。小隊長は吹っ飛び、背後の部下に抱かかえられたものの、眼を回して動かなくなる。

　フェリオは一度抜いた刃を鞘さやに納めた。もともと、威い嚇かくと士し気きを煽あおる目的で抜いただけの刀である。

　衛兵達もアルセイフの兵士だった。本来ならば、身み内うち同士で争うなど愚ぐの骨こつ頂ちようである。できれば殺したくはない。この後、タートムとの戦争が起きる可能性を思えば、貴き重ちような兵力でもあるのだ。

　騎士団の勢いに恐れをなした玄関の衛兵達は、すぐに外まで押し出された。

　フェリオとラシアンは、騎士達が暴あばれる後から続いて王宮の中庭に出る。

　外に出てすぐ、フェリオはウルク達の姿を探した。

「フェリオ様！」

　ここ数日で聞き慣れた声が響いた。空色の髪をした若き司し祭さいは、ディアメルに護まもられていた。その周囲を囲んでいた衛兵達も、本気の騎士達を前にして不利を悟さとり、次々に逃げ出していく。遠巻きにするところで立ち止まりはしたものの、再度、突撃してくる様子はない。

　剣けん聖せい、ウィスタルが揃そろえた王宮騎士団の腕前を、彼らも思い知ったに違いない。しかし、すぐに人数を呼び、今度は四方を囲む勢いで来るはずだった。その中には、弓を携たずさえる者も入るだろう。そうなれば、飛び道具を持たない騎士団は不利である。

「ラシアン卿きよう、馬には乗れますか？」

　フェリオが振りかえって問うと、ラシアンは頷うなずいた。

「あまり上手うまくはありませんが、乗って走らせる程度ならばどうにかなります。では、このまま参りますか」

「はい。ですが──必ず、ここに戻ってきます」

　フェリオが決意を込めて呟つぶやくと、ラシアンも深く頷いた。

　そしてフェリオは、騎士達に号令を発した。

「各自、馬を引け！　これより王都を脱する！　遅おくれるな！」

　フェリオの声は、騒そう乱らんの中でもよく通った。

　馬の世話がしやすいよう、厩うまやは宿舎のすぐ傍そばに併へい設せつされている。彼らは〝騎士〟だけに、馬への騎き乗じようができない者など一人もいない。

　ウルクがフェリオの傍に駆け寄り、不安げな顔を向けた。

「フェリオ様、私は──」

　彼女が馬に乗れないことには、フェリオも予想がついていた。

「ウルクは俺おれの馬に乗ってくれ。これから逃げるのに、のんびりと馬車ってわけにもいかない。いいね？」

　囁ささやくと、ウルクは緊張の面おも持もちで小さく頷いた。

　厩から出した軍馬に、騎士達が次々とまたがっていく。

　フェリオも黒くろ鹿か毛げの一騎を選び、ウルクを後ろ向きにして前に置いた。

　そして彼女を抱きかかえるようにして、フェリオは両手に手た綱づなを取る。

　狭せまい馬上で、ウルクはフェリオの胸に顔を押し付ける格好となった。

「ウルク、少しつらい姿勢だと思うけど──落ちないように、両手をこっちの背中にまわして、しっかり摑つかまっていろ。急ぐから、だいぶ揺れるはずだ」

「は、はい」

　ウルクはやや掠かすれた声で返事をした。フェリオの言ったとおりに、おずおずと両手を背にまわし、ぎゅっと子供のようにしがみつく。

　フェリオはぽんぽんと彼女の背中を軽く叩たたき、騎士達に向けて声を張った。

「ここから先は衛兵達に構うな！　離り脱だつを最優先し、街道まで突っ走れ！」

　手た綱づなを引いて方向を合わせ、馬の腹を蹴る。

　フェリオの馬が走り出すのに合わせて、王宮騎士団の精せい鋭えいが一いつ斉せいに続いた。

　人数を集めに戻った衛兵達は、まだ戻ってこない。遠巻きにしていた兵達も、一応の使命感から追ってはきたが、馬と人とでは速さが違う。

　中庭を駆け抜けて、すぐに一団は、城を抜けるための門に差しかかった。

　しかしそこには、門を警備する兵達が先に待ち構え、足止めの陣じんを敷いていた。

　逃げた衛兵の幾人かがそこにも駆けつけていたらしく、フェリオ達が殺さつ到とうするのに合わせて、勇ゆう敢かんにも立ち塞ふさがっている。

　騎士達はともかくとして、フェリオとラシアンだけでも捕らえたいに違いない。中には弓を構える者達もおり、剣の届かぬ櫓やぐらの上にも、数人の弓兵が控えていた。

　フェリオはウルクがつかまっていることを確認しつつ、鐙あぶみに体重をかけ、腰の刀をすらりと引き抜いた。

　その切っ先を前方に向け、鋭く声を張る。

「ラシアン卿きようを護まもって突破する！　矢に注意しろ！」
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　騎士達の返事は、怒ど号ごうじみた勢いで返ってきた。

　門を護まもる衛兵達の陣じんから、弓ゆん勢ぜい鋭く矢が飛んだ。

　降ってくる矢から身を護るように、フェリオは姿勢を低くする。

　放たれた矢は大地に落ちたものも多かったが、それでも幾人かの騎士が乗る馬にも突き立ち、彼らはそこで馬から落ちるように飛び降りる。

　一瞬、そこに気をとられそうになったフェリオに向けて、落ちた騎士から力強い大声があがった。

「フェリオ様は先にお進みください！　ここは我らが！」

　馬を捨てた数人の騎士が剣を構え、門の衛兵達に飛びかかった。接近しての乱戦となれば、弓兵達もその力を発揮できない。流れ矢も味方にあたりやすくなる。

　一部の弓兵の狙ねらいに戸と惑まどいが見えたところへ、騎士団の後続が殺さつ到とうし、衛兵達の槍やりと騎士達の剣が甲かん高だかい音を鳴らし始めた。

　その中で、馬を捨てた騎士達は踏みとどまり、門の周囲から寄せてくる衛兵達に対する壁となる。

　フェリオは歯を食いしばった。

　彼らを捨てていく──その選択ができずに、つい馬を止めそうになった。

　しかし、目の前になびく空色の髪を見るや、すんでのところで冷静さを取り戻す。

　今のフェリオには、腕に護る者と、牢ろう獄ごくから助けたい人々とがいた。ここで馬を止めれば、それをも捨てることになる。

　馬を捨てた騎士達の忠ちゆう誠せいも、無む駄だにはできない。

　フェリオは身を切る思いで、鞭むち代わりに鞘さやで馬の尻しりを叩たたいた。前方を阻はばむ衛兵を白はく刃じんで牽けん制せいしながら、一気にその場を駆け抜ける。すり抜けざまに、弓兵の弓を刎はね切った。

「死ぬな！　生きてさえいれば、後で助けにいく！　待っていろ！」

　フェリオは後こう背はいに声を張り、馬を止めずに走らせた。

　振りかえると、落ちた騎士のうち一人が、笑って親指を立てていた。フェリオは彼の顔を確認する。ウィスタルに見込まれた傭よう兵へいあがりの剣士で、グラムという名の中年男だった。髭ひげ面づらのいかつい偉い丈じよう夫ふは、フェリオに笑みを向けながらも剣を振るい、器用に衛兵の槍を捌さばいては攻めている。殺しても死にそうにないほど、生きのいい男だったが、その前には四人、五人と衛兵が増えつつあった。いつまで保もつかはわからない。

　警備の衛兵達も必死である。

　平時ならば、門の警備は十数人程度の態勢である。だが、変事の直後である今日の今に限っては、その人数は十数倍の規模にまで膨ふくれていた。正規の衛兵以外に、サンクレット家の私し兵へいも多く混ざっているのだ。

　フェリオ一人ならば、こっそりと周囲の壁を越えることも可能だろうが──馬と騎士団を率ひきいて出るには、そこを突破するしかない。別の門へ今から回っていては、相手に態勢を整える時間を与えてしまう。

　サンクレット家の私し兵へいについては、その正確な人数を把は握あくしていなかったが、軍ぐん務む卿きようが国の大事と見て出した兵である。二千か三千ほどはいてもおかしくない。

　そんな人数が本格的に動き出す前に、今、この場を切り抜けなければならないのだ。

　門を抜けた外側にも、警備の兵達が待ち構えていた。

　先頭に近い位置を走るフェリオに向けて、門前を護まもる衛兵達の小隊長が野の太ぶとい声を張り上げた。

「フェリオ様、ラシアン卿きよう！　城内にお戻りください！　ここを通すわけには参りませぬ！」

　その男は、亡なくなった軍務卿、ガートルードの部下だった。

　フェリオは彼に向けて声を返す。

「拘こう束そくされる覚えはない！　是ぜが非ひでも通らせてもらう！」

　気迫を見せて相手を威い圧あつしつつ、フェリオは白はく刃じんを振るった。馬に向けて突き入れられた衛兵の槍やりをその刃で跳はね除のけ、包囲網を割るように跳とぶ。

　またがった黒くろ鹿か毛げの馬は、軍馬としてよく訓練されていた。衛兵の槍に臆おくすることなく、フェリオの指示によく従い、相手の頭上を跳び越える。

　小隊長はフェリオの馬を避けるため、その場に転げて尻しり餅もちをついた。

　後続の騎士達が、そこへどっと押し寄せる。

　勢いを止めようと、門前の衛兵達は槍を突いた。

　その槍に撃たれて数騎が倒れたものの、穂ほ先さきが引かれる前に、後ろから寄せた他の騎き馬ばが衛兵に襲いかかる。

　足止めはほんの一瞬で、騎士達の勢いは津つ波なみのように門前の包囲を突き崩くずした。

　馬を捨てた騎士は十数人に及んだが、それ以外の百騎ほどは、無事に門を抜けて街まちへと出る。

　そのまま止まらずに、フェリオは石いし畳だたみの道を馬に疾しつ駆くさせた。

　ラシアン・ロームも、騎士達に護られて無事である。ライナスティやディアメルもまた、その脇わきに連なっていた。

　フェリオは胸にウルクを抱いて走りながら、一瞬だけ背後を振りかえった。

　馬を捨てた騎士達は衛兵を引きつけ、少ない人数で奮ふん戦せんを続けている。

　彼らの行為を無む駄だにはしない──フェリオは改めて、その思いを強くした。

　乱戦が続く門の向こうには、王宮の鐘しよう楼ろうが高くそびえている。

　あの王宮のどこかに、ウィスタルやダスティアをはじめ、要よう人じん達が今も囚とらわれているのだ。

　彼らのことも見捨てる気はない。早い時期に、必ずここに戻ってくることを心中で誓ちかいながら、フェリオはひたすら馬を走らせた。

　夕暮れも近い刻こく限げんに現れた唐とう突とつな騎馬の群れに、街の人々が何事かと眼めを丸くする。

　民衆の見守る前を突っ切り、騎き馬ばの一団は迅じん雷らいのように王都を駆け抜けていった。
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　見上げる夜空に、星が落ちた。

　きらりと光って流れた星は、空の途中で光を失い、そのまま消え去る。

　小さな欠片かけらが、大気圏の途中で燃え尽きた──空を眺める少女は、そう判断した。

　まだ見慣れない星の配置に戸と惑まどいながら、彼女──リセリナは、ただ星を見上げていた。

　日が落ちて間まがない空は、黒というよりは、濃い青色を湛たたえている。

　眼めに見える星をいくらつなげても、リセリナの知る星座は出来上がらない。ここはやはり、違う星なのだろうと、リセリナは結論づけた。

　彼女は今、入り組んだ巨大な峡きよう谷こくの底にいた。川岸の一角にささやかな焚たき火びを起こし、獲とった魚をその火で焼きながら、星を眺めている。

　逃げた来訪者ビジター達を追いかけるつもりで、その情報を求めながら動いているうちに、いつの間にかここに行き着いてしまったのだ。

　リセリナは自分の顔を頼りに、〝自分に似た人間を知らないか〟と、行く人に尋たずねながら来た。ほとんどの人間は首を横に振ったが、中に一人、〝そういえば〟と言った女がいた。

　彼女は露ろ店てんの商人で、リセリナに似た娘と、巨きよ漢かんを合わせた数人の一行を見たという。商人の商あきなっていた果物を、巨漢が物珍しげに見ていたが、リセリナとよく似た少女に叱られて立ち去ったらしい。

　その果物は、リセリナ達のいた場所にはないものだった。

　そして、商人の女が指し示した方向に、ただ急いで来たところ──この峡谷に行き着いた。

　入り組んだ川と密林、そして高い崖がけからなるその地は、人が入り込むような場所には見えなかった。ただし、逆にそうした場所だからこそ、相手にとっては身を隠かくしやすい場所ともいえる。

　引き返すかその先に進むかを、まだ決めあぐねながら、ひとまずリセリナはその晩をそこで明かすことにした。街まちには、あの〝神殿騎士〟と呼ばれていた者達もおり、かえって危険でもある。

　雄ゆう大だいな峡谷の一いち隅ぐう、大河にほど近い木陰に、リセリナは膝ひざを抱かかえて座っていた。

　耳に聞こえるのは、河の流れる音ばかりだった。

　はじめにリセリナがこの地に訪れた時、まず抱いた印象は、〝緑が豊かになったグランドキャニオン〟というものだった。正確な地形はまるで違うのだが、河の浸しん食しよくによってできたらしいことと、そしてその雄大な景観とが似ていたのである。

　なんとなくそのことに懐なつかしさを憶おぼえて、リセリナはこの地を探してみる気になった。自分がそう感じたということは、追っている連中にしても、同様に懐かしさと好奇心を感じたかもしれないのだ。

　リセリナは遠い眼めで星を見上げながら、ぶるりと肩を震わせた。

　──つい数日前までは、この世界の神殿で、食事も寝場所も不自由のない生活を送っていた。だが、今はそれに甘あまえる気にはなれない。

　殺された人々は──リセリナのせいで、殺されてしまったかもしれないのだ。

　逃げ出すようにして彼らを追ってきたのは、そのことに対するけじめでもあった。

　寂さびしい、とは思う。

　だが、彼女にとってそんな感情は慣れたものだった。

　ある店先から勝手に拝借した毛布に身をくるみ、リセリナは溜ため息いきを吐ついた。

（この世界って──なんか、変──）

　リセリナのその疑問は、この世界に来て、フェリオ達に保護されてから、ずっと抱いていた印象だった。

　おかしなところは、いくつもあった。

　まず最初に──言葉が通じること。

　多少、発音のおかしい部分や、通じない単語はもちろんあった。しかし、文法や活用、一般的な名詞や動詞に関しては、ほとんどそのままといっていい。

　見たことのない動植物も多少はあったが、犬や猫など、よく知っている生き物も多い。食卓テーブルに並んでいた調味料やその味も、素そ朴ぼくながら味が深く、むしろ懐なつかしい印象さえあった。

　合成物がまったく添てん加かされていないそれらの味は、リセリナ達の世界ではとうの昔に失われたものでもある。

　シャジールと呼ばれる蛇へびの姿をした生物の存在には驚かされたものの、話してみれば、彼らは優やさしげな人々だった。

　リセリナがこの世界について知っていることは、まだわずかだった。

　しかしいくつか、はっきりしていることがある。

　一日の周期は約二十五時間、一ヶ月は三十日間で、一年は十三ヶ月ある。他に閏うるう年どしもあるらしいが、詳くわしくは神殿にいたクゥナから学ばぬうちに出てきてしまった。

　季節には春夏秋冬の移ろいがあり、毎年、夏の入り口に〝空そらノ鐘かね〟と呼ばれる奇妙な現象がある。

　またこの世界には、石油や石炭といった化石燃料が存在せず、その代わりに植物性の油や木炭が多用されていた。製鉄など強い火力を必要とする場面では、ザカード神殿から産出される〝火の輝石セレナイト〟を用いるらしい。

　他ほかに、土を肥やすフォルナム神殿の輝石、水を清めるネディア神殿の輝石、風を起こすキャルニエ神殿の輝石があり、ウィータ神殿から産出される〝生命の輝石セレナイト〟は、他の輝石の効果を飛ひ躍やく的てきに高めるという。

　その輝石セレナイトというものがなんなのか、リセリナにはよくわからなかった。御柱ピラーの底面から自然に零こぼれ出てくる石らしいが、得え体たいが知れないと思う。

〝神の御ご加か護ご〟と、神しん官かん達は言っていた。事実、そうとでも思わなければ、説明に困る現象かもしれない。

　自然現象にしては、それらのものは人にとって、あまりに都つ合ごうがよすぎた。

　この世界はその輝石のおかげで、まるで生命圏の研究素材として作られた箱はこ庭にわのように、生産と消費の均きん衡こうが取れている。そして自然の浄じよう化か能力を超えることなく、人の文明が適度な線を保っている。

　それが文明の進行の過か渡と期きであることを意味するのかと思えば、生活の水準自体は、数百年前からさほど変わっていないと神殿の者が言っていた。

　つまりこの世界では、文明の進歩が、ある一線を境さかいに止まっているらしい。科学サイエンスや化学ケミストリーは、錬金術アルケミーという怪あやしげな括くくりの中で閉へい鎖さ的てきに扱われ、その進歩を妨さまたげられているのだ。

　リセリナは、人は常に進歩を求め、際さい限げんなく禁きん断だんの箱はこを開け続ける生き物だと思っていた。ところがこの世界では、必ずしもそうではない。

　たまたま天才的な科学者が現れなかっただけなのか、輝石という便利なものの存在が、進歩の必要性を強しいて人に与えないのか──あるいは、何者かの意い図とが文明の進歩を封じているのか。

　さまざまな事情が複ふく合ごうしてのことだろうが、リセリナはこの世界の在あり方かたを奇き異いに思っていた。

　そんな異い郷きように、彼女は今、独ひとりでいる。

　見上げる満天の星空は、哀かなしくなるほど眸ひとみに染しみた。

　像がぼやけたのに気づいて、リセリナは慌あわてて眼めを擦こする。今泣くと、止まらなくなってしまいそうだった。

　視線を地上に戻したリセリナは、焚たき火びと星明かりに照らされ、水面を流れてくる物に気がついた。

　何か白いもの──初めは、ただそう思った。

　しかし眼を凝こらして観察するうちに、それが何なのか、リセリナは理解してしまう。

　白く浮かぶそれは──人の〝手〟だった。

　千ち切ぎれた人の手が、ゆっくりと河を流れているのだ。

　ひ、と息を詰めて、リセリナはそれを凝ぎよう視しした。手の主あるじたる体はない。千切れた腕の先だけが、寂さびしげに流れていく。

　よくよく見れば、周囲には折れた板や、よくわからない〝何か〟も流れていた。

　リセリナは視認しようとして、しかしすぐに眼を逸そらした。〝何か〟──そこに、首の折れた人間の頭を見た気がした。周囲は暗いが、焦しよう点てんの合わない死人の眼と眼が合ったのだ。

　恐怖で身が竦すくみ、心臓の音が、自分の耳にも聞こえるほど大きくなった。

　上流で何があったのかはわからないが、その凄せい惨さんな光景に、リセリナは戸と惑まどった。

　上流から、もう一つ──体が流れてきた。

　こちらは衣服もそのままで、板状のものに周囲を囲まれている。

　リセリナは、それが馬車の残ざん骸がいだと気づいた。貴族が乗る物にあるような豪ごう奢しやな装そう飾しよくが、周囲になされていたのだ。その板の浮力でその体は水に沈みきらず、頭を水上に出していた。

　流れてきたのは、リセリナと年とし頃ごろの近い娘だった。眼めを閉じた顔は彫ちよう像ぞうのようで、白い肌はだにも生気がない。緑がかった長い髪が水面に広がっていた。

　この娘に関しては、体が千ち切ぎれているような様子はない。

　リセリナは恐おそる恐おそる、その姿を見つめた。

　──もしかしたら──

　彼女はまだ、生きているのかもしれないと思った。暗がりではあるが、外傷らしきものが見えない。なにより、水面に顔が出ているからには、呼吸ができる状態のはずだった。

　リセリナは大河の上を見上げた。自分がいるのは峡きよう谷こくの底である。崖がけの上がどうなっているのかはわからないが、そこに道があって、何かの事故で馬車が落ちたのかもしれない。

　リセリナは無意識に、神しん官かんの衣ころもを脱ぎ始めていた。

　河の流れはそれほど速くない。季節が初夏の入り口ということもあって、水温もためらうほど冷たくはなかった。

　重い衣を捨てて下着だけの姿になると、リセリナは河の中に脚あしを踏み入れた。

　徐じよ々じよに深くなっていく河を立ち泳ぎで進みながら、緑の髪の娘を観察する。

　まとった衣服はドレスのようだった。首飾りには高価そうな宝石も光っている。貴族か豪ごう商しようの娘か──少なくとも、平民とは思えない。

　生死の判断はつかないまま、リセリナは彼女のところに泳ぎ着いた。

　震えながら手を伸ばす。

　そっと触れた彼女の肌はしっとりと冷え切っていた。しかし肌にはまだ張りがあり、死後硬こう直ちよくの兆ちよう候こうもない。

　馬車の残骸から彼女の身を引き出そうとして、リセリナは思わず息を詰めた。

　彼女の下に、もう一人──

　かっと眼を見開いた、細身の老人が沈んでいた。

　まるで上にいる彼女を護まもろうとしたかのように、その手が空に向いている。ただし片方の腕は、肘ひじから先が千切れ、どこかに消えてしまっていた。リセリナが最初に見つけた流れる腕は、あるいは彼のものだったのかもしれない。

　その老人は、確かめるまでもなく明らかに死んでいた。透明度の高い水中に、青白く臓器らしきものが露ろ出しゆつしている。

　リセリナは吐はき気けと悲鳴を堪こらえて、娘だけを救い出した。

　彼女の腕もまた折れており、あらぬ方向に曲がっていた。他ほかに目立った外傷こそないが、とても無傷とは言い難い。

　もしこれが、死体だったら──

　そう思うと怖こわかった。だが、もし彼女がまだ生きているとしたら、それを見捨てるような真似まねはどうしてもできない。

　生死を確かめるのは、岸に着いてからでもいい。

　星空の下、娘の冷たい体を背に負ったリセリナは、岸の焚たき火びを目め印じるしにして、懸けん命めいに泳ぎ始めた。





───続















　あとがき







　ちょっと遅おくれましたが、あけましておめでとうございます。

　このあとがきを書いているのは二○○三年の年末なのですが、この本が出る頃ころにはきっと、二○○四年になっているかと思います。というわけで、以下、二○○四年のつもりで書きますが──

　思えば自分の最初の本が出たのは二○○一年の二月でして、以来三年──早いもので、今年で遂ついに四年目です。昨年も皆様のおかげさまをもちまして、無事に年を越せました。

　よく〝二年目のジンクス〟とか〝三年目の浮気〟（？）という言葉は聞きますが、「じゃあ四年目には何かないのか」と検討してみたところ、特に何にも思いつきませんでした。〝桃もも栗くり三年柿かき八年〟とも言いますが、四年目～七年目は無視同然です。人間の場合、七五三という節ふし目めがありますが、ここでも四年目は飛ばされてしまいます。どうも四年目というのは、あまりぱっとしないようです。

　検けん索さくエンジンに放り込んでみたら、「一年目」は五十一万八千件、「二年目」は三百十三万件、「三年目」は十七万七千件、「四年目」は八万四千百件、「五年目」が二百二十四万件で、「六年目」が百九十八万件──（二〇〇三年十二月時点での数字）

　二年目が妙に多いのはともかくとして、明らかに「四年目」が少ないのはどうしたことでしょう？　その差は実に三十七分の一です。そんなことをいちいち調べている自分の暇ひまさ加か減げんもどうしたもんだろう、とは思いつつ、なにやら釈しやく然ぜんとしないものを感じた次し第だい。

　で、「四年」で関連のあるものがなんかないか、なんかなんか……と、しばらく考えあぐねた末に、四年といえば大学が四年制だったなぁ、と思いだし、「……もしかして今年は小説だけでなく卒論も書く予定？」と、我ながら訳わけのわからない混乱を招いてみたりもしましたが、寝不足気味の時の思し考こうはだいたいこんな感じです。

　ただ、卒論は別に書かなくてもいいらしいのですが、実は今年から週に一回だけ母校に戻ることになりまして、今はその準備中だったりもします。要するに非常勤の講師です。

　つい四年前までは、ぼーっと授業を受ける側だったのですが、今度は自分が講義をする側にまわることに──教職関係の授業も選択していなかったもので、我がことながら、なにやら不可思議な印象があります。前述した通り、卒論は書かなくてもいいらしいのですが、それにしてはえらいプレッシャーを感じているのは仕様でしょうか。

　だいたい教えるどころか教わる側だろう、と、自分でもそう思うのですが、何事も経験といいますし、自分の方法論を見つめ直す機会になりそうという欲目も多少はありまして、まずは一年、やってみることにしました。

　たかが二十六の若わか造ぞうがー、と、学生さん達から思われないようにがんばろーと思いつつ、友人にそう相談すると、「外がい見けんだけは三み十そ路じ越えてそうだから見た目のことは気にしなくていい」とのありがたいお言葉が。それもなんだか悔くやしい複雑なお年とし頃ごろです。

　ともあれ少し怖こわくもありますが、新しい経験を得られそうで楽しみでもあります。




　そんな身辺の変化もありますが、もちろん自分の本業は小説書きですので、こちらのほうも今まで以上に気き合あいをいれていきたいところです。特に〝空鐘〟はご覧の通りの、区切りらしい区切りがない形式の続き物ですから、あまりお待たせしたくありません。他の既刊二シリーズについても、まだ諦あきらめたくありませんし、今年はいろいろと忙いそがしい年になりそうです。

　……といいますか、ぜひ忙しい年にしたいところです。でも「忙しいという字は心が亡ほろぶと書きます」なんて突っ込みもありそうですし、まぁ希望としては程ほど々ほどというあたりで……相変わらず、だらだらしていてすみません（汗）

　でもって……だらだらといえば、戴いただいたお手紙や年賀状にも返信できていません……なんて不義理な。でもお送りいただいたお手紙は、ものすごく心の糧かてになっております。ありがとうございます。

　時間の都つ合ごうや本人の要領の悪さもありまして、なかなか返信まで手がまわらないのですが、お手紙をいただくたびに、せめて作品の方でご期待に応こたえられるようにと、身が引き締まり活力の湧わく思いです。

　もちろん、手紙をくださる方ばかりでなく、この本を買って読んでくださっている読者さんにも、精一杯に感謝──他ほかに言葉がありません。

　このお話を続けていけるのも──といいますか、自分が好きな小説を書いていけるのも、読んでくれる人あってのことです。

　毎回、お礼を書き出すときりがないのですが、なんだか行数も押してきていますし、今回はこのあたりで──

　そんなこんなで、今年もどうぞよろしくお願いいたします。





二○○四年　冬　渡瀬草一郎
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渡わた瀬せ草そう一いち郎ろう

昭和五十三年型横浜製。写真は初校直し中の私を威嚇していた謎の生物です。白と黒の毛並みなのでひょっとしたらパンダかもしれません。でも配色が違うので、あるいはもしかしたら……すみません、私の口からはとてもこれ以上は……（眼を逸らしつつ）。
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イラスト／岩いわ崎さき美み奈な子こ

新潟出身。埼玉在住。この名前にして性別は不明……らしい。５年間のゲーム会社勤務を経て、フリーのイラストレーターになり、現在あちこちで活躍中。
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